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第
７
次
総
合
計
画
の
成
果

　

阿
武
町
で
は
、第
７
次
総
合
計
画

「
選
ば
れ
る
町
を
つ
く
る
」に
基
づ
き
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開
し
な
が
ら
、

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
出
生
数
に

お
い
て
は
、平
成
28
年
度
か
ら
令
和

３
年
度
ま
で
の
６
年
間
、出
生
者
数

は
１
桁
台
が
続
き
ま
し
た
が
、令
和

４
年
度
は
７
年
ぶ
り
に
12
人
と
、２
桁

台
に
回
復
。５
年
度
も
17
人
の
出
生

と
、回
復
基
調
で
す
。

　

転
入
者
数
と
転
出
者
数
の
差

「
社
会
増
減
」も
、令
和
４
年
度
は

プ
ラ
ス
17
人
の
転
入
超
過
と
な
り
、

昭
和
30
年
の
阿
武
町
発
足
以
来
、

最
大
の
数
値
で
、令
和
５
年
度
実
績

で
も
、２
桁
の
超
過
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

他
市
町
に
先
駆
け
て
進
め
て
き
た

０
歳
か
ら
高
校
生
ま
で
の「
医
療
費
の

無
償
化
」、０
歳
児
か
ら
の「
保
育
料

完
全
無
償
化
」、「
保
・
小
・
中
給
食
費

の
無
償
化
」に
よ
る「
子
育
て
支
援

３
点
セ
ッ
ト
」を
は
じ
め
、各
種
の

子
育
て
支
援
、定
住
対
策
、高
齢
者

福
祉
対
策
な
ど
、取
り
組
ん
で
き
た

独
自
施
策
が
一
定
程
度
、実
を
結
ん
で

き
た
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、平
成
30
年
度
か
ら
販
売
し
て

い
る「
柳
橋
分
譲
宅
地
」の
29
区
画
も
、

子
育
て
世
帯
を
は
じ
め
、Ｕ
タ
ー
ン
・

Ｉ
タ
ー
ン
世
帯
に
好
評
を
い
た
だ
き
、

す
で
に
26
区
画
が
売
れ
、残
り
３
区
画

と
な
り
、高
齢
者
の
通
院
・
買
い
物
を

支
援
す
る「
デ
マ
ン
ド
型
交
通
」も
、

町
内
全
域
で
有
志
の
み
な
さ
ん
に

よ
る
自
主
的
な
運
行
が
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
「
道
の
駅
阿
武
町
」も
昨
年
４
月
に

登
録
30
周
年
を
迎
え
、８
月
の
記
念

式
典
に
あ
わ
せ
て
記
念
碑
を
建
立
し
、

改
め
て「
全
国
道
の
駅
発
祥
の
地
」で

あ
る
こ
と
を
全
国
に
、高
ら
か
に
宣
言

し
ま
し
た
。山
陰
道
の
開
通
後
も

「
わ
ざ
わ
ざ
立
ち
寄
る
魅
力
的
な

施
設
」と
な
る
よ
う
、施
設
の
整
備
・

改
修
を
行
い
、新
た
な
目
的
地
と
な
る

施
設
と
し
て「
Ａ
Ｂ
Ｕ
キ
ャ
ン
プ

フ
ィ
ー
ル
ド
」の
整
備
な
ど
を
行
っ
て

き
た
結
果
、キ
ャ
ン
プ
場
利
用
者
が
、

計
画
目
標
の「
年
間
１
万
人
」に
対
し
、

１
万
２
千
人
超
、率
に
し
て
120
％
を

達
成
。道
の
駅
の
売
り
上
げ
を
含
め
た

町
全
体
へ
の
波
及
効
果
は
、１
億
円

以
上
の
も
の
が
あ
っ
た
と
試
算
し
て

お
り
、今
後
と
も「
道
の
駅
阿
武
町
」

を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
期
待
を

か
け
て
い
ま
す
。

　

現
在
、国
交
省
に
よ
り「
山
陰
道

木
与
防
災
事
業
」が
順
調
に
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、こ
の
工
事
の
残
土

を
活
用
し
て
経
費
の
節
減
を
図
る
と

と
も
に
、将
来
的
な
山
陰
道
の
開
通

を
視
野
に
入
れ
た
企
業
誘
致
を
推
進

し
、町
の
雇
用
の
場
を
確
保
す
る
た
め

の
先
行
投
資
と
し
て
、山
陰
道
に
隣
接

す
る
木
与
・
遠
根
に
、町
営
の
工
業
団
地

と
な
る「
Ａ
Ｂ
Ｕ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
パー
ク
」

の
整
備
に
も
着
手
し
て
い
ま
す
。

　

数
年
前
か
ら
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

取
り
組
ん
で
き
た「
無
角
和
種
」は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組「
う
ま
い
ッ
！
」で

紹
介
さ
れ
、全
国
的
に
も
希
少
性
と

ジ
ュ
ー
シ
ー
な
赤
身
肉
の
美
味
し
さ

が
大
き
く
認
知
さ
れ
、将
来
に
わ
た
る

展
望
が
開
け
て
き
ま
し
た
。

地
域
医
療
な
ど
新
た
な
課
題
も

　

こ
こ
に
き
て
、本
町
に
と
っ
て
地
域

医
療
の
確
保
と
い
う
大
き
な
問
題
が

発
生
し
て
き
ま
し
た
。移
住
・
定
住

条
件
で
大
き
な
要
因
の
ひ
と
つ
が

医
療
の
確
保
で
あ
り
、高
齢
者
が

転
出
す
る
原
因
と
し
て
も
医
療
へ
の

不
安
が
あ
り
、し
っ
か
り
と
し
た
地
域

医
療
体
制
の
構
築
が
人
口
定
住
の

ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、現
在
、町
内
の
医
院

は
民
間
の
１
院
と
福
賀
診
療
所
し
か

あ
り
ま
せ
ん
が
、民
間
医
院
に
つ
い
て

は
、医
師
が
高
齢
と
な
ら
れ
て
、「
そ
う

長
く
は
継
続
が
難
し
い
」と
の
申
し
出

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
本
町
の
医
療
体
制
を
確
保

す
る
た
め
、令
和
８
年
度
中
の
新
た
な

公
設
公
営
の
多
機
能
な
診
療
施
設
の

開
業
を
め
ざ
し
、「（
仮
称
）あ
ぶ
診
療
所

等
複
合
施
設
」の
整
備
に
着
手
し
ま
す
。

　

な
お
、医
師
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
、山
口
県
の
担
当
課
や
山
口

大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
関
係
者
と

協
議
を
始
め
て
お
り
、継
続
性
の
担
保

の
観
点
か
ら
、特
定
の
医
師
を
招
致

す
る
の
で
は
な
く
、山
口
大
学
医
学
部

附
属
病
院
な
ど
か
ら
、専
門
の
若
い

先
生
方
を
、診
療
科
目
ご
と
に
、曜
日

を
決
め
て
診
察
に
来
て
い
た
だ
き
、

必
要
に
応
じ
て
山
大
附
属
病
院
な
ど

に
つ
な
い
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な

医
療
体
制
を
構
築
す
る
中
で
、地
方

で
は
あ
っ
て
も
最
先
端
医
療
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
が
で
き
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

福
賀
診
療
所
に
つ
い
て
は
、医
師
が

こ
の
３
月
末
を
も
っ
て
定
年
退
職
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、地
域
か
ら
の
要
望

や
実
情
、医
師
の
意
向
も
受
け
、５
年
後

の
閉
所
を
目
途
に
、診
療
日
数
を
減
ら
し

な
が
ら
、当
面
、診
療
を
続
け
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、令
和
６
年
度
は

町
政
施
行
70
周
年
を
迎
え
る
節
目
の

年
に
あ
た
り
、ま
た
、「
第
７
次
阿
武
町

総
合
計
画
」の
前
期
が
終
了
す
る

年
と
な
る
と
同
時
に
、後
期
の
総
合

計
画
の
策
定
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
第
２
次
阿
武
町
版
総
合

戦
略
」の
最
終
年
で
も
あ
り
、こ
れ
ま
で

に
実
施
し
て
来
た
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
検
証
し
て
、横
断
的
な
指
標
で
あ
る

「
就
業
」、「
関
係
人
口
」、「
活
動
人
口
」

の
達
成
に
向
け
、ど
の
よ
う
な
種
を

ま
く
か
、検
討
す
る
年
で
す
。

　　

こ
れ
か
ら
も「
打
て
ば
響
く
、町
民

一人
ひ
と
り
に
寄
り
添
う
ま
ち
づ
く
り
」

を
合
い
言
葉
に
、も
っ
と
チ
ェ
ン
ジ
・

も
っ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
精
神
を
も
っ
て
、

よ
り
住
み
や
す
く
、よ
り
豊
か
に
、

よ
り
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
に
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
す

の
で
、ど
う
ぞ
、ご
理
解
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
令
和
６
年
度
】

施
政
方
針

2



　

令
和
６
年
度
の
阿
武
町
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
昨
年
度
か
ら

１
億
２
５
７
９
万
１
千
円（
4.1
％
）の
増
額
で
す
。

　

当
初
予
算
の
主
要
事
業
を「
７
つ
の
柱
」に
沿
っ
て
説
明
し
ま
す
。

１
．「
誇
り
と
活
力
あ
る

仕
事
づ
く
り
」

（
産
業
・
経
済
・
労
働
・
雇
用
・
働
き
方
）
　

農
業
関
係

・キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

モ
デ
ル
園
地
整
備
事
業

（
１
７
０
０
万
円
）

　

県
営
で
行
う
奈
古
の
圃
場

整
備
事
業
の
中
の「
キ
ウ
イ

フ
ル
ー
ツ
モ
デ
ル
園
地
」2.8
㏊

の
中
に
、果
樹
棚
0.9
㏊
を
整
備

す
る
ほ
か
、造
成
工
事
や
区
画

整
理
工
事
の
負
担
金
を
引
き

続
き
支
出
し
ま
す
。

・農
産
物
生
産
強
化
の
た
め
の

支
援
事
業

（
716
万
７
千
円
）

　

新
た
に
、農
事
組
合
法
人
に

対
し
て
、農
業
用
ド
ロ
ー
ン
の

導
入
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

畜
産
関
係

・特
産
無
角
和
牛
ブ
ラ
ン
ド
化

推
進
事
業

（
１
６
３
１
万
５
千
円
）

　

無
角
和
種
振
興
公
社
に

対
し
、活
動
費
の
補
助
を
行
う

と
と
も
に
、地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
、飼
養
管
理

や
販
売
促
進
な
ど
を
担
う
、

農
業
支
援
員
、集
落
支
援
員

の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

商
工
業
関
係

・Ａ
Ｂ
Ｕ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

パ
ー
ク
整
備
事
業

（
80
万
円
）

　

町
内
の
経
済
の
活
性
化
や

雇
用
促
進
、移
住
定
住
の
促

進
を
目
的
に
、木
与
防
災
事
業

の
残
土
を
活
用
し
て
、約
４
㏊

の
用
地
を
３
〜
４
区
画
程
度

の
ミ
ニ
工
業
団
地
に
造
成

す
る
も
の
で
、新
年
度
に
お
い
て

は
、用
地
取
得
を
行
う
ほ
か
、

企
業
誘
致
推
進
委
員
の
活
動

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、企
業

へ
の
セ
ー
ル
ス
活
動
も
積
極
的

に
展
開
し
ま
す
。

・企
業
求
人
サ
ポ
ー
ト
事
業

（
100
万
円
）

　

人
材
確
保
に
苦
慮
し
て

い
る
町
内
企
業
を
支
援
す
る

た
め
、求
人
イ
ベ
ン
ト
出
展

な
ど
に
係
る
経
費
の
補
助
を

行
い
ま
す
。

・エ
ネ
ル
ギ
ー・食
料
品
価
格
等

高
騰
対
策
商
品
券
事
業

（
１
８
８
６
万
９
千
円
）

　

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る

町
民
の
家
計
支
援
を
目
的
に
、

町
民
１
人
当
た
り
５
千
円
の

商
品
券
、ま
た
は
５
千
500
円
の

デ
ジ
タ
ル
商
品
券
の
交
付
を

行
い
ま
す
。

２
．「
個
が
尊
重
さ
れ
る

生
活
づ
く
り
」

（
福
祉
・
介
護
・
医
療
・
社
会
保
険
・

男
女
共
同
参
画
・
人
権
）

介
護
関
係

・介
護
職
員
等
研
修
受
講
料

助
成
事
業

（
69
万
５
千
円
）

　

不
足
し
て
い
る
介
護
従
事
者

に
対
し
、上
限
を
設
け
た
中

で
、「
研
修
講
座
」や「
資
格
取
得
」

の
経
費
の
全
額
補
助
し
ま
す
。

医
療
関
係

・（
仮
称
）あ
ぶ
診
療
所
等

複
合
施
設
整
備
事
業

（
３
５
８
０
万
４
千
円
）

　

医
師
の
確
保
や
施
設
の
整
備

に
向
け
た
診
療
科
目
設
定
や

設
備
な
ど
の
導
入
計
画
の
策
定

を
は
じ
め
、用
地
測
量
な
ど
も

平
行
し
て
実
施
し
ま
す
。

・高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
助
成
事
業

（
450
万
３
千
円
）

　

75
歳
以
上
の
方
の
無
料
化
、

65
歳
以
上
の
方
の
７
割
補
助

を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

・高
齢
者
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
助
成
事
業

（
666
万
４
千
円
）

　

65
歳
以
上
の
方
の
接
種
費
用

の
７
割
を
町
が
負
担
し
ま
す
。

・こ
ど
も
等
へ
の

任
意
予
防
接
種
助
成
事
業

（
31
万
９
千
円
）

　

高
校
生
ま
で
の
子
ど
も
や

妊
婦
の
方
を
対
象
に
、各
種

任
意
予
防
接
種
の
半
額
補
助
を

継
続
す
る
ほ
か
、新
た
に
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

も
半
額
を
助
成
し
ま
す
。

・帯
状
疱
疹
予
防
接
種
事
業

（
25
万
円
）

　

50
歳
以
上
の
方
の
接
種
費
用

の
半
額
補
助
を
継
続
す
る
ほ
か
、

新
年
度
か
ら
は
50
歳
未
満
の

方
で
も
医
師
が
必
要
と
認
め
た

場
合
は
対
象
と
す
る
よ
う
、

事
業
を
拡
充
し
ま
す
。

・脳
血
管
疾
患
予
防
事
業

（
310
万
４
千
円
）

　

町
の
健
康
課
題
で
あ
る

脳
血
管
疾
患
の
発
病
予
防
を

目
的
に
、新
た
に
、高
血
圧

学
会
や
大
阪
大
学
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
、高
血
圧
予
防
や

生
活
習
慣
病
予
防
に
取
り

組
み
、「
高
血
圧
ゼ
ロ
の
町
」を

め
ざ
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
関
係

・パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

宣
誓
制
度
支
援
事
業

（
４
万
円
）

　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
な
ど
の
性
的

少
数
者
の
カ
ッ
プ
ル
か
ら
、

「
宣
誓
・
届
出
書
」を
町
が
受
理

し
て
、「
証
明
書
」と
な
る
カ
ー
ド

を
交
付
す
る
こ
と
で
、カ
ッ
プ
ル

の
方
々
の
町
営
住
宅
の
入
居

制
限
の
緩
和
な
ど
、日
常
生
活

や
届
け
出
、手
続
き
な
ど
が

円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
支
援

し
ま
す
。

３
．「
人
が
集
ま
る

ま
ち
づ
く
り
」

（
観
光
・
住
宅
・
移
住
定
住
・

交
流
・
交
通
）

住
宅
関
係

・美
咲
第
５
分
譲
宅
地整

備
事
業

（
３
９
８
９
万
５
千
円
）

　

柳
橋
分
譲
宅
地
の
29
区
画

が
残
り
３
区
画
と
な
っ
た
の
で
、

引
き
続
き
分
譲
宅
地
に
よ
る

移
住
定
住
促
進
を
図
る
た
め
、

新
た
に
30
区
画
程
度
の
整
備

に
着
手
す
る
こ
と
と
し
、新
年
度

に
お
い
て
は
、測
量
設
計
や

用
地
取
得
な
ど
を
行
い
ま
す
。

交
通
関
係

・デ
マ
ン
ド
型
交
通
事
業

（
528
万
８
千
円
）

　

買
い
物
な
ど
へ
の
交
通
の

利
便
性
と
、心
と
体
の
健
康
を

守
る
外
出
機
会
の
確
保
の
た
め
、

町
内
３
地
区
で
、一
律
地
区
内

300
円
、地
区
外
500
円
で
運
行

し
て
い
る
デ
マ
ン
ド
型
交
通
に

つ
い
て
、宇
田
郷
の「
う
お
な

の
郷
」が
、今
年
３
月
で
閉
店

し
、地
区
内
に
商
店
が
ゼ
ロ
と

な
り
、高
齢
者
や
運
転
免
許
を

持
た
な
い
人
が
、「
買
い
物

難
民
」と
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、75
歳
以
上

の
高
齢
者
や
障
が
い
者
、妊
婦

な
ど
に
つ
い
て
、地
区
内
200
円

に
、地
区
外
300
円
に
減
額
す
る

よ
う
料
金
を
見
直
し
ま
す
。

４
．「
町
の
力
と
な
る

ひ
と
づ
く
り
」

（
保
育
・
学
校
教
育
・
社
会
教
育
・

協
働
・
住
民
自
治
）

学
校
教
育
関
係

・学
び
を
保
証
す
る

学
校
づ
く
り
事
業

（
155
万
１
千
円
）

　

不
登
校
の
小
中
学
生
の

居
場
所
づ
く
り
と
し
て
、阿
武

小
学
校
の
空
き
教
室
を
利
用

し
て「
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
、指
導
員
を
採
用

し
ま
す
。

・Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
員
サ
ポ
ー
ト
事
業

（
300
万
円
）

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

で
導
入
し
た
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
授
業

で
活
用
す
る
た
め
、教
員
に

機
器
や
ア
プ
リ
の
利
活
用
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

・部
活
動
の
地
域
移
行推

進
事
業

（
3９
万
２
千
円
）

　

部
活
動
の
地
域
移
行
を

円
滑
に
推
進
す
る
た
め
、教
師

に
代
わ
る
指
導
員
や
大
会

引
率
を
担
う
部
活
動
指
導
員

を
配
置
し
ま
す
。

住
民
自
治
関
係

・町
民
活
動
支
援
事
業（20

万
円
）

　

住
民
の
主
体
的
な
地
域

づ
く
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
課
題
の
解
決
や
活
性
化

を
図
り
、住
民
と
行
政
の
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

５
．「
未
来
に
つ
な
ぐ

環
境
づ
く
り
」

（
環
境
・土
地
・
社
会
基
盤
）

環
境
関
係

・省
エ
ネ
家
電
製
品
等導

入
事
業

（
１
０
０
０
万
円
）

　

省
エ
ネ
性
能
の
高
い
家
電

製
品
な
ど
へ
の
買
い
替
え

費
用
の
半
額
を
、５
万
円
を

上
限
と
し
て
補
助
し
ま
す
。

・大
型
ご
み 

い
つ
で
も
簡
単

予
約
受
付
事
業

（
18
万
７
千
円
）

　

大
型
ご
み
の
予
約
が
24
時
間

い
つ
で
も
で
き
る
よ
う
に
、

新
た
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る

予
約
受
付
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
ま
す
。

・野
良
猫
不
妊・去
勢
手
術
費

助
成
事
業

（
20
万
円
）

　

新
た
に
、飼
い
主
の
い
な
い

町
内
に
い
る
猫
の
不
妊
・
去
勢

手
術
に
係
る
費
用
を
、負
担

し
た
個
人
ま
た
は
団
体
に
対
し
、

一
定
の
要
件
を
付
し
て
、経
費
の

半
額
を
補
助
し
ま
す
。

社
会
基
盤
関
係

・災
害
予
防
小
規
模
治
山
事
業

（
840
万
円
）

　

町
民
の
安
全
を
守
る
た
め
、

新
た
に
奈
古
の
東
光
寺
地
区

で
、小
規
模
治
山
事
業
に
よ
る

山
腹
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

・歩
行
者
安
全
向
上

町
道
改
良
事
業

（
３
７
０
０
万
円
）

　

歩
行
者
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め「
町
道
汐
入
野
路
線
」や

「
町
道
釡
屋
片
線
」な
ど
の
道
路

改
良
や
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
の
設
置

な
ど
を
行
い
ま
す
。

６
．「
安
全
安
心
な

暮
ら
し
づ
く
り
」

（
交
通
安
全
・
防
犯
・
防
災
・

空
き
家
・
消
費
者
行
政
）

防
災
関
係

・全
国
消
防
操
法
大
会出

場
事
業

（
610
万
７
千
円
）

　

阿
武
町
消
防
団
奈
古
第
１

分
団
が
、10
月
に
宮
城
県
で

開
催
さ
れ
る
全
国
消
防
操
法

大
会
に
出
場
す
る
た
め
の

出
場
経
費
を
計
上
し
ま
す
。

・消
防
自
動
車
整
備
事
業

（
１
３
０
２
万
７
千
円
）

　

配
備
か
ら
30
年
が
経
過

し
て
い
る
奈
古
第
１
分
団
の

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車

の
更
新
を
行
い
ま
す
。

・山
口
県
防
災
行
政
無
線

再
整
備
事
業

（
１
５
８
９
万
８
千
円
）

　

災
害
時
に
お
け
る
防
災

機
関
と
の
通
信
体
制
を
確
保

す
る
た
め
、山
口
県
が
実
施

す
る
防
災
行
政
無
線
事
業
の

再
編
整
備
に
係
る
経
費
を

負
担
し
ま
す
。

・地
域
防
災
計
画

改
訂
業
務
委
託
事
業

（
800
万
円
）

　

平
成
21
年
度
に
改
訂
し
た

「
地
域
防
災
計
画
」を
、現
状
に

照
ら
し
て
見
直
す
必
要
が

あ
る
た
め
、地
域
防
災
計
画
の

全
部
改
訂
を
行
い
ま
す
。

７
．「
時
代
に
応
じ
た

行
財
政
運
営
」

（
行
財
政
・
議
会
）

行
財
政
関
係

・第
９
次
行
政
改
革
大
綱
策
定

（
１
万
８
千
円
）

　
「
第
８
次
行
政
改
革
大
綱
」

の
実
施
期
間
が
令
和
６
年
度

で
終
了
す
る
に
あ
た
り
、時
代

の
変
化
に
対
応
し
た
行
財
政

運
営
を
実
現
す
る
た
め
、新
た
に

令
和
７
年
度
か
ら
開
始
す
る

「
第
９
次
行
政
改
革
大
綱
」を

策
定
し
ま
す
。

・行
政
デ
ジ
タ
ル
推
進
事
業

（
550
万
円
）

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
や
デ
ー
タ
を

活
用
し
て
、町
民
の
利
便
性
を

向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
や
Ａ
Ｉ
な
ど

の
活
用
に
よ
り
業
務
効
率
化

を
図
り
、行
政
サ
ー
ビ
ス
の

さ
ら
な
る
向
上
に
つ
な
げ
て

い
く
た
め
、Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

一般会計　33億 800万円
特別会計　13億1,016万7千円
公営企業会計　　  3億1,907万9千円 
総　　額　49億3,724万1千円 

新たな医療体制の確保と、更なる定住を進める予算

令和6年度の当初予算などを審議する「阿武町議会３月定例会（令和6年第１回定例会）」が2月28日から19日まで（21日間）
開かれ、議案23件と諮問１件、発議１件、全員協議会での報告３件について、それぞれ原案どおり可決または承認されました。

令和6年度 当初予算が成立
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１
．「
誇
り
と
活
力
あ
る

仕
事
づ
く
り
」

（
産
業
・
経
済
・
労
働
・
雇
用
・
働
き
方
）
　

農
業
関
係

・キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

モ
デ
ル
園
地
整
備
事
業

（
１
７
０
０
万
円
）

　

県
営
で
行
う
奈
古
の
圃
場

整
備
事
業
の
中
の「
キ
ウ
イ

フ
ル
ー
ツ
モ
デ
ル
園
地
」2.8
㏊

の
中
に
、果
樹
棚
0.9
㏊
を
整
備

す
る
ほ
か
、造
成
工
事
や
区
画

整
理
工
事
の
負
担
金
を
引
き

続
き
支
出
し
ま
す
。

・農
産
物
生
産
強
化
の
た
め
の

支
援
事
業

（
716
万
７
千
円
）

　

新
た
に
、農
事
組
合
法
人
に

対
し
て
、農
業
用
ド
ロ
ー
ン
の

導
入
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

畜
産
関
係

・特
産
無
角
和
牛
ブ
ラ
ン
ド
化

推
進
事
業

（
１
６
３
１
万
５
千
円
）

　

無
角
和
種
振
興
公
社
に

対
し
、活
動
費
の
補
助
を
行
う

と
と
も
に
、地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
、飼
養
管
理

や
販
売
促
進
な
ど
を
担
う
、

農
業
支
援
員
、集
落
支
援
員

の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

商
工
業
関
係

・Ａ
Ｂ
Ｕ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

パ
ー
ク
整
備
事
業

（
80
万
円
）

　

町
内
の
経
済
の
活
性
化
や

雇
用
促
進
、移
住
定
住
の
促

進
を
目
的
に
、木
与
防
災
事
業

の
残
土
を
活
用
し
て
、約
４
㏊

の
用
地
を
３
〜
４
区
画
程
度

の
ミ
ニ
工
業
団
地
に
造
成

す
る
も
の
で
、新
年
度
に
お
い
て

は
、用
地
取
得
を
行
う
ほ
か
、

企
業
誘
致
推
進
委
員
の
活
動

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、企
業

へ
の
セ
ー
ル
ス
活
動
も
積
極
的

に
展
開
し
ま
す
。

・企
業
求
人
サ
ポ
ー
ト
事
業

（
100
万
円
）

　

人
材
確
保
に
苦
慮
し
て

い
る
町
内
企
業
を
支
援
す
る

た
め
、求
人
イ
ベ
ン
ト
出
展

な
ど
に
係
る
経
費
の
補
助
を

行
い
ま
す
。

・エ
ネ
ル
ギ
ー・食
料
品
価
格
等

高
騰
対
策
商
品
券
事
業

（
１
８
８
６
万
９
千
円
）

　

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る

町
民
の
家
計
支
援
を
目
的
に
、

町
民
１
人
当
た
り
５
千
円
の

商
品
券
、ま
た
は
５
千
500
円
の

デ
ジ
タ
ル
商
品
券
の
交
付
を

行
い
ま
す
。

２
．「
個
が
尊
重
さ
れ
る

生
活
づ
く
り
」

（
福
祉
・
介
護
・
医
療
・
社
会
保
険
・

男
女
共
同
参
画
・
人
権
）

介
護
関
係

・介
護
職
員
等
研
修
受
講
料

助
成
事
業

（
69
万
５
千
円
）

　

不
足
し
て
い
る
介
護
従
事
者

に
対
し
、上
限
を
設
け
た
中

で
、「
研
修
講
座
」や「
資
格
取
得
」

の
経
費
の
全
額
補
助
し
ま
す
。

医
療
関
係

・（
仮
称
）あ
ぶ
診
療
所
等

複
合
施
設
整
備
事
業

（
３
５
８
０
万
４
千
円
）

　

医
師
の
確
保
や
施
設
の
整
備

に
向
け
た
診
療
科
目
設
定
や

設
備
な
ど
の
導
入
計
画
の
策
定

を
は
じ
め
、用
地
測
量
な
ど
も

平
行
し
て
実
施
し
ま
す
。

・高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
助
成
事
業

（
450
万
３
千
円
）

　

75
歳
以
上
の
方
の
無
料
化
、

65
歳
以
上
の
方
の
７
割
補
助

を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

・高
齢
者
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
助
成
事
業

（
666
万
４
千
円
）

　

65
歳
以
上
の
方
の
接
種
費
用

の
７
割
を
町
が
負
担
し
ま
す
。

・こ
ど
も
等
へ
の

任
意
予
防
接
種
助
成
事
業

（
31
万
９
千
円
）

　

高
校
生
ま
で
の
子
ど
も
や

妊
婦
の
方
を
対
象
に
、各
種

任
意
予
防
接
種
の
半
額
補
助
を

継
続
す
る
ほ
か
、新
た
に
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

も
半
額
を
助
成
し
ま
す
。

・帯
状
疱
疹
予
防
接
種
事
業

（
25
万
円
）

　

50
歳
以
上
の
方
の
接
種
費
用

の
半
額
補
助
を
継
続
す
る
ほ
か
、

新
年
度
か
ら
は
50
歳
未
満
の

方
で
も
医
師
が
必
要
と
認
め
た

場
合
は
対
象
と
す
る
よ
う
、

事
業
を
拡
充
し
ま
す
。

・脳
血
管
疾
患
予
防
事
業

（
310
万
４
千
円
）

　

町
の
健
康
課
題
で
あ
る

脳
血
管
疾
患
の
発
病
予
防
を

目
的
に
、新
た
に
、高
血
圧

学
会
や
大
阪
大
学
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
、高
血
圧
予
防
や

生
活
習
慣
病
予
防
に
取
り

組
み
、「
高
血
圧
ゼ
ロ
の
町
」を

め
ざ
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
関
係

・パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

宣
誓
制
度
支
援
事
業

（
４
万
円
）

　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
な
ど
の
性
的

少
数
者
の
カ
ッ
プ
ル
か
ら
、

「
宣
誓
・
届
出
書
」を
町
が
受
理

し
て
、「
証
明
書
」と
な
る
カ
ー
ド

を
交
付
す
る
こ
と
で
、カ
ッ
プ
ル

の
方
々
の
町
営
住
宅
の
入
居

制
限
の
緩
和
な
ど
、日
常
生
活

や
届
け
出
、手
続
き
な
ど
が

円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
支
援

し
ま
す
。

３
．「
人
が
集
ま
る

ま
ち
づ
く
り
」

（
観
光
・
住
宅
・
移
住
定
住
・

交
流
・
交
通
）

住
宅
関
係

・美
咲
第
５
分
譲
宅
地整

備
事
業

（
３
９
８
９
万
５
千
円
）

　

柳
橋
分
譲
宅
地
の
29
区
画

が
残
り
３
区
画
と
な
っ
た
の
で
、

引
き
続
き
分
譲
宅
地
に
よ
る

移
住
定
住
促
進
を
図
る
た
め
、

新
た
に
30
区
画
程
度
の
整
備

に
着
手
す
る
こ
と
と
し
、新
年
度

に
お
い
て
は
、測
量
設
計
や

用
地
取
得
な
ど
を
行
い
ま
す
。

交
通
関
係

・デ
マ
ン
ド
型
交
通
事
業

（
528
万
８
千
円
）

　

買
い
物
な
ど
へ
の
交
通
の

利
便
性
と
、心
と
体
の
健
康
を

守
る
外
出
機
会
の
確
保
の
た
め
、

町
内
３
地
区
で
、一
律
地
区
内

300
円
、地
区
外
500
円
で
運
行

し
て
い
る
デ
マ
ン
ド
型
交
通
に

つ
い
て
、宇
田
郷
の「
う
お
な

の
郷
」が
、今
年
３
月
で
閉
店

し
、地
区
内
に
商
店
が
ゼ
ロ
と

な
り
、高
齢
者
や
運
転
免
許
を

持
た
な
い
人
が
、「
買
い
物

難
民
」と
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、75
歳
以
上

の
高
齢
者
や
障
が
い
者
、妊
婦

な
ど
に
つ
い
て
、地
区
内
200
円

に
、地
区
外
300
円
に
減
額
す
る

よ
う
料
金
を
見
直
し
ま
す
。

４
．「
町
の
力
と
な
る

ひ
と
づ
く
り
」

（
保
育
・
学
校
教
育
・
社
会
教
育
・

協
働
・
住
民
自
治
）

学
校
教
育
関
係

・学
び
を
保
証
す
る

学
校
づ
く
り
事
業

（
155
万
１
千
円
）

　

不
登
校
の
小
中
学
生
の

居
場
所
づ
く
り
と
し
て
、阿
武

小
学
校
の
空
き
教
室
を
利
用

し
て「
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
、指
導
員
を
採
用

し
ま
す
。

・Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
員
サ
ポ
ー
ト
事
業

（
300
万
円
）

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

で
導
入
し
た
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
授
業

で
活
用
す
る
た
め
、教
員
に

機
器
や
ア
プ
リ
の
利
活
用
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

・部
活
動
の
地
域
移
行推

進
事
業

（
3９
万
２
千
円
）

　

部
活
動
の
地
域
移
行
を

円
滑
に
推
進
す
る
た
め
、教
師

に
代
わ
る
指
導
員
や
大
会

引
率
を
担
う
部
活
動
指
導
員

を
配
置
し
ま
す
。

住
民
自
治
関
係

・町
民
活
動
支
援
事
業（20

万
円
）

　

住
民
の
主
体
的
な
地
域

づ
く
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
課
題
の
解
決
や
活
性
化

を
図
り
、住
民
と
行
政
の
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

５
．「
未
来
に
つ
な
ぐ

環
境
づ
く
り
」

（
環
境
・土
地
・
社
会
基
盤
）

環
境
関
係

・省
エ
ネ
家
電
製
品
等導

入
事
業

（
１
０
０
０
万
円
）

　

省
エ
ネ
性
能
の
高
い
家
電

製
品
な
ど
へ
の
買
い
替
え

費
用
の
半
額
を
、５
万
円
を

上
限
と
し
て
補
助
し
ま
す
。

・大
型
ご
み 
い
つ
で
も
簡
単

予
約
受
付
事
業

（
18
万
７
千
円
）

　

大
型
ご
み
の
予
約
が
24
時
間

い
つ
で
も
で
き
る
よ
う
に
、

新
た
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る

予
約
受
付
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
ま
す
。

・野
良
猫
不
妊・去
勢
手
術
費

助
成
事
業

（
20
万
円
）

　

新
た
に
、飼
い
主
の
い
な
い

町
内
に
い
る
猫
の
不
妊
・
去
勢

手
術
に
係
る
費
用
を
、負
担

し
た
個
人
ま
た
は
団
体
に
対
し
、

一
定
の
要
件
を
付
し
て
、経
費
の

半
額
を
補
助
し
ま
す
。

社
会
基
盤
関
係

・災
害
予
防
小
規
模
治
山
事
業

（
840
万
円
）

　

町
民
の
安
全
を
守
る
た
め
、

新
た
に
奈
古
の
東
光
寺
地
区

で
、小
規
模
治
山
事
業
に
よ
る

山
腹
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

・歩
行
者
安
全
向
上

町
道
改
良
事
業

（
３
７
０
０
万
円
）

　

歩
行
者
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め「
町
道
汐
入
野
路
線
」や

「
町
道
釡
屋
片
線
」な
ど
の
道
路

改
良
や
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
の
設
置

な
ど
を
行
い
ま
す
。

６
．「
安
全
安
心
な

暮
ら
し
づ
く
り
」

（
交
通
安
全
・
防
犯
・
防
災
・

空
き
家
・
消
費
者
行
政
）

防
災
関
係

・全
国
消
防
操
法
大
会出

場
事
業

（
610
万
７
千
円
）

　

阿
武
町
消
防
団
奈
古
第
１

分
団
が
、10
月
に
宮
城
県
で

開
催
さ
れ
る
全
国
消
防
操
法

大
会
に
出
場
す
る
た
め
の

出
場
経
費
を
計
上
し
ま
す
。

・消
防
自
動
車
整
備
事
業

（
１
３
０
２
万
７
千
円
）

　

配
備
か
ら
30
年
が
経
過

し
て
い
る
奈
古
第
１
分
団
の

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車

の
更
新
を
行
い
ま
す
。

・山
口
県
防
災
行
政
無
線

再
整
備
事
業

（
１
５
８
９
万
８
千
円
）

　

災
害
時
に
お
け
る
防
災

機
関
と
の
通
信
体
制
を
確
保

す
る
た
め
、山
口
県
が
実
施

す
る
防
災
行
政
無
線
事
業
の

再
編
整
備
に
係
る
経
費
を

負
担
し
ま
す
。

・地
域
防
災
計
画

改
訂
業
務
委
託
事
業

（
800
万
円
）

　

平
成
21
年
度
に
改
訂
し
た

「
地
域
防
災
計
画
」を
、現
状
に

照
ら
し
て
見
直
す
必
要
が

あ
る
た
め
、地
域
防
災
計
画
の

全
部
改
訂
を
行
い
ま
す
。

７
．「
時
代
に
応
じ
た

行
財
政
運
営
」

（
行
財
政
・
議
会
）

行
財
政
関
係

・第
９
次
行
政
改
革
大
綱
策
定

（
１
万
８
千
円
）

　
「
第
８
次
行
政
改
革
大
綱
」

の
実
施
期
間
が
令
和
６
年
度

で
終
了
す
る
に
あ
た
り
、時
代

の
変
化
に
対
応
し
た
行
財
政

運
営
を
実
現
す
る
た
め
、新
た
に

令
和
７
年
度
か
ら
開
始
す
る

「
第
９
次
行
政
改
革
大
綱
」を

策
定
し
ま
す
。

・行
政
デ
ジ
タ
ル
推
進
事
業

（
550
万
円
）

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
や
デ
ー
タ
を

活
用
し
て
、町
民
の
利
便
性
を

向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
や
Ａ
Ｉ
な
ど

の
活
用
に
よ
り
業
務
効
率
化

を
図
り
、行
政
サ
ー
ビ
ス
の

さ
ら
な
る
向
上
に
つ
な
げ
て

い
く
た
め
、Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

民生費
21.5%
民生費
21.5%

総務費
16.6%
総務費
16.6%

農林
水産業費
13.4%

農林
水産業費
13.4%

土木費
10.0%
土木費
10.0%

消防費
9.9%
消防費
9.9%

公債費
7.4%
公債費
7.4%

衛生費
7.1%
衛生費
7.1%

教育費
6.5%
教育費
6.5%

諸支出金 1.2％
議会費 1.3％
商工費 6.5%

諸支出金 1.2％
議会費 1.3％
商工費 6.5%

予備費 0.3％
災害復旧費 0.2％
労働費 0.1%

予備費 0.3％
災害復旧費 0.2％
労働費 0.1%

地方
交付税
51.4%

地方
交付税
51.4%

町債
8.7%
町債
8.7%

国庫支出金
8.0%

国庫支出金
8.0%

町税
7.8%
町税
7.8%

県支出金
7.8%
県支出金
7.8%

繰越金
6.0％
繰越金
6.0％

分担金および負担金 0.4%
諸収入 1.3％

地方譲与税 1.4％　
地方消費税交付金 1.6％　　

使用料および手数料 1.7％　　　
繰入金 3.5％　　　　

分担金および負担金 0.4%
諸収入 1.3％

地方譲与税 1.4％　
地方消費税交付金 1.6％　　

使用料および手数料 1.7％　　　
繰入金 3.5％　　　　

財産収入 0.3％
法人事業税交付金 0.2％
地方特例交付金 0.2％
寄附金 0.2％
その他 0.1％

財産収入 0.3％
法人事業税交付金 0.2％
地方特例交付金 0.2％
寄附金 0.2％
その他 0.1％

令和６年度 一般会計  予算総額 33億800万円

歳出 歳入
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の
う
の　

ゆ
う
じ

あ
み
も
と　

な
る
ふ
み

議
案
審
議（
23
件
）

◆
阿
武
町
文
化
ホ
ー
ル

　
　
空
調
関
係
改
修
工
事
の

　
　
　
　
請
負
契
約
の
締
結

　

町
民
セ
ン
タ
ー
・
文
化
ホ
ー

ル
の
経
年
劣
化
に
よ
る
空
調

設
備
の
改
修
工
事
を
行
う
も

の
で
す
。

◆
阿
武
町
犯
罪
被
害
者
等

　
　
　
　
　
　
　
支
援
条
例

　

犯
罪
被
害
者
等
に
つ
い
て
は
、

犯
罪
に
よ
る
直
接
的
な
被
害

だ
け
で
な
く
、心
身
の
不
調
や

周
囲
の
配
慮
に
欠
け
る
言
動

等
に
よ
る
精
神
的
な
苦
痛
、経

済
的
な
損
失
な
ど
の
二
次
被

害
に
苦
し
む
こ
と
が
あ
る
た

め
、被
害
に
遭
わ
れ
た
方
が
少

し
で
も
早
く
平
穏
な
日
常
生

活
が
取
り
戻
せ
る
よ
う
、犯
罪

被
害
者
等
へ
の
支
援
に
関
す
る

施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、新
た
に

制
定
す
る
も
の
で
す
。

◆
町
長
等
の
損
害
賠
償
責
任
の

一
部
免
責
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
に
よ
り
、「
指
定
公

金
事
務
取
扱
者
制
度
規
定
が

新
設
さ
れ
た
た
め
、法
律
の
改

正
に
合
わ
せ
て
町
の
条
例
に
係

る
引
用
箇
所
の
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

◆
督
促
手
数
料
の
廃
止
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
に

関
す
る
条
例

　

督
促
に
係
る
事
務
や
経
費

の
負
担
及
び
町
民
の
不
利
益

等
を
解
消
す
る
た
め
、督
促
手

数
料
を
廃
止
す
る
こ
と
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
備
と
し
て
、

「
阿
武
町
税
条
例
」、「
阿
武
町

後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る

条
例
」、「
阿
武
町
介
護
保
険
条

例
」及
び「
阿
武
町
督
促
手
数

料
及
び
延
滞
金
徴
収
条
例
」の

一
部
改
正
を
そ
れ
ぞ
れ
行
う
も

の
で
す
。

　

な
お
、施
行
日
は
令
和
６
年

の
４
月
１
日
か
ら
で
、令
和
６

年
度
賦
課
分
か
ら
の
適
用
と

な
り
ま
す
。

◆
阿
武
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
「
地
方
公
共
団
体
の
手
数
料

の
標
準
に
関
す
る
政
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
」及
び「
地

方
公
共
団
体
の
手
数
料
の
標

準
に
関
す
る
政
令
に
規
定
す

る
総
務
省
で
定
め
る
金
額
等

を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
」が
、令
和
５
年
12

月
6
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
伴
い
、新
設
さ
れ
る

戸
籍
／
除
籍
の
電
子
証
明
書

を
提
供
す
る
た
め
の
識
別
符

号
の
発
行
に
係
る
手
数
料
の

新
規
追
加
、本
人
及
び
直
系
親

族
に
よ
る
広
域
交
付
請
求
に

関
す
る
規
定
の
追
加
な
ど
、戸

籍
法
の
一
部
改
正
の
規
定
を
踏

ま
え
た
所
要
の
規
定
整
備
を

行
う
も
の
で
す
。

◆
阿
武
町
定
住
促
進
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
推
進

と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、定
住
奨
励
金
に
係
る

Ｕ
タ
ー
ン
奨
励
金
、Ｉ
タ
ー
ン

奨
励
金
、就
業
支
度
金
、結
婚

祝
金
、出
産
祝
金
の
交
付
額
に

つ
い
て
、全
額
ま
た
は
一
部
を

そ
れ
ぞ
れ
町
が
発
行
す
る
デ
ジ

タ
ル
地
域
通
貨「
あ
ぶ
P
A
Y
」

で
支
払
う
た
め
の
改
正
で
す
。

◆
阿
武
町
移
住
体
験
滞
在
施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
「
福
賀
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
」の
完

成
に
伴
い
そ
の
物
件
を
移
住

体
験
滞
在
施
設
に
追
加
す
る

と
共
に
、家
賃
を
光
熱
水
費
別

の
月
額
2
万
円
か
ら
、光
熱
水

費
込
み
で
入
居
者
1
人
に
つ
き

1
日
500
円（
中
学
生
以
下
無
料
）

に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
阿
武
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
３
年
に
一
度
の
介
護
保
険
料

の
見
直
し
に
伴
う
保
険
料
の

改
定
及
び
、所
得
段
階
の
細
分

化
を
図
る
た
め
、こ
れ
ま
で
の

第
1
階
層
か
ら
第
9
階
層
を
、

第
1
階
層
か
ら
第
13
段
階
に

階
層
を
増
や
す
た
め
の
一
部
改

正
で
す
。

◆
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

奈
古
地
区
の
美
咲
第
５
分

譲
宅
地
整
備
事
業
の
用
地
と

し
て
、新
た
に
1
万
１
千
781
平

方
メ
ー
ト
ル
を
造
成
す
る
た
め

に
取
得
す
る
も
の
で
す
。

◆
山
口
県
市
町

　
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る

　
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
加

　
及
び
共
同
処
理
す
る
事
務
の

　
　
　
　
構
成
団
体
の
変
更

　
並
び
に　
こ
れ
に
伴
う

　
　
　
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

山
口
県
市
町
総
合
事
務
組

合
の
公
平
委
員
会
事
務
及
び
、

行
政
不
服
審
査
会
事
務
を
共

同
処
理
す
る
団
体
に「
萩
・
長

門
清
掃
一
部
事
務
組
合
」を
加

え
る
こ
と
に
伴
い
、構
成
団
体

の
変
更
及
び
規
約
の
変
更
に
つ

い
て
、地
方
自
治
法
の
規
定
に

よ
り
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
で
す
。

◆
阿
武
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の

任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

　
「
能
野 

祐
司
」教
育
委
員
会
教

育
長
か
ら
令
和
６
年
３
月
31

日
付
け
の
辞
職
願
い
が
提
出
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、後
任
の
教

育
長
と
し
て「
網
本 

徳
文
」氏
の

任
命
に
つ
い
て
の
同
意
を
お
願

い
す
る
も
の
で
す
。

　

任
期
は
現
教
育
長
の
令
和

7
年
９
月
30
日
ま
で
の
残
任

期
間
の
１
年
６
カ
月
と
な
り

ま
す
。

　

な
お
、網
本
氏
の
年
齢
は
61

歳
で
、奈
古
地
区
の
東
方
に
在

住
で
す
。

　

中
学
校
の
教
員
と
し
て
、近

隣
で
は
高
俣
中
学
校
や
む
つ
み

中
学
校
、大
井
中
学
校
で
の
勤

務
経
験
も
あ
る
ほ
か
、萩
市
や

宇
部
市
で
の
教
育
委
員
会
で

の
勤
務
を
経
て
、平
成
31
年
４

月
か
ら
昨
年
３
月
の
退
職
ま

で
の
４
年
間
は
萩
東
中
学
校

の
校
長
を
務
め
ま
し
た
。

　

こ
の
間
に
山
口
県
中
学
校

校
長
会
の
会
長
を
務
め
る
な

ど
、教
育
関
係
の
要
職
を
歴
任

し
て
い
ま
す
。

◆
令
和
６
年
度

　
７
つ
の
特
別
会
計
補
正
予
算

・国
民
健
康
保
険
事
業（
事
業
勘
定
）

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
回
） 

・国
民
健
康
保
険
事
業（
直
診
勘
定
）

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
回
）

・後
期
高
齢
者
医
療
事
業

　

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
回
）

・介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
３
回
）

・漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　

補
正
予
算（
第
３
回
）

　

主
に
精
算
見
込
み
に
よ
る

補
正
で
す
。

　

補
正
の
な
い
簡
水
と
農
集

を
加
え
た
７
つ
の
特
別
会
計
の

補
正
後
の
総
額
は
15
億
８
千

１４５
万
６
千
円
で
、合
計
878
万
５

千
円
の
減
額
で
す
。

◆
令
和
６
年
度

一
般
会
計 

当
初
予
算

　

総
額
は
33
億
８００
万
円

で
、対
前
年
度
比
１
憶
３
千
万

円（
4.１
％
）の
増
額
で
す
。

◆
令
和
６
年
度 

　
４
つ
の
特
別
会
計 

当
初
予
算

・国
民
健
康
保
険
事
業（
事
業
勘
定
）

・国
民
健
康
保
険
事
業（
直
診
勘
定
）

・後
期
高
齢
者
医
療
事
業

・介
護
保
険
事
業

　

総
額
は
13
億
１
千
16
万

７
千
円
で
、
対
前
年
度
比

420
万
９
千
円（
0.3
％
）の
減
額

で
す
。

　

主
な
減
額
要
因
は
、国
保
事

業
勘
定
に
お
け
る
県
の
算
定

に
よ
り
町
が
支
払
う
国
民
健

康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
減

額
、国
保
直
診
勘
定
に
お
け
る

医
師
の
退
職
、再
任
用
に
係
る

人
件
費
の
減
額
、介
護
保
険
事

業
に
お
け
る
各
種
介
護
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
保
険
給
付
費
の

減
額
な
ど
で
す
。

◆
令
和
６
年
度
阿
武
町
簡
易

水
道
事
業
会
計
予
算

　

令
和
６
年
度
か
ら
新
た
に
公

営
企
業
会
計
と
な
る
簡
易
水
道

事
業
会
計
の
予
定
額
に
つ
い
て

は
、簡
易
水
道
事
業
費
の
収
益

的
支
出
６
千
695
万
７
千
円
と
、

資
本
的
支
出
３
千
177
万
９
千
円

を
合
計
し
た
９
千
873
万
６
千
円

と
な
り
ま
す
。

◆
令
和
６
年
度
阿
武
町
集
落

排
水
事
業
会
計
予
算

　

集
落
排
水
事
業
会
計
に
お

い
て
は
、簡
水
と
同
じ
く
、新
た

に
公
営
企
業
会
計
と
な
る
こ

と
か
ら
、農
業
集
落
排
水
と
漁

業
集
落
排
水
を
一
つ
に
ま
と
め

た
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

集
落
排
水
事
業
会
計
の
予

定
額
に
つ
い
て
は
、集
落
排
水

事
業
費
用
の
収
益
的
支
出
１

億
４
千
525
万
１
千
円
と
、資
本

的
支
出
７
千
509
万
2
千
円
を

合
計
し
た
2
億
２
千
34
万
3

千
円
と
な
り
ま
す
。

　

２
つ
の
公
営
企
業
会
計
の

予
定
額
は
、３
億
１
千
907
万
９

千
円
で
、そ
れ
ぞ
れ
収
益
的
支

出
及
び
資
本
的
支
出
の
合
計

額
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、新
年
度
の
主
な
事
業

と
し
て
は
、簡
水
事
業
会
計
に

お
い
て
は
、老
朽
管
更
新
工
事

を
は
じ
め
、末
端
水
質
自
動
測

定
装
置
取
替
工
事
、水
質
異
常

通
報
装
置
取
替
工
事
な
ど
、集

排
事
業
会
計
に
お
い
て
は
、宇

田
漁
集
機
能
保
全
改
築
設
計

業
務
委
託
料
の
新
規
計
上
等

に
よ
る
も
の
で
す
。

発
議（
１
件
）

◆
阿
武
町
議
会
議
員
の
請
負
の

状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例

　

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り

規
制
さ
れ
て
い
た
議
員
個
人
と

町
と
の
請
負
契
約
が
、昨
今
の

地
方
議
会
議
員
の
な
り
手
不
足

に
対
応
す
る
た
め
、年
間
300
万

円
ま
で
除
外
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、議
員
が
請
負
の
金
額
や
概

要
な
ど
を
議
長
に
報
告
し
、当

該
報
告
の
内
容
を
議
長
が
公
表

す
る
こ
と
に
よ
り
、透
明
性
を

確
保
し
、議
会
運
営
の
公
平
及

び
事
務
の
執
行
の
適
正
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
制
定
す

る
も
の
で
す
。　　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
員
協
議
会 

報
告（
３
件
）

◆
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

❶
Ａ
Ｂ
Ｕ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
パ
ー
ク

造
成
工
事
測
量
設
計
業
務

【
２
３
５
４
万
円
】

（
㈱
タ
マ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ)

❷
町
道
土
線
測
量
設
計
業
務

【
１
２
７
６
万
円
】

（
㈱
タ
マ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
）

❸
阿
武
町
ト
ン
ネ
ル
点
検
業
務

【
726
万
円
】

（
サ
ン
ヨ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
㈱
）

❹
町
道
釡
屋
片
線
及
び　
　

町
道
片
線
測
量
設
計
業
務

【
616
万
円
】

（
㈲
阿
武
測
量
設
計
）

❺
鹿
島
大
橋
橋
梁
補
修
工
事

【
１
８
６
２
万
９
千
600
円
】

（
小
田
建
設
㈱
）

❻
尾
無
地
区
漁
業
集
落
排
水

処
理
施
設
機
能
保
全
改
築

基
本
詳
細
設
計
業
務

【
506
万
円
】

（
㈱
三
水
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

❼
阿
武
町
簡
易
水
道
上
東
郷

配
水
管
更
新
工
事

【
941
万
３
千
800
円
】

（
㈲
吉
岡
土
建
）

❽
奈
古
漁
港
機
能
保
全
計
画

調
査
業
務

【
１
８
８
９
万
８
千
円
】

（
復
建
調
査
設
計
㈱
）

❾
町
道
草
刈
労
力
軽
減
対
策

工
事（
奈
古
地
区
）

【
524
万
５
千
900
円
】

（
小
田
建
設
㈱
）

10
町
道
亀
山
十
王
堂
線
道
路

改
良
工
事

【
２
２
２
４
万
８
千
600
円
】

（
㈲
吉
岡
土
建
）

◆
㈲
ド
リ
ー
ム
フ
ァ
ー
ム

　
阿
武
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
の
規
定
に

よ
り
、町
が
出
資
費
率
50
％
以

上
の
出
資
法
人
で
あ
る「
㈲
ド

リ
ー
ム
フ
ァ
ー
ム
阿
武
」の
経

営
状
況
を
報
告
し
ま
し
た
。

◆
阿
武
町
Ｄ
Ｘ
推
進

　
　
　
基
本
方
針
に
つ
い
て

　

Ｄ
Ｘ
の
推
進
支
援
業
務
に
つ

い
て
は
、昨
年
の
７
月
に
公
募
型

の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り

広
く
公
募
し
た
結
果
、６
者
か

ら
応
募
が
あ
り
、８
月
２
日
に

職
員
10
人
の
審
査
員
に
対
し
て

各
社
か
ら
の
企
画
提
案
に
よ
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け

て
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、

最
高
点
で
あ
っ
た「
富
士
通

Japan

」と
契
約
し
、事
業
を
進

め
て
参
り
ま
し
た
の
で
そ
の
成

果
等
に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の

で
す
。

 

な
お
、令
和
６
年
度
に
お
い
て

は
、Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
て
い
く
た
め

の
体
制
の
整
備
や
ビ
ジ
ョ
ン
の

明
確
化
、デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
た
全
体
方
針
の
策
定
、

そ
し
て
、Ｄ
Ｘ
に
対
す
る
職
員
の

共
通
認
識
や
知
識
の
向
上
を
図

る
研
修
の
開
催
を
通
じ
た
土
台

づ
く
り
を
行
い
、令
和
７
年
度
に

推
進
計
画
の
策
定
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

阿
武
町
議
会

３
月
定
例
会

会
期
：
2
月
28
日
〜
19
日

5



議
案
審
議（
23
件
）

◆
阿
武
町
文
化
ホ
ー
ル

　
　
空
調
関
係
改
修
工
事
の

　
　
　
　
請
負
契
約
の
締
結

　

町
民
セ
ン
タ
ー
・
文
化
ホ
ー

ル
の
経
年
劣
化
に
よ
る
空
調

設
備
の
改
修
工
事
を
行
う
も

の
で
す
。

◆
阿
武
町
犯
罪
被
害
者
等

　
　
　
　
　
　
　
支
援
条
例

　

犯
罪
被
害
者
等
に
つ
い
て
は
、

犯
罪
に
よ
る
直
接
的
な
被
害

だ
け
で
な
く
、心
身
の
不
調
や

周
囲
の
配
慮
に
欠
け
る
言
動

等
に
よ
る
精
神
的
な
苦
痛
、経

済
的
な
損
失
な
ど
の
二
次
被

害
に
苦
し
む
こ
と
が
あ
る
た

め
、被
害
に
遭
わ
れ
た
方
が
少

し
で
も
早
く
平
穏
な
日
常
生

活
が
取
り
戻
せ
る
よ
う
、犯
罪

被
害
者
等
へ
の
支
援
に
関
す
る

施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、新
た
に

制
定
す
る
も
の
で
す
。

◆
町
長
等
の
損
害
賠
償
責
任
の

一
部
免
責
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
に
よ
り
、「
指
定
公

金
事
務
取
扱
者
制
度
規
定
が

新
設
さ
れ
た
た
め
、法
律
の
改

正
に
合
わ
せ
て
町
の
条
例
に
係

る
引
用
箇
所
の
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

◆
督
促
手
数
料
の
廃
止
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
に

関
す
る
条
例

　

督
促
に
係
る
事
務
や
経
費

の
負
担
及
び
町
民
の
不
利
益

等
を
解
消
す
る
た
め
、督
促
手

数
料
を
廃
止
す
る
こ
と
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
備
と
し
て
、

「
阿
武
町
税
条
例
」、「
阿
武
町

後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る

条
例
」、「
阿
武
町
介
護
保
険
条

例
」及
び「
阿
武
町
督
促
手
数

料
及
び
延
滞
金
徴
収
条
例
」の

一
部
改
正
を
そ
れ
ぞ
れ
行
う
も

の
で
す
。

　

な
お
、施
行
日
は
令
和
６
年

の
４
月
１
日
か
ら
で
、令
和
６

年
度
賦
課
分
か
ら
の
適
用
と

な
り
ま
す
。

◆
阿
武
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
「
地
方
公
共
団
体
の
手
数
料

の
標
準
に
関
す
る
政
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
」及
び「
地

方
公
共
団
体
の
手
数
料
の
標

準
に
関
す
る
政
令
に
規
定
す

る
総
務
省
で
定
め
る
金
額
等

を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
」が
、令
和
５
年
12

月
6
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
伴
い
、新
設
さ
れ
る

戸
籍
／
除
籍
の
電
子
証
明
書

を
提
供
す
る
た
め
の
識
別
符

号
の
発
行
に
係
る
手
数
料
の

新
規
追
加
、本
人
及
び
直
系
親

族
に
よ
る
広
域
交
付
請
求
に

関
す
る
規
定
の
追
加
な
ど
、戸

籍
法
の
一
部
改
正
の
規
定
を
踏

ま
え
た
所
要
の
規
定
整
備
を

行
う
も
の
で
す
。

◆
阿
武
町
定
住
促
進
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
推
進

と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、定
住
奨
励
金
に
係
る

Ｕ
タ
ー
ン
奨
励
金
、Ｉ
タ
ー
ン

奨
励
金
、就
業
支
度
金
、結
婚

祝
金
、出
産
祝
金
の
交
付
額
に

つ
い
て
、全
額
ま
た
は
一
部
を

そ
れ
ぞ
れ
町
が
発
行
す
る
デ
ジ

タ
ル
地
域
通
貨「
あ
ぶ
P
A
Y
」

で
支
払
う
た
め
の
改
正
で
す
。

◆
阿
武
町
移
住
体
験
滞
在
施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
「
福
賀
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
」の
完

成
に
伴
い
そ
の
物
件
を
移
住

体
験
滞
在
施
設
に
追
加
す
る

と
共
に
、家
賃
を
光
熱
水
費
別

の
月
額
2
万
円
か
ら
、光
熱
水

費
込
み
で
入
居
者
1
人
に
つ
き

1
日
500
円（
中
学
生
以
下
無
料
）

に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
阿
武
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
３
年
に
一
度
の
介
護
保
険
料

の
見
直
し
に
伴
う
保
険
料
の

改
定
及
び
、所
得
段
階
の
細
分

化
を
図
る
た
め
、こ
れ
ま
で
の

第
1
階
層
か
ら
第
9
階
層
を
、

第
1
階
層
か
ら
第
13
段
階
に

階
層
を
増
や
す
た
め
の
一
部
改

正
で
す
。

◆
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

奈
古
地
区
の
美
咲
第
５
分

譲
宅
地
整
備
事
業
の
用
地
と

し
て
、新
た
に
1
万
１
千
781
平

方
メ
ー
ト
ル
を
造
成
す
る
た
め

に
取
得
す
る
も
の
で
す
。

◆
山
口
県
市
町

　
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る

　
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
加

　
及
び
共
同
処
理
す
る
事
務
の

　
　
　
　
構
成
団
体
の
変
更

　
並
び
に　
こ
れ
に
伴
う

　
　
　
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

山
口
県
市
町
総
合
事
務
組

合
の
公
平
委
員
会
事
務
及
び
、

行
政
不
服
審
査
会
事
務
を
共

同
処
理
す
る
団
体
に「
萩
・
長

門
清
掃
一
部
事
務
組
合
」を
加

え
る
こ
と
に
伴
い
、構
成
団
体

の
変
更
及
び
規
約
の
変
更
に
つ

い
て
、地
方
自
治
法
の
規
定
に

よ
り
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
で
す
。

◆
阿
武
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の

任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

　
「
能
野 

祐
司
」教
育
委
員
会
教

育
長
か
ら
令
和
６
年
３
月
31

日
付
け
の
辞
職
願
い
が
提
出
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、後
任
の
教

育
長
と
し
て「
網
本 

徳
文
」氏
の

任
命
に
つ
い
て
の
同
意
を
お
願

い
す
る
も
の
で
す
。

　

任
期
は
現
教
育
長
の
令
和

7
年
９
月
30
日
ま
で
の
残
任

期
間
の
１
年
６
カ
月
と
な
り

ま
す
。

　

な
お
、網
本
氏
の
年
齢
は
61

歳
で
、奈
古
地
区
の
東
方
に
在

住
で
す
。

　

中
学
校
の
教
員
と
し
て
、近

隣
で
は
高
俣
中
学
校
や
む
つ
み

中
学
校
、大
井
中
学
校
で
の
勤

務
経
験
も
あ
る
ほ
か
、萩
市
や

宇
部
市
で
の
教
育
委
員
会
で

の
勤
務
を
経
て
、平
成
31
年
４

月
か
ら
昨
年
３
月
の
退
職
ま

で
の
４
年
間
は
萩
東
中
学
校

の
校
長
を
務
め
ま
し
た
。

　

こ
の
間
に
山
口
県
中
学
校

校
長
会
の
会
長
を
務
め
る
な

ど
、教
育
関
係
の
要
職
を
歴
任

し
て
い
ま
す
。

◆
令
和
６
年
度

　
７
つ
の
特
別
会
計
補
正
予
算

・国
民
健
康
保
険
事
業（
事
業
勘
定
）

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
回
） 

・国
民
健
康
保
険
事
業（
直
診
勘
定
）

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
回
）

・後
期
高
齢
者
医
療
事
業

　

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
回
）

・介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
３
回
）

・漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　

補
正
予
算（
第
３
回
）

　

主
に
精
算
見
込
み
に
よ
る

補
正
で
す
。

　

補
正
の
な
い
簡
水
と
農
集

を
加
え
た
７
つ
の
特
別
会
計
の

補
正
後
の
総
額
は
15
億
８
千

１４５
万
６
千
円
で
、合
計
878
万
５

千
円
の
減
額
で
す
。

◆
令
和
６
年
度

一
般
会
計 

当
初
予
算

　

総
額
は
33
億
８００
万
円

で
、対
前
年
度
比
１
憶
３
千
万

円（
4.１
％
）の
増
額
で
す
。

◆
令
和
６
年
度 

　
４
つ
の
特
別
会
計 

当
初
予
算

・国
民
健
康
保
険
事
業（
事
業
勘
定
）

・国
民
健
康
保
険
事
業（
直
診
勘
定
）

・後
期
高
齢
者
医
療
事
業

・介
護
保
険
事
業

　

総
額
は
13
億
１
千
16
万

７
千
円
で
、
対
前
年
度
比

420
万
９
千
円（
0.3
％
）の
減
額

で
す
。

　

主
な
減
額
要
因
は
、国
保
事

業
勘
定
に
お
け
る
県
の
算
定

に
よ
り
町
が
支
払
う
国
民
健

康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
減

額
、国
保
直
診
勘
定
に
お
け
る

医
師
の
退
職
、再
任
用
に
係
る

人
件
費
の
減
額
、介
護
保
険
事

業
に
お
け
る
各
種
介
護
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
保
険
給
付
費
の

減
額
な
ど
で
す
。

◆
令
和
６
年
度
阿
武
町
簡
易

水
道
事
業
会
計
予
算

　

令
和
６
年
度
か
ら
新
た
に
公

営
企
業
会
計
と
な
る
簡
易
水
道

事
業
会
計
の
予
定
額
に
つ
い
て

は
、簡
易
水
道
事
業
費
の
収
益

的
支
出
６
千
695
万
７
千
円
と
、

資
本
的
支
出
３
千
177
万
９
千
円

を
合
計
し
た
９
千
873
万
６
千
円

と
な
り
ま
す
。

◆
令
和
６
年
度
阿
武
町
集
落

排
水
事
業
会
計
予
算

　

集
落
排
水
事
業
会
計
に
お

い
て
は
、簡
水
と
同
じ
く
、新
た

に
公
営
企
業
会
計
と
な
る
こ

と
か
ら
、農
業
集
落
排
水
と
漁

業
集
落
排
水
を
一
つ
に
ま
と
め

た
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

集
落
排
水
事
業
会
計
の
予

定
額
に
つ
い
て
は
、集
落
排
水

事
業
費
用
の
収
益
的
支
出
１

億
４
千
525
万
１
千
円
と
、資
本

的
支
出
７
千
509
万
2
千
円
を

合
計
し
た
2
億
２
千
34
万
3

千
円
と
な
り
ま
す
。

　

２
つ
の
公
営
企
業
会
計
の

予
定
額
は
、３
億
１
千
907
万
９

千
円
で
、そ
れ
ぞ
れ
収
益
的
支

出
及
び
資
本
的
支
出
の
合
計

額
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、新
年
度
の
主
な
事
業

と
し
て
は
、簡
水
事
業
会
計
に

お
い
て
は
、老
朽
管
更
新
工
事

を
は
じ
め
、末
端
水
質
自
動
測

定
装
置
取
替
工
事
、水
質
異
常

通
報
装
置
取
替
工
事
な
ど
、集

排
事
業
会
計
に
お
い
て
は
、宇

田
漁
集
機
能
保
全
改
築
設
計

業
務
委
託
料
の
新
規
計
上
等

に
よ
る
も
の
で
す
。

発
議（
１
件
）

◆
阿
武
町
議
会
議
員
の
請
負
の

状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例

　

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り

規
制
さ
れ
て
い
た
議
員
個
人
と

町
と
の
請
負
契
約
が
、昨
今
の

地
方
議
会
議
員
の
な
り
手
不
足

に
対
応
す
る
た
め
、年
間
300
万

円
ま
で
除
外
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、議
員
が
請
負
の
金
額
や
概

要
な
ど
を
議
長
に
報
告
し
、当

該
報
告
の
内
容
を
議
長
が
公
表

す
る
こ
と
に
よ
り
、透
明
性
を

確
保
し
、議
会
運
営
の
公
平
及

び
事
務
の
執
行
の
適
正
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
制
定
す

る
も
の
で
す
。　　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
員
協
議
会 

報
告（
３
件
）

◆
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

❶
Ａ
Ｂ
Ｕ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
パ
ー
ク

造
成
工
事
測
量
設
計
業
務

【
２
３
５
４
万
円
】

（
㈱
タ
マ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ)

❷
町
道
土
線
測
量
設
計
業
務

【
１
２
７
６
万
円
】

（
㈱
タ
マ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
）

❸
阿
武
町
ト
ン
ネ
ル
点
検
業
務

【
726
万
円
】

（
サ
ン
ヨ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
㈱
）

❹
町
道
釡
屋
片
線
及
び　
　

町
道
片
線
測
量
設
計
業
務

【
616
万
円
】

（
㈲
阿
武
測
量
設
計
）

❺
鹿
島
大
橋
橋
梁
補
修
工
事

【
１
８
６
２
万
９
千
600
円
】

（
小
田
建
設
㈱
）

❻
尾
無
地
区
漁
業
集
落
排
水

処
理
施
設
機
能
保
全
改
築

基
本
詳
細
設
計
業
務

【
506
万
円
】

（
㈱
三
水
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

❼
阿
武
町
簡
易
水
道
上
東
郷

配
水
管
更
新
工
事

【
941
万
３
千
800
円
】

（
㈲
吉
岡
土
建
）

❽
奈
古
漁
港
機
能
保
全
計
画

調
査
業
務

【
１
８
８
９
万
８
千
円
】

（
復
建
調
査
設
計
㈱
）

❾
町
道
草
刈
労
力
軽
減
対
策

工
事（
奈
古
地
区
）

【
524
万
５
千
900
円
】

（
小
田
建
設
㈱
）

10
町
道
亀
山
十
王
堂
線
道
路

改
良
工
事

【
２
２
２
４
万
８
千
600
円
】

（
㈲
吉
岡
土
建
）

◆
㈲
ド
リ
ー
ム
フ
ァ
ー
ム

　
阿
武
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
の
規
定
に

よ
り
、町
が
出
資
費
率
50
％
以

上
の
出
資
法
人
で
あ
る「
㈲
ド

リ
ー
ム
フ
ァ
ー
ム
阿
武
」の
経

営
状
況
を
報
告
し
ま
し
た
。

◆
阿
武
町
Ｄ
Ｘ
推
進

　
　
　
基
本
方
針
に
つ
い
て

　

Ｄ
Ｘ
の
推
進
支
援
業
務
に
つ

い
て
は
、昨
年
の
７
月
に
公
募
型

の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り

広
く
公
募
し
た
結
果
、６
者
か

ら
応
募
が
あ
り
、８
月
２
日
に

職
員
10
人
の
審
査
員
に
対
し
て

各
社
か
ら
の
企
画
提
案
に
よ
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け

て
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、

最
高
点
で
あ
っ
た「
富
士
通

Japan

」と
契
約
し
、事
業
を
進

め
て
参
り
ま
し
た
の
で
そ
の
成

果
等
に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の

で
す
。

 

な
お
、令
和
６
年
度
に
お
い
て

は
、Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
て
い
く
た
め

の
体
制
の
整
備
や
ビ
ジ
ョ
ン
の

明
確
化
、デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
た
全
体
方
針
の
策
定
、

そ
し
て
、Ｄ
Ｘ
に
対
す
る
職
員
の

共
通
認
識
や
知
識
の
向
上
を
図

る
研
修
の
開
催
を
通
じ
た
土
台

づ
く
り
を
行
い
、令
和
７
年
度
に

推
進
計
画
の
策
定
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

区 分

一般会計
特別会計
国保（事業勘定）
国保（直診勘定）
後期高齢
介護保険
企業公会計

簡易水道・集落排水
合　計

増減率
4.1%

▲15.5%
3.6%

▲26.2%
13.7%
▲3.4%

35.2%

11.49%

令和６年度
当初予算額
    33億800万円

13億1,016万7千円 
5億6,929万3千円 

3,900万円
9,280万3千円 

      6億906万6千円
　   

3億1,907万9千円 

49億3,724万1千円 

構成比
67.0%
26.5%
11.5%
0.8%
1.9%
12.3%

6.5%

100.0%

前年度との比較
増減額
1億3,000万円

▲ 5,334万2千円
1,986万9千円
▲ 1,386万円
1,117万6千円

▲ 2,139万4千円

8,308万2千円

2億886万8千円

令和６年度 会計別予算状況通園バスが
リニューアル！

福賀の通園バス
(にこにこ号）

ナンバー   
2525

宇田郷の通園バス
(よいこ号）

ナンバー   
415

6



局
部
長
町

局
部
会
員
委
育
教

かわい　ゆうすけ あきお　 こうき

さいとうれん

たかむら　なつみ

 

（兼）

   

（兼）

  

 

  

（兼）

（併）
（併）

 

  

（兼）

  

             

 
         

 
                  

 （併）
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（併）

 

川合  雄介（32）　　  　　秋尾  航喜（28）　　　    　高村  夏未（23）
いらご　もとい

五十子  基（30）　　　　　斎藤  連（18）

 

（兼）

31

 

（兼）

萩市出身。土木建築課に配属になりました。
安全な町でありつづけるために、インフラ施設の維持管理に貢献していきたいと思います。　　　　　　 《秋尾 航喜》 

令 和６年 度  新 規 採 用 職 員

これから
よろしく お願いいたします！

山口市出身。前職は自動車の会社で
営業をしておりました。前職で培った
フットワークの軽さを活かして地域と
密接に関わり、頑張っていこうと思い
ます。　　　　　　　　 《川合 雄介》
東京都出身。山や自然が好きで、自然
の中で暮らす町を愛していけるような
職員をめざしていきたいと思います。

《五十子 基》

奈古東方出身。生まれ育った町で働けることをとても嬉しく思います。
皆様から信頼される職員になれるように頑張りますのでよろしくお願いいたします。　　　　　　　　　      《斎藤 連》
福賀金社出身。保育士としてこれから楽しく明るく子どもたちと関わっていけるよう
努力していきますのでよろしくお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    《高村 夏未》
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︿
戸
籍
税
務
課
課
長
補
佐
﹀
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一
般
質
問  

第
１
回
定
例
会    

３
月
13
日

QQAA

QQAA

イチハ

　

 

阿
武
町
の
震
災
時
の

対
応
に
つ
い
て

　

 

能
登
半
島
地
震
の
際
は

迅
速
な
対
応
が
で
き
た

問　
先
般
の
能
登
半
島
地
震
で
は

津
波
も
発
生
し
、甚
大
な
被
害
と

な
っ
た
。

　

町
で
想
定
す
る
最
大
の
津
波
の

高
さ
は
、ど
の
く
ら
い
か
。

　

Ａ
Ｂ
Ｕ
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド

の
避
難
対
応
は
、万
全
か
。

町
長　
県
が
示
す
さ
ま
ざ
ま
な

想
定
に
よ
る
と
阿
武
町
に
お
け
る

最
大
の
津
波
想
定
は
3.0
ｍ
で
、

到
達
ま
で
の
時
間
は
、最
短
44
分

と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、津
波
発
生
時
の
避
難
場

所
は
、役
場
本
庁
や
拠
点
施
設
を

11
箇
所
、決
め
て
い
る
。

　

Ａ
Ｂ
Ｕ
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド

で
は
、毎
年
、研
修
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
能
登
半
島
地
震
の
際
も

指
示
を
出
し
た
が
、社
員
間
で

研
修
通
り
の
動
き
が
で
き
て
い
た
。

問　
町
内
の
公
共
施
設
は
、全
て

耐
震
補
強
が
さ
れ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
が
、本
庁
周
辺
の

道
路
が
寸
断
さ
れ
る
こ
と
も
想
像

で
き
る
。仮
庁
舎
な
ど
の
考
え
は

あ
る
の
か
。

町
長　
想
定
外
の
事
態
で
本
庁
舎

が
使
え
な
く
な
っ
て
も
、各
支
所

の
施
設
で
対
応
可
能
。

　

住
民
票
や
、各
種
証
明
書
の

発
行
な
ど
も
対
応
で
き
る
。

　

ま
た
、最
悪
の
想
定
で
も
、重
要

な
デ
ー
タ
は
、４
市
１
町
の
共
同

で
ク
ラ
ウ
ド
化
し
て
お
り
、広
島

の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
保
存

さ
れ
て
い
る
の
で
周
南
、柳
井
、光
、

下
松
の
い
ず
れ
か
の
市
に
行
け
ば

対
応
可
能
で
あ
る
。

問　
津
波
の
情
報
は
、漁
業
者
や

釣
り
人
に
と
っ
て
迅
速
な
情
報

伝
達
が
必
須
と
な
る
。漁
協
や
港
、

海
岸
と
い
っ
た
局
所
的
な
対
応
を

ど
う
す
る
か
。

町
長　
迅
速
な
情
報
提
供
が

肝
要
で
あ
る
。

　

土
、筒
尾
、宇
久
、尾
無
の
海
岸
部

に
は
、平
成
30
年
度
か
ら
４
年
間

で
、屋
外
拡
声
器
を
増
設
し
た
。

　

ま
た
、デ
ジ
タ
ル
式
の
行
政
無
線

な
の
で
１
世
帯
だ
け
の
放
送
も

可
能
だ
が
、生
命
財
産
に
関
す
る

重
要
な
情
報
で
あ
り
、共
有
す
る

目
的
で
一
斉
放
送
と
し
て
い
る
。

問　
令
和
３
年
度
に「
阿
武
町

国
土
強
靱
化
地
域
計
画
」が
あ
り
、

防
災
計
画
も
書
か
れ
て
い
る
が
、

「
阿
武
町
地
域
防
災
計
画
」は
、

東
日
本
大
震
災
以
前
の
も
の
で

あ
る
。

　

ま
た
、毎
年
３
地
区
持
ち
回
り

で「
阿
武
町
総
合
防
災
訓
練
」を

し
て
い
る
が
、若
干
マ
ン
ネ
リ
化
を

感
じ
る
。

　

以
前「
地
域
ぐ
る
み
の
防
災

キ
ャ
ン
プ
」と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を

経
験
し
た
が
、防
災
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
ゲ
ー
ム
感
覚
で
体
験
し
、

楽
し
く
防
災
を
体
験
で
き
た
の
で
、

ぜ
ひ
取
り
入
れ
て
欲
し
い
。

町
長　
地
域
防
災
計
画
と
国
土

強
靭
化
計
画
は
、内
容
は
似
通
っ
て

い
る
が
、全
く
別
の
計
画
。

　

互
い
に
連
携
し
、整
合
性
を
図
り
、

合
理
的
な
強
靭
化
を
進
め
る
意
味

で
、令
和
６
年
度
よ
り
、防
災
計
画

の
全
面
改
正
に
着
手
す
る
。

　

防
災
訓
練
は
、繰
り
返
し
て

習
慣
化
す
る
こ
と
が
、何
よ
り

大
切
で
あ
る
。新
た
な
試
み
も

考
え
た
い
。

問　
備
蓄
品
は
、ど
ん
な
物
を

所
持
し
て
い
る
か
。

　

町
だ
け
で
は
、自
ず
と
限
界
が

あ
る
。自
治
体
相
互
の
連
携
体
制

を
問
う
。

町
長　
３
地
区
の
指
定
避
難
所
に

そ
れ
ぞ
れ
多
目
的
テ
ン
ト
を
10
張
、

折
り
た
た
み
式
簡
易
ベ
ッ
ド
20
台

を
配
備
し
て
い
る
。

　

簡
易
ベ
ッ
ド
は
、椅
子
代
わ
り

に
も
な
り
、利
用
者
か
ら
も
好
評

で
あ
っ
た
。

　

食
料
は
、水
500
㎖
540
本
、パ
ン

200
個
、白
ご
飯
や
五
目
ご
飯
な
ど

の
ア
ル
フ
ァ
米
を
83
食
、豚
汁

120
食
を
備
蓄
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、非
常
用
ト
イ
レ

３
台
、発
電
機
４
台
、毛
布
285
枚
に

加
え
、オ
ム
ツ
、下
着
、生
理
用
品
、

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
備
品
な
ど
を

備
蓄
し
て
い
る
。

　

ま
た
、県
お
よ
び
市
町
相
互
間

の
災
害
時
応
援
協
定
、民
間
の

数
十
社
に
及
ぶ
事
業
者
な
ど
と

協
定
を
締
結
し
、水
や
食
糧
の

確
保
を
含
め
て
、連
携
体
制
を

図
っ
て
い
る
。

問　
能
登
半
島
地
震
の
際
の
、

輪
島
市
朝
市
通
り
の
事
例
を
参
考

に
、密
集
し
た
家
屋
、狭
い
路
地
の

火
災
、災
害
時
の
対
策
が
必
要
。

　

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
た
本
気

の
ま
ち
づ
く
り
が
必
須
だ
が
、

町
長
の
考
え
は
。

町
長　
将
来
を
見
据
え
る
と
、

避
け
て
は
通
れ
な
い
課
題
で
あ
る
。

常
に
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、可
能

な
時
期
が
く
れ
ば
実
現
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

マツダ氏

　

 

阿
武
町
の
婚
活
支
援
は

　

 

民
間
と
も
連
携
し

　

 

気
軽
に
参
加
で
き
る

場
づ
く
り
に
努
め
る

問　
独
身
者
へ
の
婚
活
支
援
に

つ
い
て
、都
道
府
県
単
位
で
は

婚
活
支
援
に
Ａ
Ｉ
を
使
っ
た

マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
、新
た
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
が
、町
で
も

婚
活
支
援
に
つ
い
て
取
り
組
み
を

行
わ
な
い
の
か
。

町
長　
以
前
、第
一
次
産
業
の

後
継
者
問
題
な
ど
を
受
け
、萩
市

の
ホ
テ
ル
な
ど
を
活
用
し
、未
婚

の
女
性
と
の
交
流
の
場
を
設
け
る

な
ど
、イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
が
、

実
績
は
低
か
っ
た
。

　

人
口
の
少
な
い
町
で
、個
人
の

デ
リ
ケ
ー
ト
な
部
分
に
行
政
が

深
く
関
わ
る
の
は
難
し
い
。

　

た
だ
、「
山
口
県
結
婚
応
縁

セ
ン
タ
ー
」で
は
、令
和
４
年
度
か

ら
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
運
用
も

始
ま
り
、結
婚
に
至
っ
た
数
も

こ
の
２
月
末
で
既
に
222
組
あ
る
。

　

婚
活
サ
イ
ト
や
、ア
プ
リ
な
ど
に

つ
い
て
、仕
組
み
な
ど
知
ら
な
い
方

に
対
し
て
も
、広
報
紙
な
ど
で

し
っ
か
り
周
知
し
て
い
き
た
い
。

問　
２
年
前
に
オ
ー
プ
ン
し
た

Ａ
Ｂ
Ｕ
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド
へ
の

婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
や
各
種

婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
考
え

て
は
い
な
い
の
か
。

町
長　
過
去
に
町
が
行
っ
た
婚
活

イ
ベ
ン
ト
で
の
経
験
か
ら
、本
当
に

来
て
い
た
だ
き
た
い
方
に
は
、

な
か
な
か
参
加
し
て
い
た
だ
け

な
い
の
が
、ジ
レ
ン
マ
と
し
て
あ
る
。

　

か
つ
て
は
、町
内
各
地
で
青
年
団

活
動
な
ど
が
活
発
に
行
わ
れ
、

そ
れ
が
出
会
い
の
場
で
も
あ
っ
た

が
、人
口
減
少
や
時
代
の
変
化
と

と
も
に
、活
動
も
衰
退
、青
年
団
も

解
散
と
な
っ
た
。

　

結
婚
と
い
う
、特
に
、個
人
情
報

や
心
の
内
面
に
迫
る
上
、も
し
か

し
た
ら
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
で
な
い

こ
と
も
想
定
さ
れ
る
デ
リ
ケ
ー
ト

な
こ
と
を
、住
民
に
最
も
身
近
で
、

顔
の
見
え
る
自
治
体
が
、し
か
も

単
独
で
関
わ
る
の
は
、な
か
な
か

難
し
い
と
考
え
る
。

　

た
だ
、３
月
15
日
に
、Ａ
Ｂ
Ｕ

キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
サ
ン
バ
シ

カ
フ
ェ
で
、「
ま
ち
の
縁
側
交
流
会
」

と
題
し
て
、ま
ち
づ
く
り
に
関
心

の
あ
る
人
た
ち
に
集
ま
っ
て

い
た
だ
き
、も
ち
ろ
ん
、若
い
人

に
も
呼
び
か
け
を
し
、あ
る
種
の

異
業
種
交
流
会
の
よ
う
な
も
の
を

開
催
予
定
。　

　

婚
活
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
い
が
、

「
ま
ち
の
縁
側
施
設
」と
し
て
、

交
流
促
進
の
場
と
し
て
も
活
用

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
整
備
し
た

わ
け
で
あ
り
、今
後
は
、さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
を
、民
間
と
一
体
と

な
っ
て
企
画
し
、引
き
続
き
、場
の

提
供
や
、気
軽
に
参
加
で
き
る
場

づ
く
り
に
努
め
た
い
。

カミムラ

　

 

阿
武
町
版総合

戦
略
に
つ
い
て

　

 「
若
年
女
性
人
口
」を

引
き
込
む
た
め

　

  

引
き
続
き

子
育
て
世
帯
を
支
援

問　
「
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会

の
構
築
」を
め
ざ
す
５
ヶ
年
の

第
２
次
阿
武
町
版
総
合
戦
略
が

最
終
年
を
迎
え
る
。

　
「
選
ば
れ
る
町
を
つ
く
る
」た
め

の
第
１
次
総
合
戦
略
か
ら
、10
年

が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

町
長
は
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て

い
る
の
か
。

町
長　
特
に
、子
育
て
支
援
、定
住

支
援
に
力
を
い
れ
た
こ
と
で
、

転
入
超
過
に
よ
る
社
会
増
や

出
生
数
の
回
復
に
つ
な
が
っ
た
。

　

ま
た
、道
の
駅
阿
武
町
を
中
心

と
し
た
施
設
整
備
は
町
の
新
た
な

魅
力
増
進
に
つ
な
が
り
、地
域
内

経
済
循
環
や
交
流
人
口
・
関
係

人
口
の
増
加
に
寄
与
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
種
を
蒔
い
て
き
た

さ
ま
ざ
ま
な
地
方
創
生
の
各
種

事
業
が
育
っ
て
き
た
と
、一
定
の

手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

問　
新
た
に
策
定
す
る
第
３
次

総
合
戦
略
に
お
い
て
、ど
の
よ
う
な

項
目
、ど
の
よ
う
な
人
々
に
焦
点

を
当
て
て
い
く
の
か
。

町
長　
「
阿
武
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
推
計
で
は
２
０
3
０
年
の
人
口

が
２
千
300
人
程
度
に
な
る
。

　

人
口
減
少
の
基
調
は
今
後
も

続
き
、地
域
づ
く
り
の
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
が
こ
れ
ま
で
ど
お
り
に

機
能
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
る
。

　

人
口
減
少
の
な
か
で
あ
っ
て
も
、

こ
の
町
で
現
に
暮
ら
し
て
い
る
人

が「
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
」「
充
実
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
」を
め
ざ
し
、人
口

維
持
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る

「
若
年
女
性
」へ
の
有
効
な
施
策
を

引
き
続
き
講
じ
る
と
と
も
に
、

町
民
が
主
体
と
な
る
参
加
型
の

町
民
活
動
へ
の
支
援
も
行
う
。

イケダ氏

　

 

体
育
館
の

エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て

　

 

必
要
が
あ
れ
ば

大
型
扇
風
機
を
追
加
す
る

問　
町
立
校
で
は
昨
年
度
よ
り

夏
休
み
期
間
を
短
縮
し
て
の
授
業

と
な
っ
た
。

　

経
緯
と
し
て
保
護
者
に
対
し
て

授
業
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
増
加
し
た

が
無
理
な
く
授
業
日
数
を
確
保

す
る
た
め
、ま
た
環
境
的
な
部
分

で
は
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
が
設
置

さ
れ
て
い
る
か
ら
と
説
明
さ
れ
た
。

　

た
し
か
に
教
室
で
の
授
業
環
境

は
、配
慮
さ
れ
て
い
る
が
、体
育
館

へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は
さ
れ
て

い
な
い
。

　

学
校
で
は
教
職
員
の
方
は
児
童

生
徒
の
体
調
に
気
を
遣
い
授
業
を

行
っ
て
い
る
。

　

特
に
体
育
の
授
業
は
、授
業
内

容
に
加
え
て
休
憩
時
間
や
水
分
補

給
に
気
遣
っ
て
い
る
。

　

体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
設
置
で

健
康
リ
ス
ク
を
低
減
で
き
、授
業

効
率
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
る
。

　

体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は

学
校
施
設
内
の
環
境
整
備
や
児
童

生
徒
の
健
康
や
安
全
を
推
進
す
る

た
め
、文
科
省
か
ら
も
助
成
が

実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

阿
武
町
は
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン

設
置
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
は
過
去
に
検
討
し
た
経
緯

が
あ
る
の
か
問
う
。

教
育
長　
現
在
、阿
武
町
の
学
校

に
お
い
て
は
、普
通
教
室
を
中
心

に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
、体
育
館

で
は
大
型
扇
風
機
を
配
置
し
、

熱
中
症
指
数
計
測
器
で
児
童
生
徒

の
活
動
場
所
の
指
数
を
測
定
し
、

状
況
に
応
じ
、活
動
を
制
限
し
た
り

中
止
し
た
り
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
は
、細
か
な
休
憩
と

水
分
補
給
の
時
間
の
確
保
、屋
外

で
の
帽
子
の
着
用
の
推
進
な
ど
、

多
方
面
に
わ
た
っ
て
細
心
の
注
意

を
払
い
熱
中
症
予
防
に
努
め
て

い
る
。

　

文
部
科
学
省
で
は
学
校
の

熱
中
症
対
策
の
一
環
と
し
て
、

学
校
の
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
な
ど

の
冷
房
設
備
の
設
置
に
つ
い
て

推
進
し
て
い
る
。

　

ま
た
、冷
房
設
備
設
置
や
そ
の

た
め
の
体
育
館
改
修
工
事
に
係
る

経
費
に
対
し
て
も
、国
か
ら
の

補
助
が
あ
り
、補
助
率
は
、令
和

４
年
度
ま
で
の
1/3
か
ら
、令
和

５
年
度
か
ら
７
年
度
ま
で
の
期
間

は
対
象
工
事
費
７
０
０
０
万
円
を

上
限
に
、1/2
に
引
き
上
げ
ら
れ
て

い
る
。

　

な
お
、学
校
の
体
育
館
の
多
く

は
断
熱
性
能
が
確
保
さ
れ
て

お
ら
ず
、体
育
館
と
い
う
広
い

空
間
で
は
冷
暖
房
効
率
が
悪
く
、

文
部
科
学
省
で
は
、体
育
館
本
体

の
建
替
え
や
全
面
的
な
改
修
工
事

の
際
に
断
熱
性
能
を
高
め
、そ
の

上
で
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

補
助
の
要
件
と
し
て
も
、体
育
館

に
断
熱
性
が
あ
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
、そ
の
た
め
、補
助
が
あ
っ
た

と
し
て
も
か
な
り
の
額
の
負
担
が

必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
、

山
口
県
内
の
設
置
率
は
、令
和

４
年
度
の
調
査
で
は
1.1
％
に

留
ま
っ
て
い
る
。全
て
の
学
校
の

体
育
館
に
設
置
し
て
い
る
市
町
は

な
く
、一
部
の
体
育
館
に
設
置
し
て

い
る
の
が
、基
地
関
連
交
付
金
の

あ
る
和
木
町
と
周
防
大
島
町
、

こ
れ
に
田
布
施
町
を
加
え
た
３
町

の
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、学
校
の

各
教
室
な
ど
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

を
す
る
に
あ
た
っ
て
、体
育
館
を

含
め
て
設
置
個
所
の
検
討
を
し
た

が
、そ
の
結
果
、校
舎
内
で
児
童

生
徒
が
過
ご
す
時
間
が
長
い
、

ま
た
は
使
用
頻
度
の
高
い
普
通

教
室
や
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
な
ど
を

優
先
的
に
設
置
し
て
き
た
。

　

現
在
、体
育
館
に
つ
い
て
は
、

大
規
模
な
改
修
が
必
要
に
な
る

こ
と
や
、設
置
後
に
は
電
気

使
用
料
や
維
持
管
理
費
に
つ
い
て

も
高
額
に
な
る
の
で
、設
置
は

見
送
っ
て
い
る
。

　

必
要
が
あ
れ
ば
、大
型
扇
風
機

を
追
加
す
る
こ
と
で
対
応
す
る
。

ヨネツ氏

　

  

防
災
や
災
害
時
の

町
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て

　

 

町
と
し
て
も
備
え
る
が

　

 

町
民一人
ひ
と
り
が

身
を
守
る
た
め
の
備
え
を

問　
「
阿
武
町
地
域
防
災
計
画
」に

よ
る
と
、避
難
場
所
は
、全
域
で

６
ヶ
所
、福
祉
避
難
所
は
４
ヶ
所

と
な
っ
て
お
り
、収
容
人
数
は

４
千
718
人
で
、１
人
当
た
り
２
㎡

の
計
算
だ
が
、こ
の
場
合
、荷
物

ス
ペ
ー
ス
は
あ
る
の
か
。

　

ま
た
、炊
き
出
し
は
３
ヶ
所
で

行
う
と
な
っ
て
い
る
が
、改
定
で

増
や
す
の
か
。

　

ま
た
、炊
き
出
し
施
設
が
使
用

不
能
と
な
っ
た
場
合
の
手
立
て
は

あ
る
の
か
。

　

避
難
所
の
設
置
基
準
は「
土
砂

災
害
や
浸
水
の
な
い
と
こ
ろ
」と

あ
る
が
、奈
古
地
区
の
避
難
所
に

浸
水
の
恐
れ
は
な
い
の
か
。

　

大
雨
の
時
に
郷
川
が
氾
濫
し
た

場
合
の
影
響
は
、ど
の
く
ら
い

な
の
か
。

町
長　
避
難
所
の
人
数
は
最
大

収
容
人
数
で
あ
り
、実
際
に
は
各

避
難
所
で
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
。

　

炊
き
出
し
箇
所
に
つ
い
て
は
、

一
斉
に
使
用
不
能
に
な
る
と
は

考
え
て
い
な
い
。

　

万
が
一
の
時
も
、各
地
区
の

福
祉
施
設
・
公
民
分
館
・
道
の
駅

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
使
用
で
対
応

可
能
と
考
え
て
い
る
。

　

県
が
公
表
し
た
津
波
の
被
害

想
定
で
は
、奈
古
漁
港
で
３
ｍ
で

あ
り
、町
民
セ
ン
タ
ー
の
海
抜
が

6.4
ｍ
、ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
が
13
ｍ

で
あ
り
、高
台
な
ど
へ
の
避
難
を

迅
速
に
行
え
ば
、津
波
の
被
害
は

回
避
で
き
る
。

　

郷
川
の
氾
濫
に
よ
る
避
難
所
の

浸
水
は
、千
年
に
一
度
起
こ
る
か

ど
う
か
の
想
定
で
あ
り
、町
民

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
避
難
所
は
、

使
用
可
能
だ
と
考
え
て
い
る
。

問　
地
震
発
生
時
、避
難
の
際
に

ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
す
こ
と
が

難
し
く
、復
旧
し
て
通
電
し
た
時

に「
通
電
火
災
」が
発
生
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　

こ
の
対
策
と
し
て
、設
置
す
る

こ
と
で
火
災
と
い
う
二
次
災
害
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る「
地
震

ブ
レ
ー
カ
ー
」の
設
置
を
全
て
の

家
に
行
う
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、

町
長
の
意
見
は
。

町
長　
「
地
震
ブ
レ
ー
カ
ー
」は
、

簡
易
タ
イ
プ
の
も
の
は
信
頼
性
が

担
保
で
き
ず
、自
動
で
遮
断
す
る

製
品
は
、工
賃
も
含
め
て
１
基

10
万
円
以
上
も
か
か
っ
て
し
ま
う
。

　

今
後
、法
律
で
義
務
付
け

さ
れ
る
か
も
含
め
て
国
や
県
の

動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

問　
備
蓄
品
に
つ
い
て
、「
防
災

計
画
基
本
編
」に
は「
自
ら
の
身
は

自
ら
守
る
」と
あ
り
、「
３
日
以
上

の
食
料
の
備
蓄
・
非
常
時
の
持
ち

出
し
品
の
準
備
を
」と
呼
び
か
け
て

い
る
。

　

し
か
し
、地
震
な
ど
で
持
ち

出
せ
な
か
っ
た
場
合
を
考
え
る
と
、

避
難
所
の
備
蓄
品
目
・
数
量
が

少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、女
性
視
点
で
の
備
蓄
品

を
増
や
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

Ｔ
Ｋ
Ｂ
と
い
う
言
葉
が
あ
り
、

Ｔ
は
ト
イ
レ（
国
際
基
準
で
は

20
人
に
１
つ
、か
つ
、男
女
比
は
１

対
３
）、Ｋ
は
キ
ッ
チ
ン（
温
か
い

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
の

提
供
）、Ｂ
は
ベ
ッ
ド（
床
か
ら

30
㎝
以
上
で
一
人
あ
た
り
3.5
㎡
）

と
な
っ
て
い
る
。

　

阿
武
町
で
も
Ｔ
Ｋ
Ｂ
を
考
慮

し
た
備
蓄
を
す
る
べ
き
で
は
。

町
長　
現
在
、想
定
さ
れ
て
い
る

地
震
を
引
き
起
こ
す
活
断
層
の

動
き
は「
千
年
か
ら
数
千
年
以
上

に
一
度
」と
言
わ
れ
て
お
り
、こ
れ

に
対
応
し
て
の
備
蓄
は
無
理
が

あ
る
。

　

あ
る
程
度
は
町
で
備
蓄
す
る
が
、

ま
ず
は
町
民
自
ら
用
意
す
る
こ
と

が
原
則
と
考
え
る
。

問　
阿
武
町
に
お
け
る
水
道
管
の

耐
震
化
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長　
水
道
管
の
耐
震
化
は
、

全
長
５
万
７
千
623
ｍ
の
う
ち
の

１
千
12
ｍ
、1.8
％
に
留
ま
っ
て
い
る
。

問　
防
災
に
関
す
る
機
関
と
し
て

「
阿
武
町
防
災
会
議
」が
あ
る
が
、

こ
の
う
ち
、専
門
知
識
を
持
っ
た

委
員
は
何
人
か
。

　

ま
た
、女
性
委
員
の
人
数
は
。

町
長　
「
阿
武
町
防
災
会
議
」の

メ
ン
バ
ー
は
各
課
の
長
な
ど
で

あ
り
、ど
の
委
員
も
高
い
専
門

知
識
を
持
っ
て
い
る
。

　

委
員
が
充
て
職
で
あ
る
都
合
上
、

女
性
委
員
を
確
保
す
る
と
い
う

考
え
に
は
馴
染
ま
な
い
が
、防
災

計
画
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、

女
性
や
高
齢
者
に
配
慮
し
た
計
画

を
立
て
る
も
の
と
し
て
い
る
。

マツダ氏

定
住
促
進
条
例
の

一部
を
改
正
す
る
条
例

問　
一
部
を
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨

で
支
払
う
と
い
う
こ
と
だ
が
、

町
民
の
利
便
性
向
上
な
ど
、利
用

可
能
箇
所
や
方
法
の
拡
充
、家
族

間
で
の
ポ
イ
ン
ト
の
分
け
合
い
が

で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
令
和
６

年
度
も
商
品
券
の
配
布
事
業
を

行
う
が
、使
用
方
法
の
拡
充
や
、

ア
プ
リ
の
簡
便
化
な
ど
、町
民
の

要
望
と
、そ
れ
に
対
す
る
事
務
量

や
手
数
料
な
ど
費
用
対
効
果
も

考
え
な
が
ら
改
善
を
進
め
た
い
。

介
護
保
険
条
例
の

一部
を
改
正
す
る
条
例

問　
３
年
に
一
度
の
介
護
保
険
料

の
見
直
し
に
伴
う
保
険
料
の
改
定

と
階
層
の
見
直
し
に
伴
う
一
部

改
正
だ
が
、町
民
の
保
険
料
負
担

は
ど
う
な
る
の
か
。

健
康
福
祉
課
長　
町
で
は
、所
得

の
低
い
層
の
介
護
保
険
料
が

下
が
る
よ
う
に
調
整
す
る
。

　

ま
た
、介
護
保
険
料
の
基
準
額

に
つ
い
て
は
県
か
ら
示
さ
れ
た

月
額
６
千
780
円
に
対
し
５
千
950
円

と
、で
き
る
限
り
基
準
額
を

下
げ
た
。

問 

基
準
額
は
昨
年
よ
り
月
100
円

が
上
が
っ
て
い
る
が
、も
っ
と
下
げ

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

健
康
福
祉
課
長 

町
民
の
負
担
増

は
避
け
た
い
が
、介
護
サ
ー
ビ
ス

の
報
酬
が
不
足
す
る
こ
と
が

あ
っ
て
も
い
け
な
い
。

　

県
の
基
準
額
の
提
示
に
対
し
、

ど
う
に
か
や
り
く
り
し
て
、基
準
額

で
６
千
円
を
切
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
こ
は
ど
う
に
か
理
解
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

採
決
の
結
果
、賛
成
５
人
、反
対

１
人
と
な
り
、可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
た
。

令
和
５
年
度 

一般
会
計

補
正
予
算（
第
５
回
）

問　

人
生
100
年
時
代
づ
く
り

地
方
創
生
ソ
フ
ト
事
業
の
内
容
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
暮
ら
し

の
技
を
学
ぶ
た
め
、「
こ
の
町
で

生
き
て
い
く
こ
と
が
少
し

楽
し
く
て
ち
ょ
っ
と
自
慢
し
た
く

な
る
事
業
」と
銘
打
っ
て
、半
日

キ
ャ
ン
プ
な
ど
、町
民
の
体
験
研
修

を
行
っ
た
。

令
和
６
年
度 

一般
会
計
予
算

問　
地
域
づ
く
り
団
体
活
動
支
援

事
業
補
助
金
は
、ど
う
い
っ
た

団
体
や
活
動
が
対
象
に
な
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
地
域

課
題
の
解
決
や
地
域
活
性
化
な
ど
、

住
民
団
体
の
主
体
的
な
活
動
を

補
助
す
る
も
の
だ
が
、集
落
再
生

交
付
金
な
ど
、活
動
規
模
や
内
容

に
よ
り
、対
象
と
な
る
交
付
金
が

色
々
あ
る
た
め
、担
当
課
に
相
談

し
て
ほ
し
い
。

問　
ひ
だ
ま
り
の
里
改
修
工
事
の

内
容
は
。

健
康
福
祉
課
長 

玄
関
ア
プ
ロ
ー
チ

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
割
れ
て

浮
い
て
お
り
、つ
ま
ず
き
や
す
く
、

車
い
す
の
通
行
に
も
支
障
が
あ
る

た
め
、改
修
工
事
を
行
う
。

問　
診
療
施
設
等
設
計
委
託
料

に
つ
い
て
、診
療
所
の
設
置
予
定

場
所
な
ど
の
詳
細
は
。 

町
長　
場
所
は
、診
察
を
受
け
た

際
に
、薬
局
や
、買
い
物
場
所
も

近
い
な
ど
の
利
便
性
を
考
慮
し
、

現
在
、山
口
銀
行
の
あ
る
周
辺
で

考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、診
療
科
や
診
療
体
制
に

つ
い
て
は
、現
在
、山
口
大
学
の

医
学
部
長
に
も
相
談
に
乗
っ
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、診
療
所
の

規
模
な
ど
も
含
め
て
考
え
て
い
く
。

　

地
域
医
療
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と

な
る
よ
う
に
考
え
て
い
き
た
い
。

市原  旭 議員
いちはら　あきら

松田  穣 議員
まつだ 　 みのる
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阿
武
町
の
震
災
時
の

対
応
に
つ
い
て

　

 

能
登
半
島
地
震
の
際
は

迅
速
な
対
応
が
で
き
た

問　
先
般
の
能
登
半
島
地
震
で
は

津
波
も
発
生
し
、甚
大
な
被
害
と

な
っ
た
。

　

町
で
想
定
す
る
最
大
の
津
波
の

高
さ
は
、ど
の
く
ら
い
か
。

　

Ａ
Ｂ
Ｕ
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド

の
避
難
対
応
は
、万
全
か
。

町
長　
県
が
示
す
さ
ま
ざ
ま
な

想
定
に
よ
る
と
阿
武
町
に
お
け
る

最
大
の
津
波
想
定
は
3.0
ｍ
で
、

到
達
ま
で
の
時
間
は
、最
短
44
分

と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、津
波
発
生
時
の
避
難
場

所
は
、役
場
本
庁
や
拠
点
施
設
を

11
箇
所
、決
め
て
い
る
。

　

Ａ
Ｂ
Ｕ
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド

で
は
、毎
年
、研
修
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
能
登
半
島
地
震
の
際
も

指
示
を
出
し
た
が
、社
員
間
で

研
修
通
り
の
動
き
が
で
き
て
い
た
。

問　
町
内
の
公
共
施
設
は
、全
て

耐
震
補
強
が
さ
れ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
が
、本
庁
周
辺
の

道
路
が
寸
断
さ
れ
る
こ
と
も
想
像

で
き
る
。仮
庁
舎
な
ど
の
考
え
は

あ
る
の
か
。

町
長　
想
定
外
の
事
態
で
本
庁
舎

が
使
え
な
く
な
っ
て
も
、各
支
所

の
施
設
で
対
応
可
能
。

　

住
民
票
や
、各
種
証
明
書
の

発
行
な
ど
も
対
応
で
き
る
。

　

ま
た
、最
悪
の
想
定
で
も
、重
要

な
デ
ー
タ
は
、４
市
１
町
の
共
同

で
ク
ラ
ウ
ド
化
し
て
お
り
、広
島

の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
保
存

さ
れ
て
い
る
の
で
周
南
、柳
井
、光
、

下
松
の
い
ず
れ
か
の
市
に
行
け
ば

対
応
可
能
で
あ
る
。

問　
津
波
の
情
報
は
、漁
業
者
や

釣
り
人
に
と
っ
て
迅
速
な
情
報

伝
達
が
必
須
と
な
る
。漁
協
や
港
、

海
岸
と
い
っ
た
局
所
的
な
対
応
を

ど
う
す
る
か
。

町
長　
迅
速
な
情
報
提
供
が

肝
要
で
あ
る
。

　

土
、筒
尾
、宇
久
、尾
無
の
海
岸
部

に
は
、平
成
30
年
度
か
ら
４
年
間

で
、屋
外
拡
声
器
を
増
設
し
た
。

　

ま
た
、デ
ジ
タ
ル
式
の
行
政
無
線

な
の
で
１
世
帯
だ
け
の
放
送
も

可
能
だ
が
、生
命
財
産
に
関
す
る

重
要
な
情
報
で
あ
り
、共
有
す
る

目
的
で
一
斉
放
送
と
し
て
い
る
。

問　
令
和
３
年
度
に「
阿
武
町

国
土
強
靱
化
地
域
計
画
」が
あ
り
、

防
災
計
画
も
書
か
れ
て
い
る
が
、

「
阿
武
町
地
域
防
災
計
画
」は
、

東
日
本
大
震
災
以
前
の
も
の
で

あ
る
。

　

ま
た
、毎
年
３
地
区
持
ち
回
り

で「
阿
武
町
総
合
防
災
訓
練
」を

し
て
い
る
が
、若
干
マ
ン
ネ
リ
化
を

感
じ
る
。

　

以
前「
地
域
ぐ
る
み
の
防
災

キ
ャ
ン
プ
」と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を

経
験
し
た
が
、防
災
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
ゲ
ー
ム
感
覚
で
体
験
し
、

楽
し
く
防
災
を
体
験
で
き
た
の
で
、

ぜ
ひ
取
り
入
れ
て
欲
し
い
。

町
長　
地
域
防
災
計
画
と
国
土

強
靭
化
計
画
は
、内
容
は
似
通
っ
て

い
る
が
、全
く
別
の
計
画
。

　

互
い
に
連
携
し
、整
合
性
を
図
り
、

合
理
的
な
強
靭
化
を
進
め
る
意
味

で
、令
和
６
年
度
よ
り
、防
災
計
画

の
全
面
改
正
に
着
手
す
る
。

　

防
災
訓
練
は
、繰
り
返
し
て

習
慣
化
す
る
こ
と
が
、何
よ
り

大
切
で
あ
る
。新
た
な
試
み
も

考
え
た
い
。

問　
備
蓄
品
は
、ど
ん
な
物
を

所
持
し
て
い
る
か
。

　

町
だ
け
で
は
、自
ず
と
限
界
が

あ
る
。自
治
体
相
互
の
連
携
体
制

を
問
う
。

町
長　
３
地
区
の
指
定
避
難
所
に

そ
れ
ぞ
れ
多
目
的
テ
ン
ト
を
10
張
、

折
り
た
た
み
式
簡
易
ベ
ッ
ド
20
台

を
配
備
し
て
い
る
。

　

簡
易
ベ
ッ
ド
は
、椅
子
代
わ
り

に
も
な
り
、利
用
者
か
ら
も
好
評

で
あ
っ
た
。

　

食
料
は
、水
500
㎖
540
本
、パ
ン

200
個
、白
ご
飯
や
五
目
ご
飯
な
ど

の
ア
ル
フ
ァ
米
を
83
食
、豚
汁

120
食
を
備
蓄
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、非
常
用
ト
イ
レ

３
台
、発
電
機
４
台
、毛
布
285
枚
に

加
え
、オ
ム
ツ
、下
着
、生
理
用
品
、

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
備
品
な
ど
を

備
蓄
し
て
い
る
。

　

ま
た
、県
お
よ
び
市
町
相
互
間

の
災
害
時
応
援
協
定
、民
間
の

数
十
社
に
及
ぶ
事
業
者
な
ど
と

協
定
を
締
結
し
、水
や
食
糧
の

確
保
を
含
め
て
、連
携
体
制
を

図
っ
て
い
る
。

問　
能
登
半
島
地
震
の
際
の
、

輪
島
市
朝
市
通
り
の
事
例
を
参
考

に
、密
集
し
た
家
屋
、狭
い
路
地
の

火
災
、災
害
時
の
対
策
が
必
要
。

　

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
た
本
気

の
ま
ち
づ
く
り
が
必
須
だ
が
、

町
長
の
考
え
は
。

町
長　
将
来
を
見
据
え
る
と
、

避
け
て
は
通
れ
な
い
課
題
で
あ
る
。

常
に
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、可
能

な
時
期
が
く
れ
ば
実
現
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

マツダ氏

　

 

阿
武
町
の
婚
活
支
援
は

　

 

民
間
と
も
連
携
し

　

 

気
軽
に
参
加
で
き
る

場
づ
く
り
に
努
め
る

問　
独
身
者
へ
の
婚
活
支
援
に

つ
い
て
、都
道
府
県
単
位
で
は

婚
活
支
援
に
Ａ
Ｉ
を
使
っ
た

マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
、新
た
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
が
、町
で
も

婚
活
支
援
に
つ
い
て
取
り
組
み
を

行
わ
な
い
の
か
。

町
長　
以
前
、第
一
次
産
業
の

後
継
者
問
題
な
ど
を
受
け
、萩
市

の
ホ
テ
ル
な
ど
を
活
用
し
、未
婚

の
女
性
と
の
交
流
の
場
を
設
け
る

な
ど
、イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
が
、

実
績
は
低
か
っ
た
。

　

人
口
の
少
な
い
町
で
、個
人
の

デ
リ
ケ
ー
ト
な
部
分
に
行
政
が

深
く
関
わ
る
の
は
難
し
い
。

　

た
だ
、「
山
口
県
結
婚
応
縁

セ
ン
タ
ー
」で
は
、令
和
４
年
度
か

ら
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
運
用
も

始
ま
り
、結
婚
に
至
っ
た
数
も

こ
の
２
月
末
で
既
に
222
組
あ
る
。

　

婚
活
サ
イ
ト
や
、ア
プ
リ
な
ど
に

つ
い
て
、仕
組
み
な
ど
知
ら
な
い
方

に
対
し
て
も
、広
報
紙
な
ど
で

し
っ
か
り
周
知
し
て
い
き
た
い
。

問　
２
年
前
に
オ
ー
プ
ン
し
た

Ａ
Ｂ
Ｕ
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド
へ
の

婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
や
各
種

婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
考
え

て
は
い
な
い
の
か
。

町
長　
過
去
に
町
が
行
っ
た
婚
活

イ
ベ
ン
ト
で
の
経
験
か
ら
、本
当
に

来
て
い
た
だ
き
た
い
方
に
は
、

な
か
な
か
参
加
し
て
い
た
だ
け

な
い
の
が
、ジ
レ
ン
マ
と
し
て
あ
る
。

　

か
つ
て
は
、町
内
各
地
で
青
年
団

活
動
な
ど
が
活
発
に
行
わ
れ
、

そ
れ
が
出
会
い
の
場
で
も
あ
っ
た

が
、人
口
減
少
や
時
代
の
変
化
と

と
も
に
、活
動
も
衰
退
、青
年
団
も

解
散
と
な
っ
た
。

　

結
婚
と
い
う
、特
に
、個
人
情
報

や
心
の
内
面
に
迫
る
上
、も
し
か

し
た
ら
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
で
な
い

こ
と
も
想
定
さ
れ
る
デ
リ
ケ
ー
ト

な
こ
と
を
、住
民
に
最
も
身
近
で
、

顔
の
見
え
る
自
治
体
が
、し
か
も

単
独
で
関
わ
る
の
は
、な
か
な
か

難
し
い
と
考
え
る
。

　

た
だ
、３
月
15
日
に
、Ａ
Ｂ
Ｕ

キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
サ
ン
バ
シ

カ
フ
ェ
で
、「
ま
ち
の
縁
側
交
流
会
」

と
題
し
て
、ま
ち
づ
く
り
に
関
心

の
あ
る
人
た
ち
に
集
ま
っ
て

い
た
だ
き
、も
ち
ろ
ん
、若
い
人

に
も
呼
び
か
け
を
し
、あ
る
種
の

異
業
種
交
流
会
の
よ
う
な
も
の
を

開
催
予
定
。　

　

婚
活
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
い
が
、

「
ま
ち
の
縁
側
施
設
」と
し
て
、

交
流
促
進
の
場
と
し
て
も
活
用

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
整
備
し
た

わ
け
で
あ
り
、今
後
は
、さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
を
、民
間
と
一
体
と

な
っ
て
企
画
し
、引
き
続
き
、場
の

提
供
や
、気
軽
に
参
加
で
き
る
場

づ
く
り
に
努
め
た
い
。

カミムラ

　

 

阿
武
町
版総合

戦
略
に
つ
い
て

　

 「
若
年
女
性
人
口
」を

引
き
込
む
た
め

　

  

引
き
続
き

子
育
て
世
帯
を
支
援

問　
「
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会

の
構
築
」を
め
ざ
す
５
ヶ
年
の

第
２
次
阿
武
町
版
総
合
戦
略
が

最
終
年
を
迎
え
る
。

　
「
選
ば
れ
る
町
を
つ
く
る
」た
め

の
第
１
次
総
合
戦
略
か
ら
、10
年

が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

町
長
は
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て

い
る
の
か
。

町
長　
特
に
、子
育
て
支
援
、定
住

支
援
に
力
を
い
れ
た
こ
と
で
、

転
入
超
過
に
よ
る
社
会
増
や

出
生
数
の
回
復
に
つ
な
が
っ
た
。

　

ま
た
、道
の
駅
阿
武
町
を
中
心

と
し
た
施
設
整
備
は
町
の
新
た
な

魅
力
増
進
に
つ
な
が
り
、地
域
内

経
済
循
環
や
交
流
人
口
・
関
係

人
口
の
増
加
に
寄
与
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
種
を
蒔
い
て
き
た

さ
ま
ざ
ま
な
地
方
創
生
の
各
種

事
業
が
育
っ
て
き
た
と
、一
定
の

手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

問　
新
た
に
策
定
す
る
第
３
次

総
合
戦
略
に
お
い
て
、ど
の
よ
う
な

項
目
、ど
の
よ
う
な
人
々
に
焦
点

を
当
て
て
い
く
の
か
。

町
長　
「
阿
武
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
推
計
で
は
２
０
3
０
年
の
人
口

が
２
千
300
人
程
度
に
な
る
。

　

人
口
減
少
の
基
調
は
今
後
も

続
き
、地
域
づ
く
り
の
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
が
こ
れ
ま
で
ど
お
り
に

機
能
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
る
。

　

人
口
減
少
の
な
か
で
あ
っ
て
も
、

こ
の
町
で
現
に
暮
ら
し
て
い
る
人

が「
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
」「
充
実
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
」を
め
ざ
し
、人
口

維
持
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る

「
若
年
女
性
」へ
の
有
効
な
施
策
を

引
き
続
き
講
じ
る
と
と
も
に
、

町
民
が
主
体
と
な
る
参
加
型
の

町
民
活
動
へ
の
支
援
も
行
う
。

イケダ氏

　

 

体
育
館
の

エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て

　

 

必
要
が
あ
れ
ば

大
型
扇
風
機
を
追
加
す
る

問　
町
立
校
で
は
昨
年
度
よ
り

夏
休
み
期
間
を
短
縮
し
て
の
授
業

と
な
っ
た
。

　

経
緯
と
し
て
保
護
者
に
対
し
て

授
業
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
増
加
し
た

が
無
理
な
く
授
業
日
数
を
確
保

す
る
た
め
、ま
た
環
境
的
な
部
分

で
は
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
が
設
置

さ
れ
て
い
る
か
ら
と
説
明
さ
れ
た
。

　

た
し
か
に
教
室
で
の
授
業
環
境

は
、配
慮
さ
れ
て
い
る
が
、体
育
館

へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は
さ
れ
て

い
な
い
。

　

学
校
で
は
教
職
員
の
方
は
児
童

生
徒
の
体
調
に
気
を
遣
い
授
業
を

行
っ
て
い
る
。

　

特
に
体
育
の
授
業
は
、授
業
内

容
に
加
え
て
休
憩
時
間
や
水
分
補

給
に
気
遣
っ
て
い
る
。

　

体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
設
置
で

健
康
リ
ス
ク
を
低
減
で
き
、授
業

効
率
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
る
。

　

体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は

学
校
施
設
内
の
環
境
整
備
や
児
童

生
徒
の
健
康
や
安
全
を
推
進
す
る

た
め
、文
科
省
か
ら
も
助
成
が

実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

阿
武
町
は
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン

設
置
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
は
過
去
に
検
討
し
た
経
緯

が
あ
る
の
か
問
う
。

教
育
長　
現
在
、阿
武
町
の
学
校

に
お
い
て
は
、普
通
教
室
を
中
心

に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
、体
育
館

で
は
大
型
扇
風
機
を
配
置
し
、

熱
中
症
指
数
計
測
器
で
児
童
生
徒

の
活
動
場
所
の
指
数
を
測
定
し
、

状
況
に
応
じ
、活
動
を
制
限
し
た
り

中
止
し
た
り
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
は
、細
か
な
休
憩
と

水
分
補
給
の
時
間
の
確
保
、屋
外

で
の
帽
子
の
着
用
の
推
進
な
ど
、

多
方
面
に
わ
た
っ
て
細
心
の
注
意

を
払
い
熱
中
症
予
防
に
努
め
て

い
る
。

　

文
部
科
学
省
で
は
学
校
の

熱
中
症
対
策
の
一
環
と
し
て
、

学
校
の
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
な
ど

の
冷
房
設
備
の
設
置
に
つ
い
て

推
進
し
て
い
る
。

　

ま
た
、冷
房
設
備
設
置
や
そ
の

た
め
の
体
育
館
改
修
工
事
に
係
る

経
費
に
対
し
て
も
、国
か
ら
の

補
助
が
あ
り
、補
助
率
は
、令
和

４
年
度
ま
で
の
1/3
か
ら
、令
和

５
年
度
か
ら
７
年
度
ま
で
の
期
間

は
対
象
工
事
費
７
０
０
０
万
円
を

上
限
に
、1/2
に
引
き
上
げ
ら
れ
て

い
る
。

　

な
お
、学
校
の
体
育
館
の
多
く

は
断
熱
性
能
が
確
保
さ
れ
て

お
ら
ず
、体
育
館
と
い
う
広
い

空
間
で
は
冷
暖
房
効
率
が
悪
く
、

文
部
科
学
省
で
は
、体
育
館
本
体

の
建
替
え
や
全
面
的
な
改
修
工
事

の
際
に
断
熱
性
能
を
高
め
、そ
の

上
で
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

補
助
の
要
件
と
し
て
も
、体
育
館

に
断
熱
性
が
あ
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
、そ
の
た
め
、補
助
が
あ
っ
た

と
し
て
も
か
な
り
の
額
の
負
担
が

必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
、

山
口
県
内
の
設
置
率
は
、令
和

４
年
度
の
調
査
で
は
1.1
％
に

留
ま
っ
て
い
る
。全
て
の
学
校
の

体
育
館
に
設
置
し
て
い
る
市
町
は

な
く
、一
部
の
体
育
館
に
設
置
し
て

い
る
の
が
、基
地
関
連
交
付
金
の

あ
る
和
木
町
と
周
防
大
島
町
、

こ
れ
に
田
布
施
町
を
加
え
た
３
町

の
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、学
校
の

各
教
室
な
ど
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

を
す
る
に
あ
た
っ
て
、体
育
館
を

含
め
て
設
置
個
所
の
検
討
を
し
た

が
、そ
の
結
果
、校
舎
内
で
児
童

生
徒
が
過
ご
す
時
間
が
長
い
、

ま
た
は
使
用
頻
度
の
高
い
普
通

教
室
や
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
な
ど
を

優
先
的
に
設
置
し
て
き
た
。

　

現
在
、体
育
館
に
つ
い
て
は
、

大
規
模
な
改
修
が
必
要
に
な
る

こ
と
や
、設
置
後
に
は
電
気

使
用
料
や
維
持
管
理
費
に
つ
い
て

も
高
額
に
な
る
の
で
、設
置
は

見
送
っ
て
い
る
。

　

必
要
が
あ
れ
ば
、大
型
扇
風
機

を
追
加
す
る
こ
と
で
対
応
す
る
。

ヨネツ氏

　

  

防
災
や
災
害
時
の

町
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て

　

 

町
と
し
て
も
備
え
る
が

　

 

町
民一人
ひ
と
り
が

身
を
守
る
た
め
の
備
え
を

問　
「
阿
武
町
地
域
防
災
計
画
」に

よ
る
と
、避
難
場
所
は
、全
域
で

６
ヶ
所
、福
祉
避
難
所
は
４
ヶ
所

と
な
っ
て
お
り
、収
容
人
数
は

４
千
718
人
で
、１
人
当
た
り
２
㎡

の
計
算
だ
が
、こ
の
場
合
、荷
物

ス
ペ
ー
ス
は
あ
る
の
か
。

　

ま
た
、炊
き
出
し
は
３
ヶ
所
で

行
う
と
な
っ
て
い
る
が
、改
定
で

増
や
す
の
か
。

　

ま
た
、炊
き
出
し
施
設
が
使
用

不
能
と
な
っ
た
場
合
の
手
立
て
は

あ
る
の
か
。

　

避
難
所
の
設
置
基
準
は「
土
砂

災
害
や
浸
水
の
な
い
と
こ
ろ
」と

あ
る
が
、奈
古
地
区
の
避
難
所
に

浸
水
の
恐
れ
は
な
い
の
か
。

　

大
雨
の
時
に
郷
川
が
氾
濫
し
た

場
合
の
影
響
は
、ど
の
く
ら
い

な
の
か
。

町
長　
避
難
所
の
人
数
は
最
大

収
容
人
数
で
あ
り
、実
際
に
は
各

避
難
所
で
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
。

　

炊
き
出
し
箇
所
に
つ
い
て
は
、

一
斉
に
使
用
不
能
に
な
る
と
は

考
え
て
い
な
い
。

　

万
が
一
の
時
も
、各
地
区
の

福
祉
施
設
・
公
民
分
館
・
道
の
駅

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
使
用
で
対
応

可
能
と
考
え
て
い
る
。

　

県
が
公
表
し
た
津
波
の
被
害

想
定
で
は
、奈
古
漁
港
で
３
ｍ
で

あ
り
、町
民
セ
ン
タ
ー
の
海
抜
が

6.4
ｍ
、ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
が
13
ｍ

で
あ
り
、高
台
な
ど
へ
の
避
難
を

迅
速
に
行
え
ば
、津
波
の
被
害
は

回
避
で
き
る
。

　

郷
川
の
氾
濫
に
よ
る
避
難
所
の

浸
水
は
、千
年
に
一
度
起
こ
る
か

ど
う
か
の
想
定
で
あ
り
、町
民

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
避
難
所
は
、

使
用
可
能
だ
と
考
え
て
い
る
。

問　
地
震
発
生
時
、避
難
の
際
に

ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
す
こ
と
が

難
し
く
、復
旧
し
て
通
電
し
た
時

に「
通
電
火
災
」が
発
生
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　

こ
の
対
策
と
し
て
、設
置
す
る

こ
と
で
火
災
と
い
う
二
次
災
害
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る「
地
震

ブ
レ
ー
カ
ー
」の
設
置
を
全
て
の

家
に
行
う
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、

町
長
の
意
見
は
。

町
長　
「
地
震
ブ
レ
ー
カ
ー
」は
、

簡
易
タ
イ
プ
の
も
の
は
信
頼
性
が

担
保
で
き
ず
、自
動
で
遮
断
す
る

製
品
は
、工
賃
も
含
め
て
１
基

10
万
円
以
上
も
か
か
っ
て
し
ま
う
。

　

今
後
、法
律
で
義
務
付
け

さ
れ
る
か
も
含
め
て
国
や
県
の

動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

問　
備
蓄
品
に
つ
い
て
、「
防
災

計
画
基
本
編
」に
は「
自
ら
の
身
は

自
ら
守
る
」と
あ
り
、「
３
日
以
上

の
食
料
の
備
蓄
・
非
常
時
の
持
ち

出
し
品
の
準
備
を
」と
呼
び
か
け
て

い
る
。

　

し
か
し
、地
震
な
ど
で
持
ち

出
せ
な
か
っ
た
場
合
を
考
え
る
と
、

避
難
所
の
備
蓄
品
目
・
数
量
が

少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、女
性
視
点
で
の
備
蓄
品

を
増
や
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

Ｔ
Ｋ
Ｂ
と
い
う
言
葉
が
あ
り
、

Ｔ
は
ト
イ
レ（
国
際
基
準
で
は

20
人
に
１
つ
、か
つ
、男
女
比
は
１

対
３
）、Ｋ
は
キ
ッ
チ
ン（
温
か
い

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
の

提
供
）、Ｂ
は
ベ
ッ
ド（
床
か
ら

30
㎝
以
上
で
一
人
あ
た
り
3.5
㎡
）

と
な
っ
て
い
る
。

　

阿
武
町
で
も
Ｔ
Ｋ
Ｂ
を
考
慮

し
た
備
蓄
を
す
る
べ
き
で
は
。

町
長　
現
在
、想
定
さ
れ
て
い
る

地
震
を
引
き
起
こ
す
活
断
層
の

動
き
は「
千
年
か
ら
数
千
年
以
上

に
一
度
」と
言
わ
れ
て
お
り
、こ
れ

に
対
応
し
て
の
備
蓄
は
無
理
が

あ
る
。

　

あ
る
程
度
は
町
で
備
蓄
す
る
が
、

ま
ず
は
町
民
自
ら
用
意
す
る
こ
と

が
原
則
と
考
え
る
。

問　
阿
武
町
に
お
け
る
水
道
管
の

耐
震
化
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長　
水
道
管
の
耐
震
化
は
、

全
長
５
万
７
千
623
ｍ
の
う
ち
の

１
千
12
ｍ
、1.8
％
に
留
ま
っ
て
い
る
。

問　
防
災
に
関
す
る
機
関
と
し
て

「
阿
武
町
防
災
会
議
」が
あ
る
が
、

こ
の
う
ち
、専
門
知
識
を
持
っ
た

委
員
は
何
人
か
。

　

ま
た
、女
性
委
員
の
人
数
は
。

町
長　
「
阿
武
町
防
災
会
議
」の

メ
ン
バ
ー
は
各
課
の
長
な
ど
で

あ
り
、ど
の
委
員
も
高
い
専
門

知
識
を
持
っ
て
い
る
。

　

委
員
が
充
て
職
で
あ
る
都
合
上
、

女
性
委
員
を
確
保
す
る
と
い
う

考
え
に
は
馴
染
ま
な
い
が
、防
災

計
画
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、

女
性
や
高
齢
者
に
配
慮
し
た
計
画

を
立
て
る
も
の
と
し
て
い
る
。

マツダ氏

定
住
促
進
条
例
の

一部
を
改
正
す
る
条
例

問　
一
部
を
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨

で
支
払
う
と
い
う
こ
と
だ
が
、

町
民
の
利
便
性
向
上
な
ど
、利
用

可
能
箇
所
や
方
法
の
拡
充
、家
族

間
で
の
ポ
イ
ン
ト
の
分
け
合
い
が

で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
令
和
６

年
度
も
商
品
券
の
配
布
事
業
を

行
う
が
、使
用
方
法
の
拡
充
や
、

ア
プ
リ
の
簡
便
化
な
ど
、町
民
の

要
望
と
、そ
れ
に
対
す
る
事
務
量

や
手
数
料
な
ど
費
用
対
効
果
も

考
え
な
が
ら
改
善
を
進
め
た
い
。

介
護
保
険
条
例
の

一部
を
改
正
す
る
条
例

問　
３
年
に
一
度
の
介
護
保
険
料

の
見
直
し
に
伴
う
保
険
料
の
改
定

と
階
層
の
見
直
し
に
伴
う
一
部

改
正
だ
が
、町
民
の
保
険
料
負
担

は
ど
う
な
る
の
か
。

健
康
福
祉
課
長　
町
で
は
、所
得

の
低
い
層
の
介
護
保
険
料
が

下
が
る
よ
う
に
調
整
す
る
。

　

ま
た
、介
護
保
険
料
の
基
準
額

に
つ
い
て
は
県
か
ら
示
さ
れ
た

月
額
６
千
780
円
に
対
し
５
千
950
円

と
、で
き
る
限
り
基
準
額
を

下
げ
た
。

問 

基
準
額
は
昨
年
よ
り
月
100
円

が
上
が
っ
て
い
る
が
、も
っ
と
下
げ

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

健
康
福
祉
課
長 

町
民
の
負
担
増

は
避
け
た
い
が
、介
護
サ
ー
ビ
ス

の
報
酬
が
不
足
す
る
こ
と
が

あ
っ
て
も
い
け
な
い
。

　

県
の
基
準
額
の
提
示
に
対
し
、

ど
う
に
か
や
り
く
り
し
て
、基
準
額

で
６
千
円
を
切
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
こ
は
ど
う
に
か
理
解
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

採
決
の
結
果
、賛
成
５
人
、反
対

１
人
と
な
り
、可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
た
。

令
和
５
年
度 

一般
会
計

補
正
予
算（
第
５
回
）

問　

人
生
100
年
時
代
づ
く
り

地
方
創
生
ソ
フ
ト
事
業
の
内
容
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
暮
ら
し

の
技
を
学
ぶ
た
め
、「
こ
の
町
で

生
き
て
い
く
こ
と
が
少
し

楽
し
く
て
ち
ょ
っ
と
自
慢
し
た
く

な
る
事
業
」と
銘
打
っ
て
、半
日

キ
ャ
ン
プ
な
ど
、町
民
の
体
験
研
修

を
行
っ
た
。

令
和
６
年
度 

一般
会
計
予
算

問　
地
域
づ
く
り
団
体
活
動
支
援

事
業
補
助
金
は
、ど
う
い
っ
た

団
体
や
活
動
が
対
象
に
な
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
地
域

課
題
の
解
決
や
地
域
活
性
化
な
ど
、

住
民
団
体
の
主
体
的
な
活
動
を

補
助
す
る
も
の
だ
が
、集
落
再
生

交
付
金
な
ど
、活
動
規
模
や
内
容

に
よ
り
、対
象
と
な
る
交
付
金
が

色
々
あ
る
た
め
、担
当
課
に
相
談

し
て
ほ
し
い
。

問　
ひ
だ
ま
り
の
里
改
修
工
事
の

内
容
は
。

健
康
福
祉
課
長 

玄
関
ア
プ
ロ
ー
チ

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
割
れ
て

浮
い
て
お
り
、つ
ま
ず
き
や
す
く
、

車
い
す
の
通
行
に
も
支
障
が
あ
る

た
め
、改
修
工
事
を
行
う
。

問　
診
療
施
設
等
設
計
委
託
料

に
つ
い
て
、診
療
所
の
設
置
予
定

場
所
な
ど
の
詳
細
は
。 

町
長　
場
所
は
、診
察
を
受
け
た

際
に
、薬
局
や
、買
い
物
場
所
も

近
い
な
ど
の
利
便
性
を
考
慮
し
、

現
在
、山
口
銀
行
の
あ
る
周
辺
で

考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、診
療
科
や
診
療
体
制
に

つ
い
て
は
、現
在
、山
口
大
学
の

医
学
部
長
に
も
相
談
に
乗
っ
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、診
療
所
の

規
模
な
ど
も
含
め
て
考
え
て
い
く
。

　

地
域
医
療
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と

な
る
よ
う
に
考
え
て
い
き
た
い
。

上村 萌那 議員
かみむら　  もな

池田 倫拓 議員
いけだ　 みちひろ

米津 高明 議員
よねつ　たかあき

9
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阿
武
町
の
震
災
時
の

対
応
に
つ
い
て

　

 

能
登
半
島
地
震
の
際
は

迅
速
な
対
応
が
で
き
た

問　
先
般
の
能
登
半
島
地
震
で
は

津
波
も
発
生
し
、甚
大
な
被
害
と

な
っ
た
。

　

町
で
想
定
す
る
最
大
の
津
波
の

高
さ
は
、ど
の
く
ら
い
か
。

　

Ａ
Ｂ
Ｕ
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド

の
避
難
対
応
は
、万
全
か
。

町
長　
県
が
示
す
さ
ま
ざ
ま
な

想
定
に
よ
る
と
阿
武
町
に
お
け
る

最
大
の
津
波
想
定
は
3.0
ｍ
で
、

到
達
ま
で
の
時
間
は
、最
短
44
分

と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、津
波
発
生
時
の
避
難
場

所
は
、役
場
本
庁
や
拠
点
施
設
を

11
箇
所
、決
め
て
い
る
。

　

Ａ
Ｂ
Ｕ
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド

で
は
、毎
年
、研
修
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
能
登
半
島
地
震
の
際
も

指
示
を
出
し
た
が
、社
員
間
で

研
修
通
り
の
動
き
が
で
き
て
い
た
。

問　
町
内
の
公
共
施
設
は
、全
て

耐
震
補
強
が
さ
れ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
が
、本
庁
周
辺
の

道
路
が
寸
断
さ
れ
る
こ
と
も
想
像

で
き
る
。仮
庁
舎
な
ど
の
考
え
は

あ
る
の
か
。

町
長　
想
定
外
の
事
態
で
本
庁
舎

が
使
え
な
く
な
っ
て
も
、各
支
所

の
施
設
で
対
応
可
能
。

　

住
民
票
や
、各
種
証
明
書
の

発
行
な
ど
も
対
応
で
き
る
。

　

ま
た
、最
悪
の
想
定
で
も
、重
要

な
デ
ー
タ
は
、４
市
１
町
の
共
同

で
ク
ラ
ウ
ド
化
し
て
お
り
、広
島

の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
保
存

さ
れ
て
い
る
の
で
周
南
、柳
井
、光
、

下
松
の
い
ず
れ
か
の
市
に
行
け
ば

対
応
可
能
で
あ
る
。

問　
津
波
の
情
報
は
、漁
業
者
や

釣
り
人
に
と
っ
て
迅
速
な
情
報

伝
達
が
必
須
と
な
る
。漁
協
や
港
、

海
岸
と
い
っ
た
局
所
的
な
対
応
を

ど
う
す
る
か
。

町
長　
迅
速
な
情
報
提
供
が

肝
要
で
あ
る
。

　

土
、筒
尾
、宇
久
、尾
無
の
海
岸
部

に
は
、平
成
30
年
度
か
ら
４
年
間

で
、屋
外
拡
声
器
を
増
設
し
た
。

　

ま
た
、デ
ジ
タ
ル
式
の
行
政
無
線

な
の
で
１
世
帯
だ
け
の
放
送
も

可
能
だ
が
、生
命
財
産
に
関
す
る

重
要
な
情
報
で
あ
り
、共
有
す
る

目
的
で
一
斉
放
送
と
し
て
い
る
。

問　
令
和
３
年
度
に「
阿
武
町

国
土
強
靱
化
地
域
計
画
」が
あ
り
、

防
災
計
画
も
書
か
れ
て
い
る
が
、

「
阿
武
町
地
域
防
災
計
画
」は
、

東
日
本
大
震
災
以
前
の
も
の
で

あ
る
。

　

ま
た
、毎
年
３
地
区
持
ち
回
り

で「
阿
武
町
総
合
防
災
訓
練
」を

し
て
い
る
が
、若
干
マ
ン
ネ
リ
化
を

感
じ
る
。

　

以
前「
地
域
ぐ
る
み
の
防
災

キ
ャ
ン
プ
」と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を

経
験
し
た
が
、防
災
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
ゲ
ー
ム
感
覚
で
体
験
し
、

楽
し
く
防
災
を
体
験
で
き
た
の
で
、

ぜ
ひ
取
り
入
れ
て
欲
し
い
。

町
長　
地
域
防
災
計
画
と
国
土

強
靭
化
計
画
は
、内
容
は
似
通
っ
て

い
る
が
、全
く
別
の
計
画
。

　

互
い
に
連
携
し
、整
合
性
を
図
り
、

合
理
的
な
強
靭
化
を
進
め
る
意
味

で
、令
和
６
年
度
よ
り
、防
災
計
画

の
全
面
改
正
に
着
手
す
る
。

　

防
災
訓
練
は
、繰
り
返
し
て

習
慣
化
す
る
こ
と
が
、何
よ
り

大
切
で
あ
る
。新
た
な
試
み
も

考
え
た
い
。

問　
備
蓄
品
は
、ど
ん
な
物
を

所
持
し
て
い
る
か
。

　

町
だ
け
で
は
、自
ず
と
限
界
が

あ
る
。自
治
体
相
互
の
連
携
体
制

を
問
う
。

町
長　
３
地
区
の
指
定
避
難
所
に

そ
れ
ぞ
れ
多
目
的
テ
ン
ト
を
10
張
、

折
り
た
た
み
式
簡
易
ベ
ッ
ド
20
台

を
配
備
し
て
い
る
。

　

簡
易
ベ
ッ
ド
は
、椅
子
代
わ
り

に
も
な
り
、利
用
者
か
ら
も
好
評

で
あ
っ
た
。

　

食
料
は
、水
500
㎖
540
本
、パ
ン

200
個
、白
ご
飯
や
五
目
ご
飯
な
ど

の
ア
ル
フ
ァ
米
を
83
食
、豚
汁

120
食
を
備
蓄
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、非
常
用
ト
イ
レ

３
台
、発
電
機
４
台
、毛
布
285
枚
に

加
え
、オ
ム
ツ
、下
着
、生
理
用
品
、

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
備
品
な
ど
を

備
蓄
し
て
い
る
。

　

ま
た
、県
お
よ
び
市
町
相
互
間

の
災
害
時
応
援
協
定
、民
間
の

数
十
社
に
及
ぶ
事
業
者
な
ど
と

協
定
を
締
結
し
、水
や
食
糧
の

確
保
を
含
め
て
、連
携
体
制
を

図
っ
て
い
る
。

問　
能
登
半
島
地
震
の
際
の
、

輪
島
市
朝
市
通
り
の
事
例
を
参
考

に
、密
集
し
た
家
屋
、狭
い
路
地
の

火
災
、災
害
時
の
対
策
が
必
要
。

　

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
た
本
気

の
ま
ち
づ
く
り
が
必
須
だ
が
、

町
長
の
考
え
は
。

町
長　
将
来
を
見
据
え
る
と
、

避
け
て
は
通
れ
な
い
課
題
で
あ
る
。

常
に
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、可
能

な
時
期
が
く
れ
ば
実
現
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

マツダ氏

　

 

阿
武
町
の
婚
活
支
援
は

　

 

民
間
と
も
連
携
し

　

 

気
軽
に
参
加
で
き
る

場
づ
く
り
に
努
め
る

問　
独
身
者
へ
の
婚
活
支
援
に

つ
い
て
、都
道
府
県
単
位
で
は

婚
活
支
援
に
Ａ
Ｉ
を
使
っ
た

マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
、新
た
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
が
、町
で
も

婚
活
支
援
に
つ
い
て
取
り
組
み
を

行
わ
な
い
の
か
。

町
長　
以
前
、第
一
次
産
業
の

後
継
者
問
題
な
ど
を
受
け
、萩
市

の
ホ
テ
ル
な
ど
を
活
用
し
、未
婚

の
女
性
と
の
交
流
の
場
を
設
け
る

な
ど
、イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
が
、

実
績
は
低
か
っ
た
。

　

人
口
の
少
な
い
町
で
、個
人
の

デ
リ
ケ
ー
ト
な
部
分
に
行
政
が

深
く
関
わ
る
の
は
難
し
い
。

　

た
だ
、「
山
口
県
結
婚
応
縁

セ
ン
タ
ー
」で
は
、令
和
４
年
度
か

ら
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
運
用
も

始
ま
り
、結
婚
に
至
っ
た
数
も

こ
の
２
月
末
で
既
に
222
組
あ
る
。

　

婚
活
サ
イ
ト
や
、ア
プ
リ
な
ど
に

つ
い
て
、仕
組
み
な
ど
知
ら
な
い
方

に
対
し
て
も
、広
報
紙
な
ど
で

し
っ
か
り
周
知
し
て
い
き
た
い
。

問　
２
年
前
に
オ
ー
プ
ン
し
た

Ａ
Ｂ
Ｕ
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド
へ
の

婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
や
各
種

婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
考
え

て
は
い
な
い
の
か
。

町
長　
過
去
に
町
が
行
っ
た
婚
活

イ
ベ
ン
ト
で
の
経
験
か
ら
、本
当
に

来
て
い
た
だ
き
た
い
方
に
は
、

な
か
な
か
参
加
し
て
い
た
だ
け

な
い
の
が
、ジ
レ
ン
マ
と
し
て
あ
る
。

　

か
つ
て
は
、町
内
各
地
で
青
年
団

活
動
な
ど
が
活
発
に
行
わ
れ
、

そ
れ
が
出
会
い
の
場
で
も
あ
っ
た

が
、人
口
減
少
や
時
代
の
変
化
と

と
も
に
、活
動
も
衰
退
、青
年
団
も

解
散
と
な
っ
た
。

　

結
婚
と
い
う
、特
に
、個
人
情
報

や
心
の
内
面
に
迫
る
上
、も
し
か

し
た
ら
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
で
な
い

こ
と
も
想
定
さ
れ
る
デ
リ
ケ
ー
ト

な
こ
と
を
、住
民
に
最
も
身
近
で
、

顔
の
見
え
る
自
治
体
が
、し
か
も

単
独
で
関
わ
る
の
は
、な
か
な
か

難
し
い
と
考
え
る
。

　

た
だ
、３
月
15
日
に
、Ａ
Ｂ
Ｕ

キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
サ
ン
バ
シ

カ
フ
ェ
で
、「
ま
ち
の
縁
側
交
流
会
」

と
題
し
て
、ま
ち
づ
く
り
に
関
心

の
あ
る
人
た
ち
に
集
ま
っ
て

い
た
だ
き
、も
ち
ろ
ん
、若
い
人

に
も
呼
び
か
け
を
し
、あ
る
種
の

異
業
種
交
流
会
の
よ
う
な
も
の
を

開
催
予
定
。　

　

婚
活
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
い
が
、

「
ま
ち
の
縁
側
施
設
」と
し
て
、

交
流
促
進
の
場
と
し
て
も
活
用

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
整
備
し
た

わ
け
で
あ
り
、今
後
は
、さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
を
、民
間
と
一
体
と

な
っ
て
企
画
し
、引
き
続
き
、場
の

提
供
や
、気
軽
に
参
加
で
き
る
場

づ
く
り
に
努
め
た
い
。

カミムラ

　

 

阿
武
町
版総合

戦
略
に
つ
い
て

　

 「
若
年
女
性
人
口
」を

引
き
込
む
た
め

　

  

引
き
続
き

子
育
て
世
帯
を
支
援

問　
「
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会

の
構
築
」を
め
ざ
す
５
ヶ
年
の

第
２
次
阿
武
町
版
総
合
戦
略
が

最
終
年
を
迎
え
る
。

　
「
選
ば
れ
る
町
を
つ
く
る
」た
め

の
第
１
次
総
合
戦
略
か
ら
、10
年

が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

町
長
は
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て

い
る
の
か
。

町
長　
特
に
、子
育
て
支
援
、定
住

支
援
に
力
を
い
れ
た
こ
と
で
、

転
入
超
過
に
よ
る
社
会
増
や

出
生
数
の
回
復
に
つ
な
が
っ
た
。

　

ま
た
、道
の
駅
阿
武
町
を
中
心

と
し
た
施
設
整
備
は
町
の
新
た
な

魅
力
増
進
に
つ
な
が
り
、地
域
内

経
済
循
環
や
交
流
人
口
・
関
係

人
口
の
増
加
に
寄
与
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
種
を
蒔
い
て
き
た

さ
ま
ざ
ま
な
地
方
創
生
の
各
種

事
業
が
育
っ
て
き
た
と
、一
定
の

手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

問　
新
た
に
策
定
す
る
第
３
次

総
合
戦
略
に
お
い
て
、ど
の
よ
う
な

項
目
、ど
の
よ
う
な
人
々
に
焦
点

を
当
て
て
い
く
の
か
。

町
長　
「
阿
武
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
推
計
で
は
２
０
3
０
年
の
人
口

が
２
千
300
人
程
度
に
な
る
。

　

人
口
減
少
の
基
調
は
今
後
も

続
き
、地
域
づ
く
り
の
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
が
こ
れ
ま
で
ど
お
り
に

機
能
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
る
。

　

人
口
減
少
の
な
か
で
あ
っ
て
も
、

こ
の
町
で
現
に
暮
ら
し
て
い
る
人

が「
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
」「
充
実
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
」を
め
ざ
し
、人
口

維
持
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る

「
若
年
女
性
」へ
の
有
効
な
施
策
を

引
き
続
き
講
じ
る
と
と
も
に
、

町
民
が
主
体
と
な
る
参
加
型
の

町
民
活
動
へ
の
支
援
も
行
う
。

イケダ氏

　

 

体
育
館
の

エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て

　

 

必
要
が
あ
れ
ば

大
型
扇
風
機
を
追
加
す
る

問　
町
立
校
で
は
昨
年
度
よ
り

夏
休
み
期
間
を
短
縮
し
て
の
授
業

と
な
っ
た
。

　

経
緯
と
し
て
保
護
者
に
対
し
て

授
業
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
増
加
し
た

が
無
理
な
く
授
業
日
数
を
確
保

す
る
た
め
、ま
た
環
境
的
な
部
分

で
は
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
が
設
置

さ
れ
て
い
る
か
ら
と
説
明
さ
れ
た
。

　

た
し
か
に
教
室
で
の
授
業
環
境

は
、配
慮
さ
れ
て
い
る
が
、体
育
館

へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は
さ
れ
て

い
な
い
。

　

学
校
で
は
教
職
員
の
方
は
児
童

生
徒
の
体
調
に
気
を
遣
い
授
業
を

行
っ
て
い
る
。

　

特
に
体
育
の
授
業
は
、授
業
内

容
に
加
え
て
休
憩
時
間
や
水
分
補

給
に
気
遣
っ
て
い
る
。

　

体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
設
置
で

健
康
リ
ス
ク
を
低
減
で
き
、授
業

効
率
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
る
。

　

体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は

学
校
施
設
内
の
環
境
整
備
や
児
童

生
徒
の
健
康
や
安
全
を
推
進
す
る

た
め
、文
科
省
か
ら
も
助
成
が

実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

阿
武
町
は
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン

設
置
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
は
過
去
に
検
討
し
た
経
緯

が
あ
る
の
か
問
う
。

教
育
長　
現
在
、阿
武
町
の
学
校

に
お
い
て
は
、普
通
教
室
を
中
心

に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
、体
育
館

で
は
大
型
扇
風
機
を
配
置
し
、

熱
中
症
指
数
計
測
器
で
児
童
生
徒

の
活
動
場
所
の
指
数
を
測
定
し
、

状
況
に
応
じ
、活
動
を
制
限
し
た
り

中
止
し
た
り
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
は
、細
か
な
休
憩
と

水
分
補
給
の
時
間
の
確
保
、屋
外

で
の
帽
子
の
着
用
の
推
進
な
ど
、

多
方
面
に
わ
た
っ
て
細
心
の
注
意

を
払
い
熱
中
症
予
防
に
努
め
て

い
る
。

　

文
部
科
学
省
で
は
学
校
の

熱
中
症
対
策
の
一
環
と
し
て
、

学
校
の
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
な
ど

の
冷
房
設
備
の
設
置
に
つ
い
て

推
進
し
て
い
る
。

　

ま
た
、冷
房
設
備
設
置
や
そ
の

た
め
の
体
育
館
改
修
工
事
に
係
る

経
費
に
対
し
て
も
、国
か
ら
の

補
助
が
あ
り
、補
助
率
は
、令
和

４
年
度
ま
で
の
1/3
か
ら
、令
和

５
年
度
か
ら
７
年
度
ま
で
の
期
間

は
対
象
工
事
費
７
０
０
０
万
円
を

上
限
に
、1/2
に
引
き
上
げ
ら
れ
て

い
る
。

　

な
お
、学
校
の
体
育
館
の
多
く

は
断
熱
性
能
が
確
保
さ
れ
て

お
ら
ず
、体
育
館
と
い
う
広
い

空
間
で
は
冷
暖
房
効
率
が
悪
く
、

文
部
科
学
省
で
は
、体
育
館
本
体

の
建
替
え
や
全
面
的
な
改
修
工
事

の
際
に
断
熱
性
能
を
高
め
、そ
の

上
で
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

補
助
の
要
件
と
し
て
も
、体
育
館

に
断
熱
性
が
あ
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
、そ
の
た
め
、補
助
が
あ
っ
た

と
し
て
も
か
な
り
の
額
の
負
担
が

必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
、

山
口
県
内
の
設
置
率
は
、令
和

４
年
度
の
調
査
で
は
1.1
％
に

留
ま
っ
て
い
る
。全
て
の
学
校
の

体
育
館
に
設
置
し
て
い
る
市
町
は

な
く
、一
部
の
体
育
館
に
設
置
し
て

い
る
の
が
、基
地
関
連
交
付
金
の

あ
る
和
木
町
と
周
防
大
島
町
、

こ
れ
に
田
布
施
町
を
加
え
た
３
町

の
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、学
校
の

各
教
室
な
ど
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

を
す
る
に
あ
た
っ
て
、体
育
館
を

含
め
て
設
置
個
所
の
検
討
を
し
た

が
、そ
の
結
果
、校
舎
内
で
児
童

生
徒
が
過
ご
す
時
間
が
長
い
、

ま
た
は
使
用
頻
度
の
高
い
普
通

教
室
や
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
な
ど
を

優
先
的
に
設
置
し
て
き
た
。

　

現
在
、体
育
館
に
つ
い
て
は
、

大
規
模
な
改
修
が
必
要
に
な
る

こ
と
や
、設
置
後
に
は
電
気

使
用
料
や
維
持
管
理
費
に
つ
い
て

も
高
額
に
な
る
の
で
、設
置
は

見
送
っ
て
い
る
。

　

必
要
が
あ
れ
ば
、大
型
扇
風
機

を
追
加
す
る
こ
と
で
対
応
す
る
。

ヨネツ氏

　

  

防
災
や
災
害
時
の

町
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て

　

 

町
と
し
て
も
備
え
る
が

　

 

町
民一人
ひ
と
り
が

身
を
守
る
た
め
の
備
え
を

問　
「
阿
武
町
地
域
防
災
計
画
」に

よ
る
と
、避
難
場
所
は
、全
域
で

６
ヶ
所
、福
祉
避
難
所
は
４
ヶ
所

と
な
っ
て
お
り
、収
容
人
数
は

４
千
718
人
で
、１
人
当
た
り
２
㎡

の
計
算
だ
が
、こ
の
場
合
、荷
物

ス
ペ
ー
ス
は
あ
る
の
か
。

　

ま
た
、炊
き
出
し
は
３
ヶ
所
で

行
う
と
な
っ
て
い
る
が
、改
定
で

増
や
す
の
か
。

　

ま
た
、炊
き
出
し
施
設
が
使
用

不
能
と
な
っ
た
場
合
の
手
立
て
は

あ
る
の
か
。

　

避
難
所
の
設
置
基
準
は「
土
砂

災
害
や
浸
水
の
な
い
と
こ
ろ
」と

あ
る
が
、奈
古
地
区
の
避
難
所
に

浸
水
の
恐
れ
は
な
い
の
か
。

　

大
雨
の
時
に
郷
川
が
氾
濫
し
た

場
合
の
影
響
は
、ど
の
く
ら
い

な
の
か
。

町
長　
避
難
所
の
人
数
は
最
大

収
容
人
数
で
あ
り
、実
際
に
は
各

避
難
所
で
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
。

　

炊
き
出
し
箇
所
に
つ
い
て
は
、

一
斉
に
使
用
不
能
に
な
る
と
は

考
え
て
い
な
い
。

　

万
が
一
の
時
も
、各
地
区
の

福
祉
施
設
・
公
民
分
館
・
道
の
駅

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
使
用
で
対
応

可
能
と
考
え
て
い
る
。

　

県
が
公
表
し
た
津
波
の
被
害

想
定
で
は
、奈
古
漁
港
で
３
ｍ
で

あ
り
、町
民
セ
ン
タ
ー
の
海
抜
が

6.4
ｍ
、ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
が
13
ｍ

で
あ
り
、高
台
な
ど
へ
の
避
難
を

迅
速
に
行
え
ば
、津
波
の
被
害
は

回
避
で
き
る
。

　

郷
川
の
氾
濫
に
よ
る
避
難
所
の

浸
水
は
、千
年
に
一
度
起
こ
る
か

ど
う
か
の
想
定
で
あ
り
、町
民

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
避
難
所
は
、

使
用
可
能
だ
と
考
え
て
い
る
。

問　
地
震
発
生
時
、避
難
の
際
に

ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
す
こ
と
が

難
し
く
、復
旧
し
て
通
電
し
た
時

に「
通
電
火
災
」が
発
生
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　

こ
の
対
策
と
し
て
、設
置
す
る

こ
と
で
火
災
と
い
う
二
次
災
害
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る「
地
震

ブ
レ
ー
カ
ー
」の
設
置
を
全
て
の

家
に
行
う
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、

町
長
の
意
見
は
。

町
長　
「
地
震
ブ
レ
ー
カ
ー
」は
、

簡
易
タ
イ
プ
の
も
の
は
信
頼
性
が

担
保
で
き
ず
、自
動
で
遮
断
す
る

製
品
は
、工
賃
も
含
め
て
１
基

10
万
円
以
上
も
か
か
っ
て
し
ま
う
。

　

今
後
、法
律
で
義
務
付
け

さ
れ
る
か
も
含
め
て
国
や
県
の

動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

問　
備
蓄
品
に
つ
い
て
、「
防
災

計
画
基
本
編
」に
は「
自
ら
の
身
は

自
ら
守
る
」と
あ
り
、「
３
日
以
上

の
食
料
の
備
蓄
・
非
常
時
の
持
ち

出
し
品
の
準
備
を
」と
呼
び
か
け
て

い
る
。

　

し
か
し
、地
震
な
ど
で
持
ち

出
せ
な
か
っ
た
場
合
を
考
え
る
と
、

避
難
所
の
備
蓄
品
目
・
数
量
が

少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、女
性
視
点
で
の
備
蓄
品

を
増
や
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

Ｔ
Ｋ
Ｂ
と
い
う
言
葉
が
あ
り
、

Ｔ
は
ト
イ
レ（
国
際
基
準
で
は

20
人
に
１
つ
、か
つ
、男
女
比
は
１

対
３
）、Ｋ
は
キ
ッ
チ
ン（
温
か
い

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
の

提
供
）、Ｂ
は
ベ
ッ
ド（
床
か
ら

30
㎝
以
上
で
一
人
あ
た
り
3.5
㎡
）

と
な
っ
て
い
る
。

　

阿
武
町
で
も
Ｔ
Ｋ
Ｂ
を
考
慮

し
た
備
蓄
を
す
る
べ
き
で
は
。

町
長　
現
在
、想
定
さ
れ
て
い
る

地
震
を
引
き
起
こ
す
活
断
層
の

動
き
は「
千
年
か
ら
数
千
年
以
上

に
一
度
」と
言
わ
れ
て
お
り
、こ
れ

に
対
応
し
て
の
備
蓄
は
無
理
が

あ
る
。

　

あ
る
程
度
は
町
で
備
蓄
す
る
が
、

ま
ず
は
町
民
自
ら
用
意
す
る
こ
と

が
原
則
と
考
え
る
。

問　
阿
武
町
に
お
け
る
水
道
管
の

耐
震
化
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長　
水
道
管
の
耐
震
化
は
、

全
長
５
万
７
千
623
ｍ
の
う
ち
の

１
千
12
ｍ
、1.8
％
に
留
ま
っ
て
い
る
。

問　
防
災
に
関
す
る
機
関
と
し
て

「
阿
武
町
防
災
会
議
」が
あ
る
が
、

こ
の
う
ち
、専
門
知
識
を
持
っ
た

委
員
は
何
人
か
。

　

ま
た
、女
性
委
員
の
人
数
は
。

町
長　
「
阿
武
町
防
災
会
議
」の

メ
ン
バ
ー
は
各
課
の
長
な
ど
で

あ
り
、ど
の
委
員
も
高
い
専
門

知
識
を
持
っ
て
い
る
。

　

委
員
が
充
て
職
で
あ
る
都
合
上
、

女
性
委
員
を
確
保
す
る
と
い
う

考
え
に
は
馴
染
ま
な
い
が
、防
災

計
画
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、

女
性
や
高
齢
者
に
配
慮
し
た
計
画

を
立
て
る
も
の
と
し
て
い
る
。

マツダ氏

定
住
促
進
条
例
の

一部
を
改
正
す
る
条
例

問　
一
部
を
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨

で
支
払
う
と
い
う
こ
と
だ
が
、

町
民
の
利
便
性
向
上
な
ど
、利
用

可
能
箇
所
や
方
法
の
拡
充
、家
族

間
で
の
ポ
イ
ン
ト
の
分
け
合
い
が

で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
令
和
６

年
度
も
商
品
券
の
配
布
事
業
を

行
う
が
、使
用
方
法
の
拡
充
や
、

ア
プ
リ
の
簡
便
化
な
ど
、町
民
の

要
望
と
、そ
れ
に
対
す
る
事
務
量

や
手
数
料
な
ど
費
用
対
効
果
も

考
え
な
が
ら
改
善
を
進
め
た
い
。

介
護
保
険
条
例
の

一部
を
改
正
す
る
条
例

問　
３
年
に
一
度
の
介
護
保
険
料

の
見
直
し
に
伴
う
保
険
料
の
改
定

と
階
層
の
見
直
し
に
伴
う
一
部

改
正
だ
が
、町
民
の
保
険
料
負
担

は
ど
う
な
る
の
か
。

健
康
福
祉
課
長　
町
で
は
、所
得

の
低
い
層
の
介
護
保
険
料
が

下
が
る
よ
う
に
調
整
す
る
。

　

ま
た
、介
護
保
険
料
の
基
準
額

に
つ
い
て
は
県
か
ら
示
さ
れ
た

月
額
６
千
780
円
に
対
し
５
千
950
円

と
、で
き
る
限
り
基
準
額
を

下
げ
た
。

問 

基
準
額
は
昨
年
よ
り
月
100
円

が
上
が
っ
て
い
る
が
、も
っ
と
下
げ

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

健
康
福
祉
課
長 

町
民
の
負
担
増

は
避
け
た
い
が
、介
護
サ
ー
ビ
ス

の
報
酬
が
不
足
す
る
こ
と
が

あ
っ
て
も
い
け
な
い
。

　

県
の
基
準
額
の
提
示
に
対
し
、

ど
う
に
か
や
り
く
り
し
て
、基
準
額

で
６
千
円
を
切
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
こ
は
ど
う
に
か
理
解
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

採
決
の
結
果
、賛
成
５
人
、反
対

１
人
と
な
り
、可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
た
。

令
和
５
年
度 

一般
会
計

補
正
予
算（
第
５
回
）

問　

人
生
100
年
時
代
づ
く
り

地
方
創
生
ソ
フ
ト
事
業
の
内
容
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
暮
ら
し

の
技
を
学
ぶ
た
め
、「
こ
の
町
で

生
き
て
い
く
こ
と
が
少
し

楽
し
く
て
ち
ょ
っ
と
自
慢
し
た
く

な
る
事
業
」と
銘
打
っ
て
、半
日

キ
ャ
ン
プ
な
ど
、町
民
の
体
験
研
修

を
行
っ
た
。

令
和
６
年
度 

一般
会
計
予
算

問　
地
域
づ
く
り
団
体
活
動
支
援

事
業
補
助
金
は
、ど
う
い
っ
た

団
体
や
活
動
が
対
象
に
な
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
地
域

課
題
の
解
決
や
地
域
活
性
化
な
ど
、

住
民
団
体
の
主
体
的
な
活
動
を

補
助
す
る
も
の
だ
が
、集
落
再
生

交
付
金
な
ど
、活
動
規
模
や
内
容

に
よ
り
、対
象
と
な
る
交
付
金
が

色
々
あ
る
た
め
、担
当
課
に
相
談

し
て
ほ
し
い
。

問　
ひ
だ
ま
り
の
里
改
修
工
事
の

内
容
は
。

健
康
福
祉
課
長 

玄
関
ア
プ
ロ
ー
チ

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
割
れ
て

浮
い
て
お
り
、つ
ま
ず
き
や
す
く
、

車
い
す
の
通
行
に
も
支
障
が
あ
る

た
め
、改
修
工
事
を
行
う
。

問　
診
療
施
設
等
設
計
委
託
料

に
つ
い
て
、診
療
所
の
設
置
予
定

場
所
な
ど
の
詳
細
は
。 

町
長　
場
所
は
、診
察
を
受
け
た

際
に
、薬
局
や
、買
い
物
場
所
も

近
い
な
ど
の
利
便
性
を
考
慮
し
、

現
在
、山
口
銀
行
の
あ
る
周
辺
で

考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、診
療
科
や
診
療
体
制
に

つ
い
て
は
、現
在
、山
口
大
学
の

医
学
部
長
に
も
相
談
に
乗
っ
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、診
療
所
の

規
模
な
ど
も
含
め
て
考
え
て
い
く
。

　

地
域
医
療
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と

な
る
よ
う
に
考
え
て
い
き
た
い
。

行
財
政
改
革
等

特
別
委
員
会

３
月
14
日 

開
催松田  穣 委員長

まつだ 　 みのる
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まつなが　　しげき

阿武町
教育委員会

派遣社会教育
指導主事の
転出・着任

　３年間、大変お世話になりました。
　スイムラン・For the Townプロジェクト・家庭教育支援チーム・
スポーツの推進・文化ホール事業・こどもミライプロジェクト等 、々学校
の現場では経験できないことにたくさん携わらせていただきました。
　阿武町での経験を学校現場でも生かしていきたいと思います。
　社会教育・社会体育を進めていく中で、かかわり、つながった
すべての方に感謝申し上げます。
　ありがとうございました。　　　　

　下関市立桜山小学校　教頭　松永　茂樹

転 出 ）付日13月３（ 

4月 1日　阿武町に新たな教育長

　この度、一身上の都合により、
3月31日付で教育長を退任いたし
ました。
　4年半の在任中には、数年に
わたる新型コロナウイルスの感染
拡大により、教育の推進に困難な
局面もございました。

　しかし、町民のみなさまを始め、多くの関係者の
みなさまからご支援をいただくことで乗り切ることが
でき、阿武町教育委員会の教育目標である、「町の力と
なる人づくり」の達成に向けて、微力ながら務めを
果たすことができ、心から感謝申し上げます。
　誠にありがとうございました。
　現代は、少子高齢化という大きな問題を抱える中で、
ＩＣＴやＡＩの急速な進展、さらにはグローバル化、
ＳＤＧｓ、ＬＧＢＴＱ＋などによって社会の仕組みや
制度が大きく変化する先の見通せない予測不能な時代
となっています。
　そのような中、教育も大きな転換期にあると言えます。
　阿武町においても、新教育長の下で新たな視点での
教育が推進されるものと存じます。
　今後とも阿武町教育に支援いただきますようお願い
いたしまして、退任のごあいさつといたします。

　

　　　　　　　　　　

　

前 阿武町教育長

　能野 祐司　退任のごあいさつ
新 阿武町教育長

　網本 徳文　新任のごあいさつ
のうの　　　 ゆうじ あみもと　 　なるふみ

　この度の人事異動で、阿武町教育委員会に派遣社会教育主事として着任しました。
　私は萩市の出身ですが、ケーブルテレビや広報紙などで、阿武町のイベントや学校、園の様子を
よく拝見しており、阿武町には「元気な町」というイメージを強くもっています。
　そんな「元気な町、阿武町」の皆さんと、社会教育をとおして、子どもも大人も楽しめるような
活動を一緒につくって行けたらと思います。
　私自身、阿武町についてさらに学びながら取り組んでまいりますので、どうぞよろしく
お願いします。

守永　弘志
（前任校　萩市立椿東小学校）

着 任 ）付日１月４（ 

もりなが　  ひろし

教育委員会　☎2-050111

　　この度、能野祐司前教育長のご勇
退に伴い、後任として教育長の職を拝
命しました。私は縁あって阿武町に定
住することになり、以来30年以上阿
武町にお世話になっています。

　　　　　　　　　　その間、教員として様々な地域で教
育の仕事に携わり、令和４年度末を

もって定年退職をしましたが、最後まで阿武町の学校に勤
務する機会がなかったことを大変残念に思っていました。
　ところが、この度、教育長としてお世話になった阿武町
の教育行政に、微力ながら貢献できる機会をいただいたこ
とを大変うれしく思っています。と同時に、その責任の重
さに身が引き締まる思いです。
　ライフスタイルや価値観が多様化し、様々なベクトルが
同時に存在し交錯する世の中で、阿武町の宝である子ども
たちをいかに育てていくのか、地域のスポーツや文化活動
をいかに持続していくのかなど、課題は山積みですが、教
育に熱心で協力的な地域の強みを最大限に生かした阿武町
ならではの教育を展開し、小さい阿武町から大きな教育成
果を県内外に向けて発信していきたいと考えています。
　最後に、町民のみなさまのご指導とご鞭撻、ご理解とご
協力を賜りますようお願いし、就任のごあいさつとさせて
いただきます。



就業支度金

結婚新生活支援補助金

結婚祝金
男女ともに町内で暮らし、住み続ける意思のある
方が結婚された場合、町からあぶPAY10万Pの
「祝金」を贈ります！

夫婦ともに39歳以下で
世帯所得500万円未満の
新婚世帯に、住宅取得・
賃貸・引っ越し・住宅リフォームの
費用を補助します！（上限30万円）

家賃補助金
新たにＵ・Ｉターン世帯が町内の賃貸住宅に入居された場合、
家賃の２分の１の額を、２年間補助します！（上限：月２万円）

住宅取得補助金
１．基本補助金　　　
　①～④のいずれかの方が住宅を取得された場合、対象経費の10分の１の額を補助
　【①新婚世帯】　【②子育て世帯】　【③Ｉターン者】　【④Ｕターン者（65歳未満）】
　　　(１) 新築住宅取得（150万円が上限）　　(２) 中古住宅取得（30万円が上限）
２．加算補助金　
　　　(１) 町内業者の施工で新築住宅を取得された場合は、基本補助金に50万円を加算
　　　(２) 町の分譲宅地を購入し住宅を新築された場合は、基本補助金に30万円を加算

空き家リフォーム補助金
１．リフォーム　
　町の空き家バンク登録物件に、50万円以上のリフォームを行った場合
　　　（１）町内建築業者の場合 …… 補助対象経費の２分の１の額を補助（上限100万円）
　　　（２）町外建築業者の場合 …… 補助対象経費の２分の１の額を補助（上限75万円）　　
２．不要物の撤去補助金　
　町の空き家バンクに登録された物件の不要物撤去を、町内の業者に委託して10万円以上の
　一般廃棄物処理を適正に行った場合、補助対象経費の２分の１の額を補助（上限30万円）

町内で暮らしている方が新卒で就業
された場合、「支度金」を交付します！
　（１） 町内就業　　　  あぶPAY10万P
　（２） 町外就業（通勤）  あぶPAY5万P
新たに農林水産業に就業された場合
にも「支度金」を交付します！
　　　　　　　　　あぶPAY10万P＋10万円

阿武っ子出産祝金
町民の方の出産時に、「祝金」を贈ります！
　（１） 第１子　　 あぶPAY10万P＋10万円
　（２） 第２子　　 あぶPAY10万P＋20万円
　（３） 第３子　　 あぶPAY10万P＋40万円
　（４） 第４子以上   あぶPAY10万P＋90万円

双方が29歳以下の場合は上限60万円

定住意思のある65歳未満の方が、
就業のためにＵターンされた場合、
奨励金を交付します！
　　単身世帯：あぶPAY10万P
　　家族世帯：あぶPAY10万P＋10万円

Uターン奨励金

定住意思のある方がＩターンされた
場合、奨励金を交付します！
　　単身世帯：あぶPAY10万P
　　家族世帯：あぶPAY10万P＋10万円

Iターン奨励金 Ｕ・Ｉターンともに中学生以下１人につき
10万円を加算します！（上限30万円）

◆
定
住
奨
励
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、い
く
つ
か
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。申
請
に
あ
た
っ
て
は
、事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課 

☎
２‐

３
１
１
１

定住奨励金
令和6年4月1日より定住奨励金の交付金額の一部が、
デジタル地域通貨「あぶPAY」のポイントで交付されま
す。

新生活のスタートは阿武町で！
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令和６年度 令和７年度 令和８年度

❶土日や祝日の活動を、順次、
　「地域クラブ」に移行する。
　（土日の活動はどちらか１日）
❷平日に教員が指導する活動は
　９月から週３日以内とする。

❶休日は「地域クラブ」に移行。
❷年度末までに、休日の活動を
　移行できない部は翌年度から
　休日の活動は行わない。
　（教員引率での大会参加は可）
❸平日に教員が指導する活動は
　９月から週２日以内とする。

休日の部活動の「地域クラブ」への移行

平日の部活動の縮小

令和６年9月から平日の部活動は週３日以内 令和７年９月から平日の部活動は週２日以内

完全
移行

休日の完全移行

４月から休日の部活動終了

９月から
部活動終了

阿武町教育委員会 ☎2-0501

　《予約電話番号》　☎ 080-1036-5630
　《運行時間》 ）間時別特は時８～時６後午、ちう（ 時８後午らか時８前午　

　《 料 　金 》　通常時間　地区内：300円　　地区外：500円
　　　   　 　　特別時間　地区内：400円　　地区外：700円
　　　福祉交通券対象者　地区内：200円　　地区外：300円

　《予約電話番号》　☎ 090-3055-7572 
　《運行時間》　午前６時から午後８時
　　　　　　　　（うち、午前６時～８時 および 午後６時～８時は特別時間）

　《 料 　金 》　通常時間　地区内：300円　　地区外：500円
　　　   　 　　特別時間　地区内：400円　　地区外：700円
　　　福祉交通券対象者　地区内：200円　　地区外：300円

　《予約電話番号》　☎ 080-8029-7564
　《運行時間》　午前７時～午後８時 
　　　　　　　　（うち、午前７時～８時 および 午後６時～８時は特別時間）
　《 料　 金 》　通常時間　地区内：300円　　地区外：500円
　　　　  　  　特別時間　地区内：400円　　地区外：700円
　　　福祉交通券対象者　地区内：200円　　地区外：300円

4月１日より阿武町デマンド型交通
福祉交通券対象者の料金が引き下げになりました

なごやか便

福賀コミュニティ交通
ふくすけ便

宇田ふれあい便

まちづくり推進課 ☎2-3111

※前日までの受付（午前８時～午後５時）

※前日までの受付（午前９時～午後４時）

阿武町における
中学校 部活動の地域移行に向けて
　学校教育の質の充実や、教育現場の環境改善、スポーツや文化活動に継続して親しむことが
できる機会の確保を図るために国が進めている学校部活動の地域移行の方針を受けて、阿武町
では、学校、ＰＴＡ、地域スポーツ団体の代表者らによる「阿武町部活動の地域移行推進協議会」
を令和６年３月に開き、近隣市町などの実情に照らし合わせた、阿武町における中学校の部活動
地域移行に向けた方針を策定しました。
　令和８年度の夏季休業開始日を期限に、地域における中学生のスポーツ・文化活動の受け皿
となる「地域クラブ」への完全移行を、今年度から段階的に推進してまいります。
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医師・齋藤 瑛 先生に 厚生労働大臣賞
さいとう　  あきら

齋藤医院 院長
阿武福祉会 理事長

　齋藤医院 院長の齋藤 瑛 先生（81）が、先の
中国地方医療功労賞に続き、全国で特に功
績が顕著な10名に選ばれ、厚生労働大臣か
ら賞状を授与されたのち、天皇・皇后両陛下
に拝謁されました。
　「医療功労賞」は、読売新聞社が主催する
顕彰事業で、過疎地域や被災地などで地域
に密着した活動を続けられてきた医療福祉
関係者を表彰するものです。

〝町民のためにやらなければならないこと
をやってきただけで、特別なことをしてきた
という意識はありません。
　これからも町と協力しながら町民のため
に尽力していきたいと思います。〟

さいとう  あきら

令和６年度
入園・入学式

それぞれの新入生
・みどり保育園　：19人
・阿武小学校　　： ９人
・福賀小学校　　： ２人
・阿武中学校　　：17人
・萩高校奈古分校：15人
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地域おこし協力隊　佐藤 龍助 さん 卒業

　

3
月
27
日（
水
）に
A
B
U
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド
で

「
鹿
島
上
陸
大
作
戦
」
と
題
し
て
交
流
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
、
阿
武
町
の
中
学
3
年
生
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
中
学
校
を
卒
業
し
た
子
ど
も
達
に
、

ふ
る
さ
と
阿
武
町
で
の
思
い
出
作
り
に
と
、
A
B
U
キ
ャ

ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド
が
主
催
し
、
地
元
の
観
光
団
体(

一
般

社
団
法
人)

あ
ぶ
ナ
ビ
に
よ
っ
て
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
が
行
っ
た
こ
と
の
な
い
鹿
島
へ

渡
り
、
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
や
島
内
探
検
を
体
験
し
た
ほ
か
、

キ
ャ
ン
プ
場
で
は
、地
元
の
食
材
を
使
っ
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

や
、ア
ウ
ト
ド
ア
ゲ
ー
ム
「
モ
ル
ッ
ク
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
み
ん
な
で
思
い
出
が
で
き
た
」
と
の

声
も
聞
か
れ
、
仲
間
と
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

し
た
。

鹿島上陸大作戦！

阿武町の皆様へ
　2021年8月から2年8ヶ月間、大変お世話になりました。
　この間、縁もゆかりもない地に来た私を温かく迎え入れてくださり、本当
にありがとうございました。阿武町に来なければ出会うことのできなかった
方々や、見ることのできなかった景色、すべてが私にとって大切な財産と
なりました。
　この度、阿武町を離れることになりましたが、これからも何らかの形で
お付き合いできたらと思っております。皆様のお元気な様子を知ることが
できると嬉しいです。
　最後に、皆様の健康と幸せを心からお祈り申し上げます。
　またいつかお会いできる日を楽しみにしています。お体にお気をつけて、
これからもどうぞお過ごしください。心から感謝を込めて。

　令和 3年 8月から、「町の地域・食材・生産者の魅力を発信すること」を
ミッションとして着任し、令和 6年 3月に卒業されました。
　前半は、店長として ABU キャンプフィールド内の「SUNbashiCAFÉ
（サンバシカフェ）」の立ち上げに尽力され、後半は「あぶの恵み」の
特産品開発や観光 PRなどに取り組まれました。

大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た

さとう　 りゅうすけ

鹿島神社の鳥居の前で、ハイチーズ！☆

打
ば
て

響
く
ピ
カ
ピ
カ
の
１
年
生花田 憲彦 町長

はなだ　 のりひこ

　

４
月
８
日
、町
内
の
小
・
中
学
校
で
入
学
式
が

あ
り
ま
し
た
が
、新
入
生
は
、阿
武
小
９
人（
昨
年

11
人
）、福
賀
小
２
人（
昨
年
０
人
）、阿
武
中
17
人

（
昨
年
21
人
）で
し
た
。

　

対
象
と
な
る
新
入
児
童
・
生
徒
は
、小
学
校
が

平
成
29
年
と
30
年
生
ま
れ
、中
学
校
が
、平
成

23
年
と
24
年
生
ま
れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

印
象
に
残
っ
た
の
は
、小
学
校
の
入
学
式
で
す
。

　

真
新
し
く
、ず
い
ぶ
ん
大
き
め
な
制
服
を
着
た

新
１
年
生
が
、保
育
園
の
卒
園
式
の
時
と
は

ま
た
違
っ
て
、緊
張
し
た
中
に
も
凛
々
し
い

面
持
ち
で
式
に
臨
む
姿
は
、と
て
も
新
鮮
で

微
笑
ま
し
い
も
の
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、実
は
、阿
武
町
の
出
生
者
数
は
、

平
成
28
年
度
か
ら
令
和
３
年
度
ま
で
の
６
年
間
、

一
桁
が
続
き
ま
し
た
。（
平
成
28
年
度
９
人
、29
年

度
９
人
、30
年
度
８
人
、令
和
元
年
度
４
人
、2
年

度
５
人
、3
年
度
８
人
）

　

従
っ
て
、今
後
、若
干
の
増
減
は
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、小
学
校
へ
の
入
学
者
は
、令
和

10
年
度
ま
で
一
桁
が
続
く
こ
と
に
な
り
、そ
の

時
の
小
学
生
の
総
員
は
40
数
人
と
、と
て
も

寂
し
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
は
地
域
の
宝
で
あ
り
、町
の
活
力
の

源
泉
で
す
。

　

こ
こ
に
き
て
、本
町
の
出
生
者
数
も
、令
和

４
年
度
が
12
人
、５
年
度
が
17
人
と
、回
復

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

ピ
カ
ピ
カ
の
１
年
生
の
顔
が
一
人
で
も
多
く

見
ら
れ
る
よ
う
に
、町
と
し
て
も
、い
ま
以
上
に

努
力
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
、想
い
を

新
た
に
し
た
入
学
式

で
し
た
。

町長
コラム
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か
な
え

３/27 家族経営協定調印式にて
德永和哉氏が藤井にじいろ農園に就農

　

令
和
６
年
４
月
よ
り
、
德
永
和
哉
氏
が
藤
井
に
じ
い
ろ
農
園
に
就
農
さ
れ
る

こ
と
を
機
に
、
阿
武
町
農
業
委
員
会
や
町
立
会
い
の
下
、「
家
族
経
営
協
定
」

の
調
印
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

德
永
和
哉
氏
は
令
和
５
年
３
月
よ
り
山
口
県
立
農
業
大
学
校
の
担
い
手
養
成

研
修
の
受
講
を
開
始
し
、
ぶ
ど
う
栽
培
に
関
す
る
技
術
や
知
識
を
修
得
し
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
４
月
よ
り
妻
の
加
菜
恵
さ
ん
の
両
親
で
あ
る
藤
井
聖
博
・
富
美
子

氏
の
元
に
就
農
し
ま
し
た
。

　

当
面
は
、
藤
井
氏
か
ら
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
等
の
栽
培
技
術
を
修
得
し
な
が
ら

新
た
に
ブ
ド
ウ
の
栽
培
に
も
取
り
組
む
予
定
と
し
て
お
り
、
５
年
以
内
に
は

藤
井
氏
か
ら
事
業
継
承
を
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

ふ
じ
い
き
よ
ひ
ろ　
　

ふ
み
こ

とくなが　かずや

オープン２周年
記念イベントも大盛況！

『ソトコト』 編集長

指出 一正 氏
さしで　 かずまさ

阿武町の近況は
YouTubeで！

一正　氏をゲストに招いて、第一次
産業の担い手や道の駅スタッフなど、
多くの人にマイクを渡し、「一日海士
体験」や「森里海の市」など、それぞれ
携わった体験プログラムを語りました。

＊
出氏は、「いろんな分野の人
が活躍しながら、まちづくり

に携わるという、理想的な循環が
生まれています。近年よく言われる
『ウェルビーイング（幸福）』とは、
誰もが『ゴキゲン』に関わり合って
いる阿武町の姿
そのもの。小さな
町に、人の魅力が
ギュッとつまって
います」と阿武町
を評価しました。

　　　　　　

念行事として、「まちの縁側
交流会」と銘打ったトーク

イベントも開催。地方創生やライフ
スタイルなどを扱うSDGｓマガジン
『ソトコト』の編集長で、「関係人口」
という言葉の生みの親である、指出

ウトドア体験を通して阿武町
の豊かな森・里・海の恵みを

伝える拠点施設「ABUキャンプ
フィールド」は、今年３月でオープン
２周年を迎えました。
　３月１５～17日の３日間、２周年を
祝う記念イベントを催し、豆腐づくり
や漁船クルージング、チェーンソー
での伐倒体験など、阿武町の第一次
産業や、特産品などを味わう体験
プログラムの数々を提供しました。

ア

記
さしで

かずまさ

指16
日
夜
に
は
打
ち
上
げ
花
火

所
狭
し
と
並
ぶ 

色
と
り
ど
り
の
テ
ン
ト

　家族経営協定とは、家族
単位で農業を営む経営体に
おいて、経営主だけでなく、
配偶者や後継者などが意欲
とやりがいをもって、主体
的に参画できる魅力的な農
業経営を目指し、経営方針
や役割分担、働きやすい就
業環境などについて家族間
の十分な話し合いに基づき
取り決めるものです。

３月 21 日には、花田町長に
対し、「やまぐち就農支援塾」
で１年間研修を受けたこと
を報告し、町長から激励の
ことばと記念品が贈られま
した。
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全国健康保険協会 山口支部  保健グループ ☎083-974-1501

　「全国健康保険協会（協会けんぽ）」では、加入する40～74歳のご家族（被扶養者）を対象に
特定健診を実施しています。（基本的な健診は最大7,150円の費用補助）
　対象者には４月上旬に、協会けんぽからご自宅あてに、受診券をお送りしています。
　受診可能な健診実施機関・費用については、同封の案内文書でご確認ください。
　なお、受診の際は、事前に健診実施機関にご予約のうえ、受診券と健康保険証を忘れずに
お持ちください。

祝！ 100歳長寿
吉岡　ハマヨさん

 （清光苑）  

大正13年３月20日
生まれ

よしおか

阿武町介護人材取得等助成金
　町内の介護サービス事業所等に勤務し、介護業務に従事する方（入職予定の方）に研修受講
および資格取得に要する費用の一部を当該年度予算の範囲において助成します。

２　助成金対象者　※以下の要件をすべて満たす方
・阿武町内の介護サービス事業所等に「介護職」として勤務している方または入職予定の方
・研修受講等を終えた後も、阿武町内の介護サービス事業所等にて、阿武町内居住者は1年以上、阿武町外
　居住者は2年以上継続して勤務する意思のある方
・町税等の滞納がない方（住所地において）
・他の類似する助成金、補助金、貸付金等を重複して受給（申請）していない方

健康福祉課　☎2-3115

１　助成金の種類 

研修受講等 助成対象経費 助成限度額

①介護職員初任者研修
入学料、受講料、教材費、修了試験受験料の実額 
（※交通費、参考図書代、コピー代等を除く） 

50,000 円 

②介護福祉士実務者研修 80,000 円 

③介護福祉士国家試験 受験料の実額（※交通費、参考図書代等を除く） 15,000 円 

柳井　シヅ子さん （宇田浦）  
 大正13年４月３日生まれ

やない こ

３　その他
・受講前または受講開始後30日以内（国家試験は受験前日）までに申請してください。
・助成金の申請は、年度に関わらず助成金の区分毎に１人１回のみです。
・年度内に複数の種類の助成金の申請をする場合は、助成限度額が合計95,000円になります。
・本助成金は、スキルアップを目的としておりますので、
　国家試験の合否に関わらず助成します。

現在、高齢者施設へ入所されて
おり、ご家族の方へ100歳の記念
品をお届けしました。
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緑色（Ａ４）

▼がん検診受診券
　（20歳以上女性・40歳以上男性）

▼特定健診受診券
　（国民健康保険の方）

▼後期高齢者健診受診券
　（75歳以上の方）

緑色（Ａ４） ピンク色（Ａ５） オレンジ色（Ａ４）

５月上旬に送付

集団健診 今年度も完全予約制で行います。
本庁や支所へお申し込みください。 WEB予約もできます！（受付期間内にご予約ください）➡

日付
6月   6日(木)
6月   8日(土)
6月12日(水)
6月14日(金)
11月23日(土)

予約受付期間

5月   7日（火）～   5月24日（金）

9月   2日（月）～11月   8日（金）

場所

町民センター（奈古）

のうそんセンター（福賀）
ふれあいセンター（宇田郷）
町民センター（奈古）

個別健診 健診の開始時期は、医療機関によって異なる場合があります。事前に医療機関に
お問い合わせください。（医療機関などの詳細は健診のしおりP.8～9参照）

令和6年５月7日（火）～令和7年２月28日（金）まで

緑の封筒で送付します！

健康習慣❶
　みんなで
　　　実践！

令和6年度 住民健診 始まります！
～受診1日で安心な1年を～

▼健診のしおり

広報４月号と同送

令和６年度の主な変更内容

18歳から対象18歳から対象

【問い合わせ】健康福祉課：2-3113 

※詳細は健診のしおりをご参照ください。

職場などで健診を受ける機会のない国保外の方も、
20歳から若者健診が受けられるようになりました。
受診を希望される方は受診券を発行しますので下記
までご連絡ください。

対象を大幅に拡大し、18～70歳まで歯周疾患検診
が受けられるようになりました。

若者健診（国保外） 歯周疾患検診

～対象者を拡大しました～

集団 個別
対象年齢 18歳以上 18～70歳
料　　金 無料

検査内容 ●歯科健診、歯みがき指導など
※集団では口腔粘膜疾患の検査も行います

集団・個別
対象年齢 20～39歳 
料　　金 1,000円

検査内容 血液検査、尿検査、身体測定、
血圧測定等

20歳から対象

18

20歳から対象 18歳から対象



◆支給対象
　　令和5年度住民税均等割のみ課税世帯 …… 令和５年12月１日に住民登録があり、　
　　　　　　　　　　　　　　世帯全員の令和５年度の住民税均等割のみが課税されている世帯
　　　　　　　　　　　　　　ただし、「世帯全員が住民税課税者から扶養されている世帯」は対象外です。

◆支給額
　　給付の対象となる１世帯あたり10万円（１回のみ）
◆申請手続き　 
　　１．住民税均等割のみ課税されている世帯
　　　　対象世帯に対して「確認書」を送付します。
　　　　確認書記載事項の項目を確認いただき、必要事項をご記入の上、返送していただくようになります。

　　２．対象外ではないが「確認書」が届かない世帯（未申告者や令和5年1月2日以降の転入者を含む世帯など）
　　　　申請が必要です。まずは健康福祉課にご相談ください。
　　　　　　　　　　　※返送・申請期限：令和６年７月31日

均等割のみ課税世帯分物価高騰対応支援給付金
物価高騰による負担増を踏まえ、令和5年度住民税均等割のみ課税されている世帯に対し、支援給付金
（1世帯あたり10万円）を支給します。

健康福祉課 福祉保険係　☎2-3115

こども加算のご案内

◆加算支給対象
　　住民税非課税（所得割・均等割）世帯かつ加算対象児童を扶養していること
　　　　　　　　　　　　　　　　　…… 令和５年12月１日に住民登録があり、　世帯全員の令和５年度の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 住民税が「所得割・均等割ともに」非課税であること。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ただし、「世帯に住税課税者から扶養されている方がいる場合や
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 他市町ですでに本給付金を受けた世帯員がいる場合は」は対象外です。

◆加算支給児童
　　給付金対象世帯の世帯員で、同一世帯内で扶養されている18歳以下の児童
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成17年4月２日生まれ以降の児童）

◆加算支給額
　　児童１人につき５万円

◆申請手続き　 
　　１．住民税非課税（所得割・均等割）世帯
　　　　対象世帯に対して「確認書」を送付します。
　　　　確認書記載事項の項目を確認いただき、必要事項をご記入の上、返送していただくようになります。

　　２．対象外ではないが「確認書」が届かない世帯　　
　　　　申請が必要です。まずは健康福祉課にご相談ください。
　　　　　　　　　　　　※返送・申請期限：令和６年７月31日

電力ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金、物価高騰対応支援給付金

この給付金は、「電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金、物価高騰対応重点支援給付金（1世帯
につき3万円＋7万円）」の対象世帯において同一世帯内で扶養されている18歳以下の児童がいる場合、
児童1人につき５万円を上乗せして支給するものです。※給付金を受給するためには、手続きが必要です。

健康福祉課 福祉保険係　☎2-3115

※５月中に「確認書」を発送予定です。

※５月中に「確認書」を発送予定です。
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３
／

６ 
メ
ン
ズ
キ
ッ
チ
ン
３
月
講
座
・
閉
講
式

　

令
和
５
年
度
最
後
の
講
座
と
な
っ
た
メ
ン
ズ
キ
ッ
チ
ン
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
春
野
菜
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
で
、新
玉
ね
ぎ

と
牛
肉
の
ス
タ
ミ
ナ
炒
め
、あ
さ
り
と
春
野
菜
の
ス
ー
プ
を

お
か
ず
に
、体
を
温
め
、免
疫
力
を
高
め
る

し
ょ
う
が
の
混
ぜ
ご
飯
を
作
り
ま
し
た
。

　

新
玉
ね
ぎ
の
ス
タ
ミ
ナ
炒
め
を
作

り
始
め
る
と
、町
民
セ
ン
タ
ー
館
内
に
、

に
ん
に
く
の
良
い
香
り
が
広
が
り
、早
く

も
食
欲
が
全
開
に
。

　

あ
さ
り
と
春
野
菜
の
ス
ー
プ
は
、あ
さ
り
と
野
菜
の
旨
み

が
出
て
良
い
味
と
な
り
、し
ょ
う
が
混
ぜ
ご
飯
は
炊
飯
器
か
ら

出
汁
と
し
ょ
う
が
の
良
い
香
り
が
出
て
、程
よ
い
醤
油
ベ
ー
ス

の
味
付
け
と
な
り
、と
て
も
お
い
し
い
定
食
が
で
き
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
は
、コ
ロ
ナ
前
の
活
動
水
準
に
戻
り
、年
６
回

の
講
座
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
も
楽
し
く
・
お
い
し
く
・
和
気
あ
い
あ
い
と

で
き
る
講
座
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

メ
ン
ズ
キ
ッ
チ
ン
で
は
、学
級
生
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

少
し
で
も
興
味
の
あ
る
方
、一
緒
に
料
理
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
？
お
問
い
合
わ
せ
は
、中
央
公
民
館
☎
２―

２
０
４
４
ま
で
。

３
／

24 

奈
古
婦
人
会
総
会

　

奈
古
婦
人
会
で
は
、令
和
５
年
度
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
の
事
業
報
告
・
決
算
報
告
や

令
和
６
年
度
の
事
業
計
画
・
収
支
予
算
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
、全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、小
田
武
之
さ
ん
を
お
招

き
し
、「
人
生
楽
し
く
」と
題
し
て
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
お
話
い
た
だ

き
、マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
も
披
露
さ
れ
、盛
会

の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

３
／

15
〜
21 

福
賀
サ
ー
ク
ル
活
動　

ス
テ
キ
発
表
展
示
会

　

福
賀
婦
人
会
で
は
、学
び
の
活
動
を
続
け
て
い
く
生
涯
学
習

の
一
つ
と
し
て
、様
々
な
サ
ー
ク
ル
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、そ
の
学
習
の
成
果
と
し
て
各
教
室
の
活
動
内
容
や

作
品
の
展
示
が
、の
う
そ
ん
セ
ン
タ
ー
営
農
研
修
室
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
の
は
①
編
み
物
教
室

②
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室
③
染
め
物
教
室

④
絵
手
紙
教
室
⑤
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室

⑥
着
付
け
教
室
⑦
３
Ｂ
体
操
教
室

⑧
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
の
８
サ
ー
ク
ル

で
、
部
屋
全
体
に
躍
動
感
あ
ふ
れ
る

活
動
写
真
や
形
良
く
艶
や
か
な
作
品

が
飾
ら
れ
、
多
く
の
来
場
者
に
喜
ば
れ

ま
し
た
。

３
／

23 

阿
武
町
出
前
講
座

　

高
齢
化
の
進
む
福
賀
地
区
に
あ
っ
て

「
介
護
保
険
と
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」を
題
材

と
し
て
出
前
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

保
健
制
度
に
つ
い
て
役
場
健
康
福
祉
課
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
か
ら
具
体
例
を
示
し
な
が
ら

わ
か
り
や
す
い
説
明
を
受
講
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。「
気
に
な
る
こ
と
は
、

相
談
し
て
く
だ
さ
い
」の
閉
会
あ
い
さ
つ
は
、安
心
に
繋
が
る

講
座
と
な
り
ま
し
た
。

「
福
賀
遺
族
会
」解
散

　

長
い
歴
史
を
も
つ
福
賀
遺
族
会(

会
長
：
有
田
稔
さ
ん
、

会
員
：
21
人)

は
、近
年
の
会
員
数
の
減
少
や
高
齢
化
等
を
理
由

に
３
月
８
日
解
散
し
ま
し
た
。今
後
は
、町
内
３
遺
族
会
が
、

阿
武
町
遺
族
会
と
し
て
結
成
し
て
い
く
と
さ
れ
ま
し
た
。

３
／

10 

宇
田
郷
婦
人
会
総
会

　

総
会
が
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
、
35
人
の
会
員
が
参
加

し
て
、
新
年
度
の
事
業
計
画
や

予
算
等
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、「
ゴ
ミ
の
分
別
に

つ
い
て
」と
題
し
て
、健
康
福
祉
課

職
員
の
宇
佐
川
氏
よ
り
、ゴ
ミ
の

処
理
状
況
の
映
像
を
見
な
が
ら

分
別
時
に
注
意
す
る
こ
と
の
説
明

を
頂
き
ま
し
た
。そ
の
後
、皆
さ
ん

の
疑
問
点
に
つ
い
て
質
問
に
答
え
て

い
た
だ
き
、ゴ
ミ
で
は
無
く
資
源
と
し
て
活
用
す
る
た
め
の

知
識
を
学
ぶ
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

３
／

21 

宇
田
郷
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
会

　

第
172
回「
待
っ
て
い
た
、ぽ
か
ぽ
か
陽
気
の
、春
よ
来
い
」

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
、ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。冬
の
休
み
か
ら
４
ヶ
月
ぶ
り
の
大
会
と
は

思
え
な
い
調
整
力
で
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
成
し
遂
げ
る
な
ど
、

久
し
ぶ
り
に
皆
さ
ん
で
楽
し
く
過
ご
さ
れ
た
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【男性の部】
◆優　勝  野村 義昭（宇田浦）
◆準優勝  中村 晶男（宇田中央）
◆第３位  西村 輝二（宇田中央）
【女性の部】
◆優　勝  潮 　恵子（宇田浦）
◆準優勝  岩本 房枝（宇田中央）
◆第３位  柳井 洋子（宇田中央）

GG大会を
　楽しむ会

〈敬称略〉

大事な知識を
　　学びます

  のむら　 よしあき

 なかむら　あきお

 にしむら　てるじ

うしお　　 けいこ

 いわもと　ふさえ

   やない　  ひろこ

わかりやすい
　　出前講座

学習成果発表！！

あ
り
た
み
の
る

お
だ　

た
け
ゆ
き

栄養満点の定食が
できました！

今年度も明るく！楽しく！
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阿武町地域づくり団体活動支援事業
みなさまの主体的な地域づくりとコミュニティ活動を支援することで、
地域の課題解決や活性化を図り、協働のまちづくりを推進します。

支援対象
・３人以上（過半数は町内に在住していること）で組織する団体
・代表者を定め、規則や会則の定めがあること
・政治活動、宗教活動又は営利を目的としない団体であること
・その他公共の福祉に反する活動をしていないこと

※自治会が企画・立案し、総会等で
　決定した事業は対象外です。

まちづくり推進課　☎2-3111

地域の課題解決に向けた
　　地域づくり事業

　　事業の実施によって
地域の活性化につながる事業

地域の伝統文化の継承
その他これに関する事業

  地域の資源を活用した
まちづくりに関する事業

（例）各種勉強会、環境整備など
（例）地域間、世代間の交流を
図るイベントや季節のお祭りなど

（例）伝統芸能や昔話の伝承に
かかわることなど

（例）地域におけるガイドブックの
作成、特産品を活かした活動など

補助上限金額
1団体あたり

10万円まで
（補助対象経費の2分の1以内）

令和６年
4月１日
受付開始！

　阿武町では、町民一人ひとりが自分の大切さとともに他の人の大切さを認めることができる
ようになり、誰もが自分らしく暮らせることができる人権尊重の町づくりを目指しています。
　互いを人生のパートナーとして相互に協力しあいながら、自分らしく活躍されることを期待
しています。

健康福祉課　☎2-3115

制度が利用できる方
●双方が成人（満18歳以上）
●少なくとも一方が町民かつ同居
　予定（転入予定含む）
●双方に配偶者がいない及び宣誓者
　同士以外のパートナーシップの
　関係にない
●民法で定められている近親者でない

必要書類
●宣誓書（指定様式）
●住民票の写し又は住民票記載
　事項証明書
●戸籍抄本又は戸籍個人事項証明書
●本人確認書類

利用できる公的サービス
●窓口手続き(委任状不要)
●町営住宅入居申込み
(一般住宅、特定優良賃貸住宅)など
利用できる民間サービス(例)
●住居：不動産契約
●金融：住宅ローン
●医療：面会や手術の同意署名
●保険：生命保険の受取
●航空：マイルをパートナーと分け
　　　　合える。
●通信：家族割

パートナーシップ宣誓書受領カード(表)

パートナーシップ宣誓書受領カード(裏)



令和6年４月から介護保険料が変わります

第１段階

（標準段階）

�,���円

�,���円

�,���円

�,���円

�,���円

��,���円

��,���円

��,���円

��,���円

��,���円

���,���円

���,���円

町民税世帯非課税で老齢福祉年金受給者、被保護者
町民税世帯非課税で、前年の課税年金収入額と合計所得金額の
合計が��万円以下の方

世帯の誰かに町民税が課税されているが、本人は町民税非課税
前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計が��万円以下の方
世帯の誰かに町民税が課税されているが、本人は町民税非課税
前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計が��万円を超える方

町民税課税　合計所得金額が���万円未満の方

町民税課税　合計所得金額が���万円以上、���万円未満の方

町民税課税　合計所得金額が���万円以上、���万円未満の方

町民税課税　合計所得金額が���万円以上、���万円未満の方

町民税世帯非課税で、前年の課税年金収入額と合計所得金額の
合計が���万円以下の方第�段階

町民税世帯非課税で、前年の課税年金収入額と合計所得金額の
合計が���万円を超える方第�段階

第�段階
第�段階

第�段階

第�段階

第�段階

第�段階

年額 月額
令和６～８年度区分 保 　 険 　 料 　 基 　 準

軽減前
��,���円

軽減後
��,���円

軽減前
�,���円

軽減後
�,���円

　介護保険の保険料は、必要な介護サービス費用がまかなえるように、３年ごとに見直しが行われます。
　高齢者人口の増加や介護報酬改定、介護保険サービスを利用される方が増えてきたこと
などから、令和６～８年度介護保険料（65歳以上の方）は、下表のとおり変更しました。
　また、国が示す保険料の負担段階の基準どおり、阿武町も13段階としております。
　阿武町介護保険財政調整基金を取り崩し、保険料の急激な上昇を緩和し、また、国の
低所得者軽減強化の基準により、第１～３段階の方へ、公費による保険料軽減の強化を行っています。

介護保険制度
　介護保険は、40歳以上の方が加入し、介護が必要になったときに申請をし、認
定を受けられた方が、介護サービスを受けられる制度です。
　運営財源については、みなさまの保険料と、国・県・町の負担金となっています。
　※令和６年度の介護保険料の決定通知は６月中旬に送付する予定です。

65歳以上の
みなさんへ

軽減前
��,���円

軽減後
��,���円

軽減前
�,���円

軽減後

軽減前
��,���円

軽減後
��,���円

軽減前
�,���円

軽減後
�,���円

��,���円

��,���円

��,���円

���,���円

���,���円

���,���円

町民税課税　合計所得金額が���万円以上、���万円未満の方

町民税課税　合計所得金額が���万円以上、���万円未満の方

町民税課税　合計所得金額が���万円以上、���万円未満の方

第��段階

第��段階

第��段階

第��段階 町民税課税　合計所得金額が���万円以上の方 ���,���円 ��,���円

��％

��％

��歳以上の
方の保険料

��～��歳の
方の保険料

半分を
公費で
まかないます

��％

�,���円

国・県・町
（税金）公費

健康福祉課　☎�-����
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農業･漁業の
新規就業や
経営などを
支援します！

　阿武町では、町内で農業・漁業に新規就業される方に、
初期の経済的負担の軽減や、安定した経営・生活基盤の
確立支援のための補助金を交付します。

　また、すでに町内で農林水産業を営まれている方には、
機械更新や施設整備、新技術の導入など、経営の安定や
拡充のための確立支援にかかる補助金を交付する制度
も準備しております。

支給額など
５万円（1人につき１回）
月額家賃の１/２以内（上限２万円）
１人につき５千円、上限１万５千円（１歳未満の扶養家族）
農具費、資材費、修繕費などの1/2以内（上限30万円）
奨学金年額20万円（就学時60歳未満）
就学生活支援年額90万円（就学時60歳未満）
営農研修支援年額90万円（就農時40歳未満）
営農研修支援年額45万円（就農時60歳未満）
指導農家支援月額１万円
農業用機械・施設導入費の1/3以内（上限100万円）
農業用機械・施設などの導入費の1/2以内（上限150万円）
新品種、栽培技術導入費の1/2以内（上限50万円）

対象者
認定新規就業者
法人就業者

農業経営を継承した方

農業大学校へ就学された方

自営農地などを
維持する農家を継承した方

認定農業者
認定新規就業者
認定農業者・認定新規就業者

支援メニュー
就業準備金
家賃補助
ＵＪＩターン家族就業支援
営農継承支援

農業大学校就学支援

就農開始支援

農業経営確立支援

対象者

新規就業者
（経営自立化
  支援事業の対象者）

法人就業者

支給額など
５万円（1人につき１回）
月額家賃の
１/２以内（上限２万円）
18歳未満の扶養家族
１人につき５千円

（上限１万５千円）

支援メニュー
就業準備金

家賃補助

ＵＪＩターン
家族就業支援

漁 業

農 業

※家賃補助、ＵＪＩターン家族就業支援金は、最長３年間。
※農業大学校就学支援、就農開始支援は、国や県による同種の支援を受けていない者で、
　卒業または就農後、阿武町に住所を定め、引き続き3年以上就農すること。最長２年間。

農林水産課 ☎2-3114

森林資源の利用拡大と
適正な整備･保全のため
薪ストーブ購入補助を
行います。

「薪ストーブ｣のある暮らし
はじめてみませんか？

上限額 20万円
（対象経費の１/３以内）

町内に住所を有する個人･事業所が対象です。
※ストーブ購入･設置は申請者が行うことが前提です。
※購入する前に、交付申請の手続きを行ってください。

自宅などの室内に
「薪ストーブ」または「ペレットストーブ｣を
購入する方に対して、町が経費を助成します。

農林水産課 ☎2-3114

阿武町 民間住宅
リフォーム資金 助成事業

お住まいの住宅のリフォーム工事費に対する
補助制度があります。ぜひ、活用の検討や、
お早めのご相談を、よろしくお願いします。

◆補助対象 （全てに合致すること）
   ・ 申請者が阿武町の住民で、
　　  現に居住し、所有している住宅のリフォーム　　
   ・ 老朽化や模様替え、災害などによる
　　　　　　　　　　　修繕、補修のための工事　　
   ・ 町内に営業所がある施工業者が施工するもの
   ・ 10万円以上（消費税を除く）の工事　　　　　ほか

◆受付期限　12月20日まで

 詳細は町ウェブサイトをご確認ください。

土木建築課 ☎2-3112
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戸籍税務課　☎2-0500

24

軽 で変わる

軽自動車の車検は、

継続検査窓口 での 
納税証明書の提示 が
不要 になりました！

原則

令和5年1月から、
Jidoshazei Nofu Kakunin System

軽自動車税納付確認システム（軽ＪＮＫＳ）で、
ジェンクス

対象車両 : 四輪および三輪の軽自動車
※二輪車（原動付自転車を含む）や小型特殊自動車は対象外です。

・納付から軽JNKSに納付情報が登録されるまで１ヶ月程度かかります。納付後すぐに

　車検を受ける場合は、金融機関や本庁及び支所の窓口でお支払いください。

・口座振替、金融機関での納付、スマホ納付の場合も軽JNKSへの反映に時間がかかります。

　上記の方法で納付した方で、すぐに納税証明書が必要な場合は、支払いの事実が確認

　できるもの（引き落としが記帳された通帳や領収書、スマートフォンの決済履歴の画面）

　をお持ちのうえ、戸籍税務課税務係にお越しください。



阿武町中小企業等人材確保支援事業
中小企業等の人材確保活動に取り組む経費の一部を補助し、中小企業における
安定的な雇用の確保を支援するとともに、地域経済の活性化を図ります。

補助上限金額
1法人・事業主あたり

1会計年度20万円まで
（補助対象経費の2分の1以内）

①阿武町内に本社又は事業所を有する法人又は個人事業主
※売上高1,000万円以上。農林水産業含む
②今後も事業を継続する意志がある事業者
③町税等の滞納がないこと
④暴力団又は暴力団員が関与する事業でないこと
⑤性風俗関連事業でないこと

■補助対象

■補助対象内容
（雇用期限の定めのない雇用者 (パートタイムを除く )の募集に限る）
　①企業紹介や採用情報の充実含むウェブサイトの作成又は改修
　②求人情報サイトへの求人情報の掲載
　③求人に関する企業説明会等への出展又は参加
　　（企業紹介動画の作成も含む）
　④採用面接会、企業説明会に関する研修等
　⑤工場見学、職場体験、インターンシップ等の企業に対する
　　理解促進 まちづくり推進課　☎2-3111

■補助対象経費
　①外注費　　
　②出展料　　
　③記事掲載料
　④出張旅費
　⑤その他経費

重度の障害のため常時特別の介護を必要とされる方に、次の手当が支給されます。
※特定の施設に入所している場合や、受給資格があっても請求しない場合は、受給できませんのでご注意ください。

　【特別障害者手当】
　　〇対　象：身体、精神の障害の状況が著しく重度なため、日常生活において常時特別の介護を必要とする
　　　　　　  在宅の20歳以上の方（入院が３ヶ月以上継続するときは対象外。所得制限有）
　　〇支給額：月額 28,840 円（令和6年度）
　【障害児福祉手当】
　　〇対　象：身体、精神の障害の状況が著しく重度なため、日常生活において常時特別の介護を必要とする
　　　　　　  在宅の20歳未満の方（障害を事由とする年金を受給されている方は対象外。所得制限有）
　　〇支給額：月額 15,690 円（令和6年度）

特別障害者手当・障害児福祉手当をご存じですか？

山口県 萩健康福祉センター ☎0838-25-2664　　健康福祉課 ☎2-3115

令和6年4月1日から相続登記の申請が義務化されました！

山口地方法務局　萩支局☎0838-22-0478　　戸籍税務課 ☎2-0500

※正当な理由なく、申請義務に違反した場合は、10万円以下の過料が科せられる場合があります。

■相続によって土地・建物を取得した相続人は、その所有権を取得したことを
　知った日から3年以内に相続登記の申請をする必要があります。

■相続登記の申請手続きや書式は、法務省・法務局のホームページで
　ご案内しています。

■司法書士は、相続人からの依頼を受けて相続登記申請をすることができます。

法務省HPのQRコード

山口県司法書士会
HPのQRコード
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町税の納付方法がさらに便利になります
　納付書に印字される「地方税 統一ＱＲコード」を利用して、全国の対応金融機関で納付できます。
　また、「地方税お支払サイト  eLTAX」を活用することで、パソコンやスマートフォンからも
　納付ができ、令和６年４月１日より対象税目が拡充されます。

  《対象税目》
　 ・ 固定資産税　　　　    ・ 町・県民税（普通徴収）　
　 ・ 軽自動車税（種別割）　・ 国民健康保険税（普通徴収）

  《利用可能な支払方法》 （地方税お支払サイトから）
　 ・ クレジットカード払い　※別途手数料がかかります
　 ・ ダイレクト納付（口座振替）　※事前登録が必要です
　 ・各種スマートフォン決済アプリ

  《納付書の利用方法》
 　・ 金融機関をご利用の場合は、直接、窓口へお持ちいただき
　　お支払いください。
　 ・ 「地方税お支払サイト」をご利用の場合は、
　　納付書をお手元に用意し、アクセスしてください。
　 ・ 各種スマートフォン決済アプリの場合は、アプリを起動し、
　　直接QRコードを読み取ってお支払いください。
　※納付した税金は、町が納付を確認できるまで最大1か月を
　　要します。

　地方税 統一ＱＲコード

戸籍税務課  ☎08388-2-0500

令和6年４月１日から ◎全国の対応金融機関から　◎パソコン・スマートフォンから

　保険料の納め忘れ防止に、クレジットカード納付をご利用ください。
　ご利用には「国民年金保険料クレジットカード納付（変更）申出書」を年金事務所の窓口に提出してください。
　また、郵送による手続きも行っております。
　お支払いに利用できるクレジットカードは、次のいずれかの国際ブランドのマークが付いたものです。

VISA　MasterCard　ダイナースクラブ　JCB　アメリカンエキスプレス

 令和 6年度の国民年金保険料について
納付期限までに納めましょう

「口座振替」申し込み方法
　「国民年金保険料口座振替納付（変更）申出書」に必要な事項を記入・押印(金融機関への届出印)し、お近くの
年金事務所へ郵送、または、年金事務所や、振替を行う口座のある金融機関・郵便局の窓口に提出してください。
　保険料の納付期限は翌月末です。
　口座振替日が土・日・祝日の場合は、翌営業日に引き落としされます。
　口座振替申出の開始時期などは、手続き完了後に通知します。
　通知が届くまでの間は、納付書を大切に保管してください。

「クレジットカード納付」もできます

「国民年金保険料口座振替納付（変更）申出書」は
年金事務所の窓口、日本年金機構ウェブサイトに
あります。必ず事前に提出期限をご確認ください。

日本年金機構 萩年金事務所 ☎ 0838-24-2158　　　阿武町役場 戸籍税務課 ☎ 2-0500

年金のたより

納付対象が
拡充されます

新規追加

令和6年４月分から令和7年３月分までの保険料は、　
月額16,980円です。

保険料の納付期限は翌月末（例えば4月分は5月末まで）です。
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※決定済みとなっている場合もあります。ご了承ください。

阿武町の人口と世帯数

※（　）内数字は対前月比

地区別 人　口 世帯数 移動内訳

奈　古

福　賀

宇田郷

合　計

2,070

470

462

3,002

(－10)

(－4)

(－7)

(－21)

1,001

248

253

1,502

( 1 )

(－3)

(－3)

(－5)

11

26

2

8

転入

転出

出生

死亡

（３月末）

（　）内数字は前年件数

区　分 物損
事故負傷者死者

人　身　事　故
件数

萩警察署管内で
起こった事故
うち阿武町内で
起こった事故

３月の交通事故

0
（0）
0
（0）

0
（0）

1
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0
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バンザイエンタープライズ
阿武建設

阿武福祉会

鹿野ファーム 阿武農場

調理・清掃
土木作業員
調理員
介護職員

栄養士または管理栄養士
養豚飼育管理員

172,000円～
216,000円
157,000円
174,000円～
171,000円～
170,000円～

小田建設

ツルハグループ（ウォンツ）

あぶクリエイション
（道の駅阿武町）

土木作業員
店舗運営スタッフ
販売（ドラッグストア）
レストラン業務
販売員（直売所）

172,800円～
190,000円～
時給980円～
162,640円～
163,400円～

4月分 ハローワーク萩 ☎0838-22-0714町内の求人情報（4月12日現在） 

※掲載している求人情報は、すでに決定済みの場合もあります。

阿北地区 休日当番医の廃止について
　医療機関の減少などにより、阿北地区（阿武町、須佐、田万川）
の休日当番医が令和６年３月末で廃止されました。
　令和６年４月以降、日曜、祝日、年末年始の急なケガや病気で診療
が必要な場合は、萩市休日急患診療センターをご利用ください。

萩駅

萩市民体育館

萩市民病院

ＪＲ山陰本線

26264

萩市休日急患診療センター

健康福祉課 ☎2-3113

５月

日
2
8
9

10

13

15

16
18
23

26

27
29
30

曜
木
水
木

金

月

水

木
土
木

日

月
水
木

行事予定
】園育保りどみ【）54:11（食事行

食改役員会（9:00）【役場大会議室】
】りどみスウハとっほ【）54:9（ブラクこよひ

】室議会場役【）00:9（会例定会議協員委童児員委生民町武阿
】園育保りどみ【）03:91（会員役会者護保

】園育保りどみ【）00:11（定測体身
】ータンセ民町【)00:9(談相とご配心

】園育保りどみ【）00:11（会生誕
】園育保りどみ【）03:31（断診康健医園
】りどみスウハとっほ【）54:9（ブラクこよひ

】ドンラリァフサ台吉秋【）00:9（）子親児長年（足遠スバ子親

】ドンウラグいあれふ【）00:8（練訓熟習間期団防消町武阿
】浜ヶ清【）00:9（アィテンラボ掃清砂き鳴

】りどみスウハとっほ【）54:9（ブラクこよひ

】町武阿駅の道【）00:01（市の海里森
避難訓練・交通安全指導（11:00)【みどり保育園】

】ータンセ民町【)00:01(会総協障身
】りどみスウハとっほ【）54:9（ブラクこよひ

みんなでつくろう明日のページ
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「フレイル」は、《健康》と《要介護》の間の
虚弱の状態。食事で“低栄養”を予防しましょう！

「フレイル予防のためのおすすめレシピ！」より

ふわ鶏団子の春スープ

［作り方］
❶ 鶏ひき肉、はんぺん、★の材料を入れ、よく混ぜ、たねを
　 作る。 　 （はんぺんは、つぶしながら混ぜる）
❷ アスパラガスは下の硬い部分の皮をむき、３ｃｍの斜め
　 切りにする。卵は割りほぐしておく。

❸ 鍋に水、鶏ガラスープの素を入れ、煮立ったらたねを丸め
　 ながら落とし入れる。

❹ 鶏団子が浮いてきたらアスパラガスを入れて１～２分
　 煮て、最後に卵をふわっと流し入れて完成。器に盛り、
　 仕上げにお好みで粗挽きコショウを振る。

※たねは柔らかいので、手に水を
　つけると丸めやすい。または、水で
　濡らしたスプーンですくってもよい。
※アスパラガスの代わりに
　春キャベツやレタスでもおいしい。

増田　幸子 さん（下笹尾）

作品は道の駅温泉棟１階に展示中

会員作品紹介

私 の 一 品

ますだ　　  ゆきこ

「春に咲く最初の桜」　阿武 静恵  （水ヶ迫）
●２月21日、萩しーまーとの河津桜を撮影しました。
　毎年、桜の季節が楽しみで、花を見ていると心が
　ホッとします。

あんの　しずえ

くらずみ　ゆうき

「畑」　藏澄 侑希  （防府市）
●畑の小さな集落、ご近所同士で歓談中のところの
　一枚です。昔は子供も多く賑やかな集落で、ここでは
　夜になると物凄く綺麗な夜空が見えるのだと教えて
　もらいました。

［材料２人分］
鶏ひき肉 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 1 5 0ｇ
はんぺん･････････50ｇ
アスパラガス･ ･ ･ ･ ･ ･２本
卵 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･１個
水････・・・・・・・・・・600cc
鶏ガラスープの素・・・大さじ１
粗挽きコショウ・・・適量
★生姜すりおろし小さじ1/2
★ 酒・・・・・・小 さじ１
★片栗粉 ・・・・小さじ１

河野　百花 ちゃん （東方）
令和5年４月１日生まれ

　　パパ ： 亮さん　ママ ： 百恵さん

にぃに、歌、猫のぬいぐるみが大好きなゆかちゃん。
家族にたくさんの笑顔をくれてありがとう！
これからも元気にすくすく大きくなってね！
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